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第 1 章　研究抄録関係

1.　病院における研究

＜研究課題１＞
　治療感受性と再発リスクによる乳癌術後補助療法の選択に
関する研究
　The selection of adjuvant therapy for breast cancer, based 
on the treatment sensitivity　and the relapse risk　

＜研究者氏名＞
　所　属　部　乳腺科部
　研究者氏名　岩田広治
　共同研究者　澤木正孝、服部正也、吉村章代、権藤なおみ、
　　　　　　　小谷はるる、安立弥生

【１年間の総括】
　2019 年度は、乳癌の周術期薬物療法について、あまり大き
な進展はなかった。しかし転移再発乳癌で効果を示した免疫
チェックポイント阻害剤や CDK4/6 阻害剤などの、周術期で
の効果を検証したエビデンスが次年度以降期待される。

１：術後内分泌療法
報告 ：閉経前乳癌に対しては TAM の 5 年投与、リスクの高

い方や年齢の若い方（35 歳以下）には LH-RHa+TAM の
併用が標準治療として定着し、カンファレンスでも議論に
なることは少ない。内分泌療法の投与期間については、閉
経前・後に関わらず、リンパ節転移陽性など再発リスクの
高い方へは長期投与が標準治療と位置づけられるように
なった。また、2019 年度には当院で経験した症例を使っ
た研究で、リンパ転移陰性で浸潤径の大きさが 5mm 以下
の方は、内分泌療法を行っても無治療と長期予後に変わり
のないことが明確になった。このことから再発リスクの少
ない ER 陽性乳癌では、無治療経過観察が標準と位置付け
ている。2020 年度には再発リスクの高い方への CDK4/6
阻害剤の位置づけが明確になることが期待されている。

２：術後化学療法に関する研究
報告 ：“luminal B like 乳がん”と定義される乳がんにおける化

学療法の適応を判断する OncotypeDX が世界標準として
広く行われる時代に、2019 年度時点で今だ日本での保険
承認が得られず普及に至っていないのは残念である。High 
risk 患者に対して術前化学療法を施行後 non pCR であっ
た方へのゼローダ投与が、既に標準治療と位置付けられ
るにいたっている。G-CSF 併用による dose-dense therapy
が日本の中でもハイリスクの方への標準治療となりつつ
あるが、当院では有害事象とのバランスが悪く、現時点
では標準治療としての導入は見合わせている。2019 年度、
術後化学療法の副作用によるQOL低下を予防する目的で、
paclitaxel の末梢神経障害を軽減するための surgical glove
の有用性を検証する臨床試験や、脱毛予防のための Cool 
cap の有用性を検証する臨床試験を in house で実施した

が、いずれも科学的な有用性を示すことができなかった。
３：術後分子標的治療に関する研究
報告 ：術後 Trastuzumab (T)1 年投与が標準治療であることに

変わりはないが、2019 年度はリンパ節転移陽性の方では、
術後 Pertuzumab 併用が標準治療として広く実施された。
逆に再発リスクの低い方への weekly Paclitaxel+T レジメ
ンが標準治療として確立した。2019 年度は高齢者 HER2
陽性乳癌を対象に実施された RESPECT 試験（当院の澤
木が試験責任医師）で、T単独治療が標準治療の化学療法
＋ T と比べて大きく劣ることはないと検証された。患者
さんの全身状態などを鑑みて治療選択をすることが必要
である。また 2020 年度には術前薬物療法後 non pCR の方
に対して、術後 T-DM1 が標準治療として保険適応になる
ことが期待されている。

４：術前化学内分泌療法に関する研究
報告 ：2019 年度も継続していくつかの試験が実施されている。 

JBCRGでは術前内分泌療法+CDK4/6 阻害剤（palbociclib）
併用の医師主導治験を実施、JCOG では HER2 陽性乳癌に
対して化学療法 + 抗 HER2 療法で cCR になった症例での
手術省略試験が開始された。免疫チェックポイント阻害剤
(Pembrorizumab) を化学療法と併用することで、TN 乳癌
の pCR 率が改善して、18 か月での再発抑制効果も検証さ
れた KEYNOTE522 試験が発表された。周術期治療に免
疫チェックポイント阻害剤が導入される時代に入ったと
いえる。

　　 　今後は手術可能な乳癌に対しても、サブタイプに応じた
術前薬物療法を積極的に実施して、効果による治療選択
（response guide therapy：術後治療選択、非切除など）が
標準治療となるような時代の流れを感じる。

＜研究課題２＞
　臨床検査における各種癌診断手法の改善、開発
　Investigation for methods of cancer diagnosis in clinical 
laboratories

＜研究者氏名＞
　所　属　部　臨床検査部
　研究者氏名　谷田部　恭、細田和貴
　共同研究者　 長谷川かおり、尾関順子、徳升富美、村上裕美、

薄木久進、藤田奈央、柴田典子

【研究成果】
　臨床検査部では各部門別に、本年度に得られた成果および研
究経過を報告する。
　生化学検査部門では、検査所要時間（TAT）短縮のために
高速凝固採血管（トロンビン添加）が有効であるかを検証した。
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多く、この３菌種で約 90％（両期間とも 89％）を占めた。 
前期 5年間ではCandida albicans が最も多く 29 件（47％）、後
期 5年間ではCandida parapsilosis が 15件（33％）で最も多かっ
た。 
　前期 5 年間と後期 5 年間の比較では、Candida albicans の検
出が 29 件から 14 件と検出の低下が認められたが、他の菌種で
は件数の差はほとんど認められなかった。
後期5年間での検出が最も多いCandida parapsilosis は、カテー
テル感染の主要な原因菌になることが注目されており、MCFG
などのキャンディ系抗菌薬に低感受性との報告がある。 
　カンジダ血症は、がん患者など免疫不全者にとって重症感染
症であり、早期に治療を開始することが重要であるが、各菌種
に対する抗真菌活性が異なるため、起炎菌種に応じた抗真菌薬
の選択が重要である。今後も抗真菌薬選択の一助となるよう血
液培養の真菌分離状況を臨床側にフィードバックしていく必
要があると考える。
　病理検査部門では、パラフィンブロックを薄切する際、切片
を浮かべる水槽に仕切り板を用い複数区画に分割し、その 1区
画に 1ブロック 2切片を浮かべていた。つまり複数の異なるブ
ロックの薄切切片を同時にバッド内の水に浮かべた後にまと
めてスライドグラスに貼付する方法で実施していた。効率の観
点からは良い方法であったが、病理学会のガイドラインからは
逸脱していたため、従前の方法を改めガイドラインを遵守した
方法を検討した。結果、薄切切片を浮かべるバットを切片が２
～３枚しか浮かべることのできない小さなものに変更した。ま
た、薄切装置や温浴槽、進展器の配置を変更し作業領域をコン
パクトにした。現行法はガイドラインから逸脱せず、検体交差
防止を保証でき、TAT やコンタミネーション防止にも有用で
あった。病理部門は今後も常に検体交差防止に努め業務改善を
継続していかなければならないと考える。 
　細胞診検査部門では、内部精度管理方法について検討した。
細胞診検査は検査の性質状、検査士の技量に依存する部分が多
く、その精度を管理することは重要である。従来はフォトサー
ベイを用いた内部精度管理を行っていたが、実際のスクリーニ
ング能力を反映した方法であるのか疑問が残る状態であった。
そこで実際の婦人科標本を用いたブラインドチェックを内部
精度管理として行った。その結果、すべての検査士が 80％以
上の正答率をしていることを確認でき、実際のスクリーニング
能力を評価することが可能であった。また、見落としや判定の
程度など検査士個人の傾向を認識でき、実際の検査業務に活か
せる内容であったと考えられた。今後も、内部精度管理として、
実際の検査能力を反映した力量評価方法について検討を行っ
ていく。
　遺伝子検査部門では、昨年度導入したマイクロサテライト
不安定性検査、ユニバーサルスクリーニングについて大腸癌
だけでなく他癌種での検査も要望があることから適応癌種の
拡大と、体外診断薬として認可されている試薬キット導入につ
いて再度検討した。結果の再現性、従来法との比較では、ほぼ
同等の結果が得られることを確認した。また、判定結果に大き
な影響は見られなかったが、従来法より新試薬を使用したほう
が PCR による増幅が良いことが判明した。検査手順について
の検討では、検体の状態により同じ濃度でも PCR 増幅程度に

現在採用しているテルモ社製普通採血管は、採血してから 15
分静置して凝固させた後、3500rpm・6 分遠心し、得られた上
清で生化学項目を分析している。対象として、積水メディカル
社製、及びニプロ社製の高速凝固採血管を使用し、20 ～ 50 代
の健常者 10 名の血液について、①血液を凝固させる性能、②
測定項目への影響を比較した。①積水高速管は平均 1.5 分で凝
固したが遠心後の血清に少量の赤血球を認めた。ニプロ高速管
は凝固までに平均 5分を要したが遠心後の血清にフィブリン析
出や赤血球残渣を認めなかった。②高速凝固採血管と現行の採
血管と比較し、当検査室で測定している全項目で有意差を認め
なかった。以上より、高速凝固採血管は検査値に影響を与える
ことなく、現行より検体の前処理時間を約 10 分短縮すること
ができ、TAT短縮に有効であることが確認できた。
　血液検査部門では、EDTA-2K 採血管を現行のゴム栓のもの
から、開栓時の血液の飛散を防止するためオーバーキャップ
に変更するための検討を行った。30 名の被検者で、現行およ
び 2社メーカーの採血管で院内測定項目の結果相関、コスト面
での検討を行った。ほとんどの院内測定項目について相関は良
好であったが、A 社で pro GRP が現行品よりやや高値を示し
た。また、2 名の健常者から 10 本連続採血を行い各種項目の
結果の検討をした。A 社の採血管ではコストは低下するが、3
件 /10 件中で PLT　Clump?（血小板凝集？）のフラグが付き
やすい傾向があることが示された。やや大型の血小板を有する
検体でこのフラグが付きやすく、血小板数もわずかに低値を示
した。また、この採血管で pro GRP の測定も行うが、現行品
よりやや高値を示したため、導入は難しいと考えられた。B 社
の採血管では、現行品との相関は良好でコストも低下する。今
回の検討で B 社のオーバーキャップの EDTA-2K 採血管の導
入を決めることができた。 
　生理検査部門では、2019 年 4 月から 12 月に術前検査で乳腺
US を行った 114 例において、腋窩リンパ節のエコー所見と手
術後の病理結果を比較した。 
　114例中、①エコー所見なし・病理陽性（転移あり）が10.5％（12
例）②エコー所見あり・病理陽性が 7.9％（9 例）③エコー所
見なし・病理陰性（転移なし）が 72.8％（83 例）④エコー所
見あり・病理陰性が 8.8％（10 例）であった。このうち、術前
化学療法を行っていない 85 症例についてみると、①エコー所
見なし・病理陽性が 8.2％（7 例）②エコー所見あり・病理陽
性が 7.1％（6例）③エコー所見なし・病理陰性が 82.4％（70 例）
④エコー所見あり・病理陰性が 2.4％（2例）であった。 
　エコー上で所見が見られなくても病理結果で微小転移を認
めるものが少なからず存在する。微小転移を US で見つけるこ
とは困難であるが、偽陰性が出来るだけ少なくなるように注意
深く観察し、エコーと病理結果がすべて同じでないことも念頭
に今後も検査を実施していきたいと考える。 
　細菌検査部門では、2010 年 4 月から 2020 年 3 月までの 10
年間に血液培養検体から分離された酵母様真菌 107 件を対象
に、2010 年から 2014 年の前期 5 年間 62 件と、2015 年から
2019 年の後期 5 年間 45 件での菌種別検出状況についての検討
を行った。 
　両期間とも Candida 属の菌種別分離頻度は、Candida 
albicans、Candida parapsilosis、Candida glabrata の 3 菌種が
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【結果】
　解析に成功した 92 例の内訳は 87 例が外科切除材料、5 例が
生検・FNA であった。サンプルのシーケンスリード数中央値
は 1092 で、サンプルより抽出した DIN 値の範囲は 1.7-6.2、中
央値（四分位範囲）は 2.8 (2.3-3.2) であった。

【考察】
　客観的な核酸の断片化評価を加えることでより正確な遺伝
子パネル検査の成否の推定を可能にすると期待される。核酸の
質判定の良い適応となるのは生検材料（少なからず不成功とな
ることがある）、ホルマリン固定がやや長い手術症例（固定時
間 72 時間以上）、および他院から供与された組織である。今後
は遺伝子パネル検査に不成功な症例についても検討し、より正
確な判定閾値の設定を行うことで検査としての有用性を検証
する。

差があることが分かり、固定条件、臓器の状態が多様である多
癌種の検査を実施するにあたり、新試薬キットの指示通り検体
濃度を 10ng/ μ L ではなく、10 から 20ng/ μ L の範囲に調整
したほうが検査結果を得られやすいことも判明した。これらの
結果から、新キットの導入は臨床検査として有用であると判断
し、2020 年 1 月より導入している。年々開発される新規治療
薬に対するコンパニオン診断としての遺伝子検査の重要性を
常に認識し、情報を収集し、臨床側の要望に対応できるよう検
討を続けている。

＜研究課題３＞
　病理細胞診断における分子腫瘍診断法の研究
　Molecular diagnostics in the field of pathological diagnosis

＜研究者氏名＞
　所　属　部　遺伝子病理診断部
　研究代表者　谷田部恭、細田和貴
　共同研究者　 佐々木英一、村上善子、羽根田正隆、加藤省一、

真砂勝泰、藤田史郎

【目的】
　2019 年 9 月より当院はがんゲノム医療拠点病院に認可
され遺伝子パネル検査を開始した。324 遺伝子を解析する
FoundationOneCDx、あるいは 114 遺伝子を解析する NCC オ
ンコパネルにより治療可能な遺伝子変異を検出し、速やかに
患者に治療の提案を行うことががんゲノム医療の最大の目的
である。次世代シーケンサーを用いた数百もの遺伝子のシー
ケンスの成功には病理組織の量と質の担保が最も重要である。
当科ではこれまで、Foundation One Medicine により解析され
た検体を用い病理学的な腫瘍細胞含有比率とシーケンスデー
ターから推定される腫瘍細胞含有比率を照合することで、正確
な形態学的腫瘍細胞含有比率の評価法について検討してきた
（Mikubo et al., Journal of Thoracic Oncology 2019）。シーケン
スの成功には腫瘍 DNA の状態の評価が重要である。DNA 品
質は複数の要因により左右されるが、その状態を形態学的所見
のみから推定するのは難しく、特に他病院から供与された組
織標本を用いたシーケンスでは解析不成功に終わることも稀
ではない。その際には遺伝子パネル検査を再提出することに
なり、最終的な結果を得るのに更に 1 か月かかることになる。
DNA の品質と断片化を迅速かつ客観的に評価できる指標が望
まれ、これに関する基礎的な検討を行った。

【方法】
　Mikubo らの FoundationOneMedicine に提出した検体を用
い、DNA 品質の解析を行った。検体は全て当院の症例で、日
本病理学会が提示する最適なホルマリン固定条件を満たすも
のとした（ゲノム診療用病理組織検体取り扱い規程、2018）。
ホルマリン固定パラフィン包埋組織より DNA を抽出し、電気
泳動法（Tape Station（Agilent））を用い DNA の断片化を検
討した。
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2.　研究所における研究

がん情報・対策研究分野

< 研究課題 > １
（主題）　 がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録の資料

を活用した、がんの流行と転帰の分析研究
（副題）　 住民ベースのがん登録情報の活用したがんの相対生

存率の経年変化の検討

＜研究者氏名＞
尾瀬　功、伊藤秀美、松尾恵太郎、伊藤ゆり１）

【目的・概要・進捗状況】
　肺がんは組織学的に、小細胞肺癌（SCLC; small cell lung 
cancer）と非小細胞肺癌（NSCLC; non-small cell lung cancer）
に大別される。これらのがんは生物学的に異なるため、それぞ
れ治療法や予後が異なる。臨床研究において肺がん全体あるい
は組織型別の生存率が報告されているが、対象者が状態の良い
患者や特定の病院における患者に偏っていて、必ずしも一般集
団における患者の予後を反映しているとは限らない。一方、地
域がん登録から得られる情報は、その悉皆性の高さから一般集
団をよく代表するとされており、このデータを活用すること
で、日本の一般集団における肺がん患者の予後の実態を把握す
ることができる。
　まず我々は、地域がん登録データを活用し、SCLC 患者の生
存率の経年変化を評価した。1993 年から 2006 年の間に SCLC
と診断された患者の情報を、6府県（山形、宮城、福井、新潟、
大阪、長崎）の地域がん登録より得た。2011 年 12 月 31 日ま
での生存確認調査により、対象者は少なくとも診断から 5 年
目までは追跡されている。SCLC の治療の変遷に従い、1993-
1998 年（期間 1）、1999-2001 年（期間 2）、2002-2006 年（期間
3）の 3期間の相対生存率（RS; Relative survival）の変遷を評
価した。10年生存率はcohort法とperiod法を用いて計算した。
がん登録情報が保有する臨床進行度のうち、限局と所属リンパ
節転移を限局期（LD; limited disease）とし、遠隔転移を進展
期（ED; extensive disease）とした。予後の変化を評価するた
めに Excess mortality model による多変量解析を行った。さ
らに、診断から 1年から 5年経った患者の条件付きの 5年相対
生存率 (CS; Conditional survival) も算出した。
　本研究の解析対象者は、10,911 名の SCLC 患者だった。 期
間 1 から 3 における限局期の SCLC 患者（LD-SCLC）の 5 年
RS は、それぞれ 16.8％、21.1％、21.4％だった。また、期間 1
から 3 の進展期の SCLC 患者（ED-SCLC）の 5 年 RS は、そ
れぞれ 2.3％、2.8％、2.7％だった。 期間 1 と比較した期間 2
および 3 の 5 年相対生存率の改善は、LD および ED-SCLC 患
者ともに有意で（P <0.001）、期間 1 から 2 にかけて SCLC 患
者の予後は改善していた。
　また CS を算出したところ、LD-SCLC の 5 年 RS は、診断か
ら 0 年の患者では 21％であったが、診断から 5 年経過した患
者では 73％に増加していたが、ED-SCLC 患者の 5 年 RS は 0

年で 3％、5年で 53％であった。
　SCLC 患者の予後は 1999 年から 2001 年にかけて改善し、
2002 年から 2006 年にかけてプラトーに達し、有意な改善は見
られなかった。LD 患者における改善は、新しい放射線化学療
法の導入時期と一致していた。また、ED 患者においての改善
は、支持療法や緩和医療の発達によるものかもしれない。

【今後の方向】
　本研究のように、悉皆性の高い人口ベースの情報を活用し治
療の変遷を軸に生存率の変化を評価する方法により、偏りのな
い一般集団において治療法の変遷が予後に与える効果や治療
を観察することができることが分かった。よって、今後は非小
細胞肺がんをはじめ、乳がんなど他の臓器のがんにおいて、同
様の手法により、医療の発達による予後の改善を人口レベルで
評価していく予定である。また、昨年度から取り組んでいるが、
引き続き人口動態統計死亡情報を用いて、医療の変遷が死亡に
与える影響を評価していく予定である。

１）大阪医科大学

< 研究課題 > ２
（主題）　 記述疫学研究に基づくがん情報の整備と発信
（副題）　 Funnel plot 法による医療レベル格差の視覚化

＜研究者氏名＞
　山口通代１）、小栁友理子、谷山祐香里１）、伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】
　がん医療の均てん化を進めるためには、がん患者生存率の医
療圏間格差を正確に把握し、地域のがんの実態に即したがん対 
策を実施する必要がある。本研究では、胃がんを対象に、診断
時年齢（以下、「年齢」という。）及び臨 床進行度分布（以下、「進
行度」という。）を調整因子ならびにとし、 Funnel Plot 法を用
いて 5 年相対生存率の医療圏間格差を評価した。
　愛知県がん登録に登録されている 2005 － 2009 年に診断され
た胃がん患者 19,414 名を解析対象とした。胃がん患者の住所
に基づき医療圏別に層別し、ポワソン回帰モデルを用いて算出
した相対生存率から、診断から 5 年以内の過剰死亡ハザード
（EH：Excess hazard of death）を推計した。過剰死亡ハザー
ドは、年齢分布と進行度分布を調整しない粗過剰死亡ハザード
と、調整した調整過剰死亡ハザードを推計した。医療圏ごと
の過剰死亡ハザードを、Funnel Plot を用いて散布図を描画し
て比較した。過剰死亡ハザードのばらつきを視覚的に評価する
ため、日本全国の平均過剰死亡ハザードを基準値とし、その 
95％及び 99.8％信頼区間を描き、信頼区間から逸脱した医療圏
の同定を行った。
　男性の胃がん患者の粗過剰死亡ハザードは、7 つの医療圏に
おいて、日本全国の胃がん患者に比べて高かったがその他の医
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を検討した。具体的には、ALDH2 Lys アリルが消化管癌リス
クに及ぼす全体的な影響を、発癌作用（直接作用）と保護作用
（飲酒行動を介した間接作用）の 2 つの相反する作用に分解し
て評価を行った。
　アルコールは小腸がんを除く消化管がんのリスクの増加と
関連していた。統計学的に有意な直接効果は上部消化管がんの
リスクについてのみ観察されたが、その効果の大きさは部位に
よって大幅に異なっていた。アルコール１日消費量 10g 当た
りの発がんオッズ比（95％信頼区間）は頸部癌では 1.83（1.43-
2.36）、食道癌では 21.15（9.11-49.12）、胃癌では 1.65（1.38-1.96）
であった。大腸がんでは直接効果が認められなかった事は特筆
すべき結果であった。一方、間接効果に関しては、小腸がんを
除くすべての部位のがんにおいて、統計学的に有意な保護的作
用を認めた。
　本研究結果は、アルコールが小腸がんを除く消化管がんの主
要な危険因子であることを示す一方、アセトアルデヒド経由の
発癌は部位によって大きく異なる事が明らかとなった。また、
ALDH2 Lys アリルによる飲酒忌避行動により、小腸以外の何
れの消化消化管がんもリスクが低下する事が明らかになった。

【今後の方向】
　大腸がんのアルコール発がんが、アセトアルデヒド以外のい
かなるメカニズムで起きているかを明らかにする事が必要で
有る。また、ALDH2 以外のアルコール代謝関連酵素に関して
本研究同様媒介分析を適応することで、より詳細な個人のアル
コール由来発がんリスクの差異を評価する研究を展開する必
要がある。

１）岡山大学医学部、２）リサーチレジデント

＜研究課題＞ １−２
（主題）　 各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリ

スクと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組
合わせ効果の解明

（副題）　 PSCA遺伝子多型の十二指腸潰瘍への影響の検討

＜研究者氏名＞
碓井喜明１）、尾瀬　功、鵜飼知嵩、小栁友理子、
伊藤秀美、若井建志２）、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】
　十二指腸潰瘍と胃癌はどちらもピロリ菌感染症に関連す
る疾患である。臨床的に DU 患者は胃がんのリスクが低い
ことが知られている。これまでの疫学研究において、PSCA 
rs2294008 (C>T) の T アレルが胃がんの危険因子である事を報
告がなされている。機能解析により、PSCA 多型の C アレル
において短い PSCA が形成され、PSCA 分子の細胞内局在が
変化する事が発がんにつながる事が判明している。興味深い事
に、本多型の C アリルは、十二指腸潰瘍および胃潰瘍のリス
クと関連する事が報告されたが、消化性潰瘍に関する検証研究
はこれまでに無く、また、PSCA 多型が、喫煙、飲酒、ピロリ

療圏では差がなく、愛知県在住の男性胃がん患者の生存率には
医療圏ごとに格差があることが分かった。しかし、年齢と進行
度で調整すると 7つの医療圏において格差は消失したため、観
察された過剰死亡ハザードの差は、早期発見・早期治療の差に
起因するものと考えられた。また、女性においては、年齢・進
行度を調整しても、Funnel Plot 上、過剰死亡ハザードの格差
は消失しなかったため、調整過剰死亡ハザードが高い医療圏に
おいては、癌治療や受療動向に起因した生存率の格差が存在す
ることが分かった。

【今後の方向】
　今後は以下の事に取り組む予定である。
１） Funnel Plot による医療レベルの格差の視覚化は、その要

因を探求するのに役立つ。よって、地域がん登録情報を用
い Funnel Plot 法により地域がん診療連携拠点病院の医療
レベルの格差の視覚化を試みる。

２） 愛知県下の地域がん診療連携拠点病院における院内がん登
録情報を軸として、医療レベルの格差の要因を探索し、成
果を各医療機関に還元していく予定である。

３） 重点プロジェクトで整備しているがん情報基盤を活用して
得られた成果を県民に発信する仕組みを開発する。

１）研修生

がん予防研究分野

＜研究課題＞ １−１
（主題）　 各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリ

スクと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組
合わせ効果の解明

（副題）　 消化管がんの飲酒発がんの背景メカニズムに迫る
大規模分子疫学研究

＜研究者氏名＞ 
小栁友理子、鈴木越治１）、井本逸勢、春日井由美子、
尾瀬　功、鵜飼知嵩、岩瀬まどか２）、碓井喜明２）、
川勝雪乃２）、澤部　倫、平山　裕、田中　努、安部哲也、
伊藤誠二、小森康司、花井信広、田近正洋、清水泰博、
丹羽康正、伊藤秀美、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】 
　アルデヒド脱水素酵素 2（ALDH2 rs671、Glu504Lys）の遺
伝的多型は、アルコール摂取後の発がんに寄与する事が知られ
る。一方、ALDH2 Lys アリルは、アセトアルデヒド関連の副
作用によってアルコール消費を減らすことを通じて、アルコー
ル誘発性発癌に対する保護効果をもたらす事が想定される。本
検討では、媒介分析を頭頸部、食道、胃、小腸、および大腸癌
の５つの臓器に関する症例対照研究に適用した。大規模病院
疫学研究 HERPACC の第２期、第３期に参加した対象者より
4,099 名の症例と性・年齢適合した 6,065 名の非がん対照を用
いて、アルコール摂取の、消化管の発癌に及ぼす影響の異質性
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摂取の間に遺伝子環境要因交互作用は認められなかった。本研
究より、Lys / Lys 遺伝子型が、アジア系の女性の乳がん、特
に ER 陽性、PR 陽性、および HER2 陰性の乳がんに対する感
受性を高める事を示した。

【今後の方向】
　乳がんの飲酒発がんに関する国内のエビデンスは少なく、更
なる検討を進める必要がある。

１）メルボルン大学、２）ケンブリッジ大学

＜研究課題＞ １−４
（主題）　 各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリ

スクと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組
合わせ効果の解明

（副題）　 喫煙と飲酒の食道がんリスクに対する交互作用の
検討：国内８コホートのプール解析

＜研究者氏名＞
　尾瀬　功、伊藤秀美、井上真奈美１）、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】
　喫煙と飲酒は食道がんの確立されたリスク要因である。これ
まで、幾つかの症例対照研究において両曝露の間に疫学的な交
互作用がある事が示されて来た一方、前向き研究による検討は
なされていなかった。本研究では、日本で大規模な集団ベース
のコホート研究のプール分析を実施し、この疑問点に迫った。
対象者は、8 つのコホート研究の男性 162,826 人である。これ
らのうち、954 名に前向きに食道がんの発生が確認された。通
常検討される相乗的な交互作用のみならず、相加的交互作用も
併せて検討した。また、交互作用を考慮した人口寄与危険度
（PAF）ｍを併せて検討した。
　喫煙歴の有無、飲酒歴の有無、およびそれらの組み合わせの
HRは、それぞれ 2.92（1.59-5.36）、2.73（1.78-4.18）、および 8.86
（4.82-16.30）であった。喫煙と飲酒の相互作用は、相加的検討
では統計学的有意に陽性であったが、相乗的な検討では有意で
は無かった。喫煙、飲酒のそれぞれ３段階評価による、喫煙と
飲酒の組合わせ効果は、前記同様、相加的な場合のみ有意差を
認めた。また、喫煙歴、飲酒歴、およびそれらの組み合わせに
よる PAFは、それぞれ 55.4％、61.2％、81.4％であった。
　本研究は大規模な前向き研究の結果であり、そのデータに
おいて喫煙・飲酒の間に明らかな交互作用がある事を示した
事は、今後の食道がん予防を検討する上で意義がある。一方、
PAF の値より、喫煙・飲酒の何れも、単独でやめた場合にも
かなりの予防効果があることが明らかになった。

【今後の方向】
　単一の曝露要因のみならず、複数の曝露要因の組合わせた発
がんへの影響を明らかにする事は、現実的な予防を考える上で
重要である。

菌感染などの環境要因と交互作用を持つかに関する検討もな
い。本研究は、本邦の大規模分子疫学コホートである日本多施
設共同コホート（J-MICC）のデータを用い、前述の課題を検
討した。J-MICC より、十二指腸潰瘍の既往を持つ 584 名、ga
胃潰瘍の既往のある 925 名、何れの既往もない 8,105 名を対象
として、PSCA 多型の影響を検討した。PSCA rs2294008 C ア
リルは、十二指腸潰瘍のリスクと関連していた【オッズ比 1.34
（95％ CI、1.18-1.51; P = 2.28 × 10-6）】。この関連は、年齢、性
別、研究場所、喫煙習慣、飲酒習慣、ピロリ菌の状態による修
飾を受けなかった。一方、胃潰瘍のリスクと PSCA SNP との
関連は認めなかった。本研究より、PSCA rs2294008 C アレル
は、日本人集団における消化性潰瘍の独立した遺伝的リスク要
因である事が明らかになった。

【今後の方向】
　がんの予防を考える上で、がんのリスク要因の周辺疾患への
影響の大きさを知ることは、総合的な健康管理を目指す上で必
要であり、今後も適宜必要な課題を設定し検討する必要がある。

１）リサーチレジデント、２）名古屋大学医学部

＜研究課題＞１−３
（主題）　 各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリ

スクと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組
合わせ効果の解明

（副題）　 ALDH2 多型の乳がんリスクへの影響：乳がん疫学
国際コンソーシアムによる検討

＜研究者氏名＞ 
鵜飼知嵩、Roger Milne１）、Douglas Easton２）、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】
　数多くの疫学研究において、飲酒が女性の乳がんの独立した
危険因子であることが一貫して示されてきた。アルデヒド脱水
素酵素 2（ALDH2）遺伝子多型（rs671：Glu> Lys）はアセト
アルデヒド代謝に強い影響を及ぼすが、rs671 と乳がんリスク
の関係およびそのアルコール摂取との相互作用は完全には解
明されていない。本研究では、乳がん疫学国際コンソーシアム
に参加のアジア人女性に関する個別データを用い、14 件の症
例対照研究を統合的に解析した。浸潤性乳がん 12,595 症例並
びに、12,884 名の非がん対照が解析対象集団であった。飲酒と
rs671 の交互作用の解析に関しては、アルコール摂取情報が得
られる浸潤性乳がん 2,849 症例と 3,680 名の非がん対照データ
を用いた。
　rs671 の Lys / Lys 遺伝子型は、乳がんリスクと正の相関を
示した（OR = 1.16、95％ CI 1.03-1.30、p = 0.014）。Lys / Lys
遺伝子型は特に、エストロゲン受容体（ER）陽性乳がん（OR 
= 1.19、95％ CI 1.05-1.36、p = 0.008）、プロゲステロン受容体
（PR）陽性乳がん（OR = 1.19、1.03-1.36、p = 0.015）、ヒト上
皮成長因子受容体 2（HER2）陰性乳がん（OR = 1.25、95％
CI 1.05-1.48、p = 0.012）と関連を示した。rs671 とアルコール
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多変量解析により独立した予後因子となっていた。同様の所見
は、公共データベース（GEO）中のマイクロアレイによる網
羅的遺伝子発現データでも再現された。独自の胃がん検体を用
い、蛋白発現を免疫染色で検討すると、intestinal type でのみ
発現が認められ、かつ高発現例は予後不良であった。CLDN6
高発現細胞株に対して siRNA を用いて CLDN6 をノックダウ
ンすると、細胞の増殖、運動、浸潤が抑制された。同条件で
の網羅的遺伝子発現解析結果をエンリッチメント解析するこ
とで YAP/TAZ-TEAD 転写調節複合体の下流標的遺伝子群
が有意に発現低下していることが見出され、これが YAP 遺
伝子の転写レベルでの発現抑制によることが明らかになった。
CLDN6 は、細胞外からの介入の容易な細胞膜に局在する分子
をコードし、少なくとも一部はがん遺伝子YAPの下流のエフェ
クター遺伝子の活性化を介して特定の胃がん亜型の悪性化に
促進的に働く新たな胃がん促進遺伝子であり、診断マーカーや
治療標的となり得ると考えられた。この結果は、国際専門誌
Gastric Cancer に報告した。

【今後の方向】
　公共データベースの遺伝子発現データを用いた重層的な解
析と自験例を用いた蛋白発現解析、機能解析を組み合わせるこ
とにより、効率よくがん関連遺伝子が同定できることが示され
た。また、CLDN6 が YAP の転写活性化を引き起こす機序は
不明であり、相互作用する蛋白のスクリーニングなどの手法で
パスウェイを解明したい。

１）研修生、２）徳島大・医学部、３）川崎医大、４）京府医大

＜研究課題＞ ２
（主題）　 生殖細胞系列変異のがん発症に及ぼす影響の解明

と発がんリスクフィードバック法の開発・評価
（副題）　 日本人卵巣がんにおける BRCA1/2 遺伝子の病的バ

リアントの検出

＜研究者氏名＞
阿部彰子 1)、河本知大 1)2)、増田清士 3)、井本逸勢

【目的 • 概要 • 進捗状況】
　国内の遺伝性腫瘍の原因遺伝子の病的バリアントの保持者
頻度やがん発症の浸透率、病態などは、未だデータが少なく、
診療やサーベイランスに関するガイドライン、ガイダンスも未
整備のものが多い。われわれは既に慶應大学病院の婦人科が
んのバイオバンクを用いた共同研究により、卵巣がん（卵管が
ん、腹膜がんを含む）患者 230 例中の遺伝性卵巣がんの原因遺
伝子の頻度（BRCA1/2 で 27 例、11.8%）や病態との関連を報
告してきた。徳島大学病院の婦人科においてフォローされる卵
巣がん患者全例に説明の上、研究参加に同意が得られ適格基準
を満たした患者 123 名を対象にBRCA1/2 を含むパネルまたは
BRCA1/2 単独での遺伝学的検査を実施した。BRCA1/2 の病
的バリアントの検出率は 19 例 (15.2%) で、国内における新規診
断を受けた上皮性卵巣がん、原発性腹膜がん、卵管がん症例の

１）国立がん研究センター

＜研究課題＞ ２
（主題）　 各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリ

スクと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組
合わせ効果の解明研究の結果に基づく個別化予防
プログラムの開発

＜研究者氏名＞
　松尾恵太郎、尾瀬　功、春日井由美子、岩瀬まどか、
　川勝雪乃、小栁友理子、伊藤秀美、井本逸勢

【目的・概要・進捗状況】
　愛知県がんセンター大規模病院疫学研究 HERPACC をベー
スに、日本医療研究開発機構研究費、重点プロジェクト研究費
による研究結果と連動させながら、頭頸部・食道・胃・大腸・
膵臓・肺・造血器腫瘍に関して、環境要因、遺伝子多型、遺伝
性腫瘍原因遺伝子変異の単独、あるいは組合わせ効果の大きさ
と、人口寄与危険度の大きさを評価し、生涯リスクの推計など
を通じた予防プログラムの開発に取り組んでいる。各評価にお
いて、がん情報・対策研究分野や分子遺伝学分野と連携し、よ
り精度が高く、応用性の高いものを目指す。

【今後の方向】
　現プロジェクトを継続していく。

分子遺伝学分野

＜研究課題＞ １
（主題）　 統合的ゲノム ･ エピゲノム ･ トランスクリプトー

ム解析による新規がん関連遺伝子の同定と機能解
析

（副題）　 胃がんにおける新規がん促進遺伝子 CLDN6 の同定
と分子機序の解明

＜研究者氏名＞
河本知大１）２）、増田清士３）、大辻英吾４）、井本逸勢

【目的 • 概要 • 進捗状況】
　胃がんは、未だ分子標的となるドライバー遺伝子異常に乏し
い難治性がんであり、予後診断や治療法の開発には新たなドラ
イバー遺伝子の同定が喫緊の課題である。われわれは、既に、
公共データベース（TCGA）から入手した胃がんの RNA シー
ケンスによる網羅的遺伝子発現データの解析から、がん部で非
がん部に比べて発現が高く、かつがんでの高発現が全生存期間
の短縮と関連する遺伝子の抽出を行い、Claudin-6(CLDN6) を
がん促進遺伝子候補として同定していた。CLDN6 は、mRNA
レベルで非がん部や多くの胃がんでは発現が極端に低いのに
対して、主に intestinal type の胃がんで高発現する Subgroup
を認めた。この Subgroup は極端に予後不良であるとともに、
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によることを示唆する結果を得た。一方、MyD88 の機能欠損
によるアポトーシスは、腫瘍上皮細胞では誘導されるが、正常
腸管上皮細胞では誘導されず、MyD88 の機能欠損がApc に変
異を持つ細胞のみを死滅させる、合成致死を誘導する可能性が
示唆された。この合成致死の分子機序について検討した結果、
MyD88 の下流で NF-kB 経路が関与する可能性が示唆された。
本年度は、合成致死の機序についてさらに詳細な解析を行うと
ともに、MyD88 の機能欠損による合成致死がApc 変異以外の
大腸がん関連遺伝子変異を併せ持つ腫瘍細胞でも誘導される
かどうか、マウス腸管組織由来オルガノイド培養を用いた検討
を進めた。

< 今後の方向 >
　進行中のマウス腸管組織由来オルガノイド培養を用いた合
成致死性の検討を行う。ヒトのAPC 遺伝子は家族性大腸腺腫
症（FAP）の原因遺伝子である。MyD88 の機能抑制による
Apc 変異細胞の合成致死について、マウスの細胞だけでなく
ヒトの細胞でも同様の現象が見られるかどうか、FAP 患者の
大腸正常およびポリープ組織より作成したヒトオルガノイド
培養を用いて検討する。また、MyD88 の機能抑制によるApc
変異細胞の合成致死の分子機序についての解析を継続する。

1) 京大・先端医療研究開発機構

< 研究課題 >　１−２
（主題） がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）  腸管腫瘍の悪性化における mTORC1 経路の役割の

解析

< 研究者氏名 >
藤下晃章、三城恵美、梶野リエ、新間秀一 1)、曽我朋義 2)、
武藤　誠 3)、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　家族性大腸腺腫症のマウスモデルであるApc 変異マウスは
良性の腺腫性ポリープを発症し、さらにSmad4 遺伝子のヘテ
ロ接合変異を併せ持つcis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤性
の腸がんを発症する。cis-Apc/Smad4 マウスの腺がんの浸潤
は mTORC1 阻害薬 everolimus および mTOR キナーゼ阻害
薬 AZD8055 に対して抵抗性である。前年度までに、トランス
クリプトーム解析、メタボローム解析、プロテオーム解析を
実施し、mTOR 阻害薬抵抗性腺がん組織においてヒスタミン
およびその代謝産物である 1 メチルヒスタミンの蓄積を認め、
mTOR 阻害薬とヒスタミン H1 および H2 受容体拮抗薬の併
用投与により腺がん浸潤が抑制されることを見出した。本年
度は、mTOR 経路阻害抵抗性大腸がんにおけるヒスタミン産
生細胞を特定するため、質量顕微鏡を用いた解析を実施した。
mTOR 阻害薬抵抗性腺がん組織において、ヒスタミンを含有
する細胞集団が腺がん浸潤部に集積していることを確認した。
これらの細胞集団は、腺がん上皮細胞とは異なる形態を呈して
いたことから、この先端部に集積する細胞を免疫染色により検

BRCA 遺伝子変異の保有率を把握することを目的に行われた
Japan CHARLOTTE study での 634 例の解析結果でのBRCA
遺伝子の病的バリアント陽性率 14.7％と同等であった。慶應大
学病院症例ではBRCA1 がBRCA2 に比べて多かった（19 例対
8例）のに対し、徳島大学病院症例では逆の結果（6例対 13 例）
であった。BRCA 病的バリアント陽性例は、組織型では高異
型度漿液性がん、進行度では Stage III 以上で多く、これらの
特徴は Japan CHARLOTTE study での結果と一致していた。
またBRCA の病的バリアント陽性例の半数で明確な家族歴は
なかった。

【今後の方向】
　日本でも人口集中地域である東京（慶應大学病院）と人口減
少地域である徳島（徳島大学病院）の、サンプリングバイアス
が比較的少ないと考えられる２つの卵巣癌患者コホートを対
象にした生殖細胞系列の遺伝子バリアント解析により、欧米で
の報告と変わらない頻度でBRCA1/2 の病的バリアントを検出
した。今後、重点プロジェクト研究で行う愛知県がんセンター
の病院コホート（HERPACC）を対象にした症例対象研究によ
り、BRCA1/2 を含めた遺伝性腫瘍症候群原因遺伝子の病的バ
リアントの卵巣がん患者ならびに一般健常者での保持者頻度
や臨床的特徴の解明を進めていきたい。

１）徳島大・医学部、２）研修生、３）川崎医大

がん病態生理学分野

< 研究課題 >　１−１
（主題） がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題） 腸管腫瘍形成におけるMyD88 経路の役割の解析

< 研究者氏名 >
梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠 1)、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　がん抑制遺伝子であるApc 遺伝子に変異を持つ遺伝子改変
マウス（以下Apc 変異マウス）では、APC の機能欠損の結
果 Wnt 経路が恒常的に活性化し、腸管に腺腫性ポリープを発
症する。我々は、Apc 変異マウスの腸管ポリープの成長には
Wnt 経路の活性化に加えて、JNK による mechanistic target 
of rapamycin complex 1 (mTORC1) 経路の活性化が重要な役
割を果たすことなどを報告してきた。その後、我々はこれまで
に、JNK の活性化を引き起こす因子の一つとして IL-1b を見
出し、マウス腸管組織由来オルガノイド培養とヒト大腸がん
細胞株を用いた解析から、IL-1 b による JNK の活性化はApc
に変異が生じた細胞においてより強く引き起こされることを
明らかにした。また、IL-1 b シグナル伝達経路の主要なアダプ
ター因子である MyD88 の機能を腸管上皮特異的に欠損させた
ところ、Apc 変異マウスにおける腸管ポリープ形成数が減少
し、JNK-mTORC1 経路の活性化が減弱していた。そして、こ
のポリープ数の減少は、細胞増殖の減少とアポトーシスの増加
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【今後の方向】
　DIO2 を特異的に阻害する化合物が開発されれば、大腸がん
の腫瘍微小環境を標的とした新しい治療法の開発につながる
ことが期待される。

1) 京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　２−１
（主題）  転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
（副題） 大腸がん自然発症・転移モデルを用いた転移メカニ

ズムの解明と治療標的の同定

＜研究者氏名＞
藤下晃章、三城恵美、梶野リエ、小島　康、山口　類、
青木正博

【目的・概要・進捗状況】
転移を伴う大腸がんの予後は悪く、新機軸の転移予防・治

療法の開発が求められている。各国で網羅的なゲノム変異解
析・発現解析などが行われているが、転移の分子機序解明に
は至っていない。我々は、腸管に浸潤性腺がんを 100％の頻度
で発症し、約 20% のマウスで肝臓への転移が認められる、大
腸がんの自然発症・自然転移モデルの作出に成功した。このマ
ウスモデル（CKPS マウス）では、安定型 b-catenin（Wnt 経
路活性化）と活性型 Kras の発現、そして p53 と Smad4 の欠
失が腸管上皮細胞特異的に誘導される。CKPS マウスの肝転移
巣では、原発巣と酷似した腺管構造と間質反応を伴う浸潤の様
子が保たれており、大腸がん臨床検体ともよく似た組織像を示
す。CKPS マウスの肝転移巣について全エクソームシーケンス
解析を行ったところ、肝転移巣では上記 4遺伝子以外に悪性化
進展への関与が疑われる遺伝子変異は認められなかった。一
方、CKPS マウスに由来するオルガノイド培養や細胞株は in 
vitro でスフェロイド形成能が強く、脾注肝転移モデル（マウ
スの脾臓に細胞を注入して肝臓に転移させる）において非常に
高い tumor initiating activity を持つことなど、がん幹細胞の
性質を強く持つことが示唆された。

【今後の方向】
　現在、主に比較プロテオミクスの手法を用いて、転移・がん
幹細胞性を制御する因子やシグナルの同定を進めている。同定
された因子について、CKPS マウス由来オルガノイドや細胞株
への過剰発現やノックアウトによる機能解析を行うとともに、
大腸がん臨床検体での発現解析を実施する。

証した。その結果、c-Kit 陰性で F4/80 陽性であったことから、
この細胞はマクロファージであることが明らかとなった。

【今後の方向】
　大腸がん臨床検体を用いてヒスタミンを産生するマクロ
ファージを特定し、それらの集積度と大腸がんの悪性度との関
連等を調査する予定である。

1) 大阪大・工学研究科、2) 慶應大・先端生命科学研究所、
3) 京大・先端医療研究開発機構

< 研究課題 >　１−３
（主題） がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）  腸管腫瘍の成長における２型脱ヨード酵素（DIO2）

の役割の解析

< 研究者氏名 >
小島　康、今度ゆりこ、藤下晃章、三城恵美、梶野リエ、
武藤　誠 1)、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　家族性大腸腺腫症、および大腸がん初期段階のマウスモデル
である Apc 変異マウスは、良性の腺腫性ポリープを発症する。
トランスクリプトーム解析により、Apc 変異マウスの腸管腫
瘍組織では、甲状腺ホルモンの局所活性化に重要な２型脱ヨー
ド酵素（DIO2）の発現が正常腸管組織に比べて上昇している
ことを見出した。そしてその発現上昇は、がん細胞ではなく、
腫瘍組織の間質細胞で起きていることを明らかにした。脱ヨー
ド酵素阻害剤であるイオパン酸をApc 変異マウスに投与した
ところ、腫瘍の成長が抑制され、マウスの生存期間が延長し
た。また、甲状腺ホルモンの産生を抑える薬を投与した場合も
腫瘍の成長は抑制されたことから、DIO2 による甲状腺ホルモ
ンの活性化が腫瘍の成長を促進することが示唆された。イオパ
ン酸を投与されたApc 変異マウスの腫瘍組織を解析したとこ
ろ、腫瘍血管の密度が減少しており、甲状腺ホルモンが腫瘍血
管の増生に関与する可能性が示された。大腸がんでは、COX-2
と呼ばれる炎症に関与する酵素が、腫瘍血管の増生に重要な
役割を果たすことがすでに知られている。Apc 変異マウスに
COX-2 の阻害薬を投与したところ、腫瘍組織での DIO2 の発
現は抑制され、DIO2 が腫瘍血管の増生を促すこと、そして
DIO2 の発現が COX-2 の制御を受けていることが示唆された。
さらに臨床データを解析したところ、DIO2 は大腸がん組織で
発現が上昇していること、そして腫瘍細胞ではなくて腫瘍組
織の間質細胞で発現していることがわかった。これらの結果か
ら、大腸がんの微小環境において、間質細胞が強く発現する
DIO2 が甲状腺ホルモンを活性化し、腫瘍血管の増生を促して
腫瘍の成長に寄与することが明らかとなった。以上の成果を論
文発表した。（Kojima Y, et al: Cancer Science 110 (8):2520-2528, 
2019）
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のアイソフォームの機能解析
　前年度までに、HNRNPLL の発現低下によって p120-catenin
をコードするCTNND1 pre-mRNA のエクソン B の skipping
が促進することで、CTNND1 isoform 3ABの発現量が減少し、
CTNND1 isoform 3A の発現量が増加することを見出した。エ
クソン B は核外移行シグナル配列を内包することから、これ
らのアイソフォームの局在から検討を開始した。それぞれのア
イソフォームの C 末端に AcGFP を付加したものを DLD-1 細
胞に強制発現したところ、予想通り isoform 3AB は核に局在
せず、isoform 3A は核と細胞質の両方に局在した。上皮間葉
転換（EMT）に伴い発現が増加する isoform 3A の機能を解明
するため、現在、核と細胞質にそれぞれ特異的な結合タンパク
の同定を進めている。
② 大腸がん細胞の上皮間葉転換（EMT）に伴うHNRNPLL の

発現低下機序の解明
　前年度までにおこなってきたHNRNPLL のプロモーター領
域の解析に加え、今年度は、エンハンサー領域の解析を試みた。
データベースから得た複数のエンハンサー候補領域の DNA 配
列をクローニングし、レポーターコンストラクトを作成した。
これまでに 4 つの候補についてルシフェラーゼアッセイをお
こなったが、有意な転写活性は観察されなかった。HNRNPLL
のプロモーター領域はエンハンサー活性も内包する可能性が
ある。

【今後の方向】
① 大腸がん細胞の浸潤転移におけるCTNND1 isoform 3Aの機
能を解明する。先述の結合タンパクからのアプローチと、遺
伝学的手法によるアプローチによって解明を試みる。

② エンハンサー領域についての結論が得られ次第、論文投稿す
る。

1) 遺伝子病理診断部、2) 消化器外科部、
3) 国立がん研究センター中央病院・病理診断科

< 研究課題 >　２−４
（主題）  転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
（副題）  高転移性肺がん細胞における一次線毛下流シグナル

経路の役割の解明

< 研究者氏名 >
佐久間圭一朗、佐々木英一 1)、細田和貴 1)、谷田部　恭 2)、
青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　前年度同定した、肺腺がん細胞株 A549 の一次線毛発現制
御候補分子 KATNAL2 についての解析を継続した。一次線毛
と KATNAL2 の局在の関係を調べるため、C 末端に AcGFP
を付加した KATNAL2 と C 末端に mCherry を付加した SMO
を A549 に強制発現し、TGF- β添加により一次線毛の発現
を誘導した。結果、KATNAL2 は SMO-mCherry で描出され

＜研究課題＞　２−２
（主題） 転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
（副題） トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同

定

＜研究者氏名＞
藤下晃章、梶野リエ、小島　康、山口　類、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化

学療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大
腸がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は
最近、自然発生した大腸がんが 20% の頻度であるが肝臓へ転
移する自然転移モデルマウス（CKPS マウス）の開発に成功し
た（前項）。この CKPS マウスは 100% の頻度で腸管に浸潤性
の腺がんを発症するが、同腹仔でも転移する個体とそうでない
個体が認められたことから、転移には遺伝子変異以外に更なる
要因が必要である可能性が示唆される。本研究では、大腸がん
の転移を制御する遺伝子を個体レベルで探索するために、Pig-
gyBacトランスポゾンを用いた機能的スクリーニングを実施し
ている。この PiggyBac トランスポゾンには近傍の遺伝子を活
性化または機能喪失させる配列が組み込まれており、大腸がん
の発生に伴いトランスポゾンが移動する。トランスポゾン非導
入CKPS マウスと比較して、トランスポゾンを導入したCKPS
マウスでは肝転移の頻度がおよそ 2 倍（約 40%）に上昇する
ことを見出した。トランスポゾンの挿入部位には転移を調節す
る遺伝子が存在している可能性が高いことから、この挿入部位
を同定する手法として Semiquantitative transposon insertion 
site sequencing (Qiseq) を実施した。これまでに肝転移巣特異
的な挿入部位が数百個同定されたので、それらの中から転移と
関わりのある遺伝子を絞り込む作業を行なっている。

【今後の方向】
肝転移への関与が疑われる候補遺伝子についてアノテー

ション解析を実施し、オルガノイドや細胞株、大腸がん臨床検
体を用いた検証作業を行う予定である。

< 研究課題 >　２−３
（主題）  転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
（副題） 新規大腸がん転移抑制遺伝子HNRNPLL の機能解析

< 研究者氏名 >
佐久間圭一朗、佐々木英一 1)、小森康司 2)、清水泰博 2)、
細田和貴 1)、谷田部　恭 3)、青木正　博

【目的・概要・進捗状況】
　前年度に引き続き、新規大腸がん転移抑制遺伝子HNRNPLL
に関する以下のテーマに取り組んだ。
①  HNRNPLL の新規同定スプライシング標的遺伝子CTNND1
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る可能性がある炎症関連因子について、臨床検体を用いた解析
を本格化させる。

1) 慶應大・先端生命科学研究所、
2) 京大・先端医療研究開発機構

分子腫瘍学分野

＜研究課題＞ １
（主題）　 悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研

究
（副題）　 悪性中皮腫細胞によるエントーシス誘導はがん悪

性化を促進する

＜研究者氏名＞
佐藤龍洋、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】
　悪性中皮腫はアスベスト曝露を主な原因とする中皮細胞由
来の希少がんであり、国内の年間死亡者数は 1,500 人を超え今
もなお増加している。早期診断が難しいため診断時にはすでに
病態が進行して外科的治療が困難なケースが多く、また既存の
分子標的薬に対して耐性を示し、免疫チェックポイント阻害剤
の奏効率も 20-30% 程度にとどまっている。このため、5 年後
生存率は 10% 以下と予後不良であり、早期診断や新規治療薬
の開発が急務となっている。
　悪性中皮腫は胸水の貯留を初期症状とすることが多く、胸水
細胞診により悪性中皮腫を正確に診断することは早期診断法
の開発に有効となる。胸水中に浮遊する悪性中皮腫細胞はその
代表的な特徴として、細胞膜微絨毛の発達による細胞辺縁のぼ
やけ、細胞内封入像所見、2-8 核程度の多核細胞の出現、細胞
接着間におけるウィンドウの形成、などが観察される。しかし、
これらの特徴を観察し悪性中皮腫を判定することは容易では
なく、また高度な知識や専門技術を要するなどから、現在、細
胞診のみによる悪性中皮腫の鑑別はなされておらず、胸腔鏡を
用いた所見等を合わせて総合的に診断が行われる。
　当分野では最近、日本人患者より樹立した悪性中皮腫細胞株
を用いて浮遊培養を行うことで、胸水細胞診所見と類似した細
胞内封入像が観察できることを見出した。細胞内封入像とは、
1 つの細胞の中にもう１つの細胞が存在する所見を示す。この
ような像がどのようにして形成されるのか調べるためにタイ
ムラプス顕微鏡を用いて観察を行ったところ、免疫細胞などに
見られる貪食とは異なり、細胞が隣接細胞へと侵入するように
して細胞内封入像が形成されることが見出された。さらに共焦
点レーザー顕微鏡を用いて観察したところ、2 細胞間の境界面
に E-cadherin-catenin 複合体による細胞間接着が形成されてい
ることが示された。これらの解析結果から、悪性中皮腫細胞株
による細胞内封入像は、エントーシスと呼ばれる反応により形
成されていることが明らかとなった。
　エントーシスは、2007 年に初めて報告された、主に同種の
がん細胞で誘導される新しい細胞反応である。しかし、悪性

る一次線毛の基底部、すなわち基底小体の付近に局在した。
KATNAL2 の同定時に用いた一次線毛の発現率が低い A549
の亜株では、一次線毛の伸長が途中で停止した所見が電子顕微
鏡で観察される。以上の所見は KATNAL2 が一次線毛の伸長
(elongation) に関与することを示唆するものである。

【今後の方向】
　次年度は、一次線毛発現における KATNAL2 の役割や協調
分子を詳細に解明する。また、肺腺がんの進展における KAT-
NAL2 や一次線毛の役割についても、臨床検体を用いた解明を
進める。

1) 遺伝子病理診断部、
2) 国立がん研究センター中央病院・病理診断科

＜研究課題＞ ３
（主題）がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
（副題）マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞
小島　康、三城恵美、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義 1)、
武藤　誠 2)、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、

筋肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、
がん患者の Performance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。

我々は、悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指し
て、悪液質マウスモデルの解析に取り組んでいる。現在、主に
2 種類の悪液質モデルマウスを用いている。1 つは、cis-Apc/
Smad4 変異マウスで、14 週齢から悪液質様病態を呈して衰弱
し、数日で瀕死の状態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、
骨格筋の萎縮、白色脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。も
う 1 つは、ヒトメラノーマ SEKI 細胞をヌードマウスに移植す
る悪液質モデルで、移植後 2～ 3週間で著名な骨格筋萎縮、脂
肪組織萎縮を伴う高度な悪液質を発症する。

前年度までに、我々は、上記の２種類の悪液質モデルマウ
スの肝臓および骨格筋に対してメタボローム解析およびプロ
テオーム解析を実施して悪液質に関連性の高い変化をそれぞ
れ見出していた。令和元年度は、それらの解析結果を統合した
解析を実施して悪液質の本態解明につながる可能性のある作
業仮説を得た。また、前年度までに悪液質モデルマウス血漿か
ら同定した因子に関しても、令和元年度は、臨床検体を用いた
パイロット解析を実施して、その妥当性を確認することができ
た。

【今後の方向】
　メタボロミクスとプロテオミクスから導きだされた作業仮
説について、より詳細な検証を実施する。悪液質発症に関連す
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ル 30 株および不死化中皮細胞株 4 株を用い、最近開発された
YAP/TAZ 阻害剤に対する感受性について検討を行った。96 
well プレートを用い、培養細胞を播種後 1 日目に YAP/TAZ
阻害剤を様々な濃度で添加し、5 日目にカロリメトリックアッ
セイにて吸光度を測定して細胞増殖能を測定した。その結果、
MSTO-211H 株や Y-MESO-9 株など YAP/TAZ 阻害剤に高度
感受性を示す細胞株が認められる一方、MeT-5A 株、ACC-
MESO-1 株、NCI-H2452 株などは高度の耐性を示すことが明ら
かとなった。
　YAP/TAZ 阻害剤に対する用量反応曲線について詳細に検
討したところ、感受性は大きく３つのグループに分かれるこ
とが明らかとなった。これらの感受性と Hippo シグナル伝達
系の構成因子の異常等の相関について検討した。予想どおり
NF2-Hippo シグナル伝達系が破綻した細胞株において感受性
の高い細胞株が認められた一方、一致しない細胞株も認められ
た。
　さらに、高感受性細胞株 MSTO-211H 株、NCI-H2052 株に
対して YAP/TAZ 阻害剤を低濃度より曝露し、耐性株の樹立
を開始した。段階的に薬物濃度を上昇させての獲得耐性株の樹
立が順調に進められているものと考えられる。

【今後の方向】
　本研究の予備的な結果から悪性中皮腫細胞が呈する YAP/
TAZ 阻害剤に対する感受性・耐性に関する研究を進めていく
上での足掛かりが得られた。今後、本研究を推進するための重
要な基本的データが集積された。

１）リサーチレジデント

システム解析学分野

＜研究課題＞ １
（主題）　 統計的モデリングおよび深層学習を活用したがん

ゲノムデータ解析法の開発研究
（副題）　 ベイズ型統計モデルによる複数領域シークエンス

データからの変異検出法および深層学習モデルに
よるナノポアシークエンシングデータ塩基決定法
の開発

＜研究者氏名＞
　 山口　類、Zhang Yao-Zhong１）、森山卓也１）、井元清哉１）、

宮野　悟１）

【目的・概要・進捗状況】
　次世代シークエンサーに代表される計測技術の発展により、
DNA をはじめとする様々な生体分子のシークエンスデータが
患者個人のレベルで得られるようになっている。それらのデー
タから、がんのゲノムデータに含まれる患者固有変異を正確に
検出し、最適な治療法の選択や、がんの複雑なシステムの理
解へつなげるためには、データ解析の手法が重要である。我々
は、そのためにベイズ統計モデルと深層学習モデルによる二種

中皮腫細胞によるエントーシスについてはこれまで報告がな
く、in vitro でのエントーシスの観察により、悪性中皮腫の早
期診断法や新規治療法の開発が促進することが期待された。そ
こで当分野で様々な悪性中皮腫細胞株を用いてエントーシス
の観察を行ったところ、細胞株によって細胞内封入像の形成率
が異なることを見出した。この相違が起きる原因について検討
するため、マイクロアレイ解析による RNA 発現量結果を再解
析することとした。その結果、フィブロネクチン（FN1）遺伝
子量が細胞内封入像の形成率と有意に相関することを明らか
にした。さらに、FN1 発現量が高い患者群では、低い患者群
と比較して患者予後が不良であることを The Cancer Genome 
Atlas (TCGA) プログラムデータの解析により明らかにした。
これらの結果から、エントーシスの高頻度の誘導はがんの悪性
化を引き起こす可能性が示唆された。

【今後の方向】
　悪性中皮腫細胞の細胞内封入所見は古くから観察されてき
たが、これが病態にどのような影響を及ぼすのかについてはこ
れまでに報告されていない。悪性中皮腫細胞によるエントーシ
スの解析は、新しい診断法や治療法の開発につながると期待さ
れ、さらに詳細に観察・検討していく必要がある。

＜研究課題＞ ２
（主題）　 細胞特性に基づくがんの新規診断法・治療法の開

発研究
（副題）　 悪性中皮腫細胞における NF2-Hippo シグナル伝達

経路異常の解析

< 研究者氏名 >
　赤尾　謙１）、佐藤龍洋、向井智美、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】
　悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生す
る腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予
後不良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多
く、現在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度
に発症する腫瘍に比べて、その分子病態の解析は極めて遅れ
ており新規の診断法や分子標的治療法の開発への大きな障壁
となっている。がん抑制遺伝子異常としては、CDKN2A, NF2, 
BAP1 遺伝子の高頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝子
変異は稀である。NF2 遺伝子産物（転写産物は Merlin と呼ば
れる）は細胞内の増殖抑制性の Hippo シグナル伝達系を制御
し、転写コアクチベーターである YAP/TAZ の活性を抑制す
る。悪性中皮腫細胞は NF2 や Hippo シグナル伝達系の構成因
子をコードするLATS2 遺伝子等の変異により約 70％の症例で
YAP/TAZ が恒常的に活性化していることを当分野では明ら
かにしてきた。さらに、YAP/TAZ はサイクリン D1、結合組
織成長因子 (CTGF)、インターロイキン 1 beta 遺伝子を転写亢
進することにより、中皮細胞に悪性形質を賦与することも明ら
かにしてきた。
　当分野が樹立した、ヒト患者由来の悪性中皮腫細胞株パネ
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＜研究課題＞ ２
（主題）　 臨床シークエンスへ向けたがん変異およびシステ

ム変調情報の解釈・翻訳法の研究
（副題）　 自然言語処理による文献データからの情報抽出お

よび機械学習モデルによる公共レポジトリデータ
からの情報抽出

＜研究者氏名＞
　山口　類、井本逸勢、衣斐寛倫

【目的・概要・進捗状況】
　がんゲノムパネル検査が 2019 年より保険適用となり、がん
ゲノム医療が本格化している。我々は、近未来の、全ゲノムシー
クエンスおよび複数オミックスデータの統合解析に基づく、が
ん臨床シークエンスの実現に向けた情報解析基盤技術の開発
を進めている。臨床シークエンスにおいて喫緊の課題は、高速
のデータ解析に加え、ゲノム解析の結果得られた変異情報を臨
床上有用な情報へ、迅速かつ正確に解釈・翻訳し、エキスパー
トパネルにおける意思決定の精緻化につなげることである。そ
のために人工知能等を活用した解釈システムの研究を進めて
いる。論文等の文献情報抽出法に加え、医学生物学分野で利用
可能な巨大公共レポジトリーに含まれる実験データに基づく
リスク予測モデルの検討も進めた。

【今後の方向】
　上記で述べた手法のプロトタイプを早期に開発し、がんゲノ
ム医療におけるエキスパートパネル等の現場からのフィード
バックをもらいながら開発を進める予定ある。一方、患者由来
のシークエンスデータからの変異検出パイプラインの構築も
進める予定である。

腫瘍制御学分野

＜研究課題＞ １−１
（主題）　 がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および

治療戦略創出への応用
（副題）　 脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とが

ん進展

＜研究者氏名＞
　 山内友恵、渡邉理沙代、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】
　最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナー
ゼ c-Src は、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められ
る。しかし腫瘍組織においても src 遺伝子自体の変異はほとん
ど見られず正常型として発現している。即ち細胞には Src の恒
常性を維持し、不要な Src シグナルの伝播を阻止する巧妙な分
子メカニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっている
と示唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていない。昨年
までに、がんにおける異常な Src シグナルが、非受容体型チロ

のモデル化手法によるデータ解析手法の開発を行っている。
　まずベイズ統計にも基づく手法として、同一個人の複数領域
シークエンスデータ中の変異候補情報を統合する、ベイズ型変
異検出手法を開発した。ここでは変異を含む可能性のある個所
からのシークエンスリードデータの生成過程と変異検出機構
をモデル化することで、各箇所から得られたエビデンスをもと
に変異検出の閾値を合理的に変化させ変異検出の精度の向上
を狙っている。またシークエンスデータからの変異検出のアル
ゴリズムは、主に単一サンプルからの変異検出手法の開発が鎬
を削っているが、既存の複数領域サンプルからの変異検出手法
では、それらの単一サンプルで開発されてきている先進的な手
法の情報を活用することはできない。一方、本研究で提案する
情報統合の枠組みでは、それらの単一サンプルアルゴリズムか
ら出力される、変異に関わる確率的エビデンス情報も、新たな
変異コーラーを構成するための部品として取り入れることが
できる。本研究では、既存の手法と比較を行い提案手法による
性能向上を確認した。
　また深層学習に基づく、ナノポアシークエンスデータから
の塩基決定法（ベースコーラー）の開発を行った。これまで
主流となっている、ショートリードシークエンスデータに加
えて、ロングリードシークエンスデータを生成することのでき
る、ナノポアシークエンサーの開発が進んでいる。その原理は
タンパク質の微細な孔（ポア）を DNA のシングルストランド
が通過する際に、通過する塩基の種類に応じて変化するイオン
電流の強弱により、塩基のシークエンスを検出するものである
が、まだショートリードシークエンサーからのデータに比べて
エラーが多いことが問題となっている。この電流時系列からの
ベースコールに対して、近年、深層ニューラルネットワークモ
デルを用いた手法の開発が進んでいるが、我々は、この問題に
対して新たなネットワーク構造（URnet）を提案し、同ネット
ワークモデルに基づく新規ベースコール手法 URnano を開発
した。既存の手法と比較を行い、良好な性能を得ることを示し
た。

【今後の方向】
　複数個所の検体の情報を統合するミューテーションコー
ラーに関しては、背後にがんのクローン進化の進化系統樹を想
定するモデルも提案されているが、高い性能を示す場合と性能
が劣化する場合があることがわかってきている。しかし、どの
ような場合に何故、そのような方式のモデルが性能を発揮する
かは詳しく調べられていない。その点について理論的な解析を
進め、最適な適用方式を探る予定である。
　また深層学習モデルに基づくナノポアベースコール手法は、
ゲノムのコピー数変化を検出する手法としても有望であるた
め、URnet を元に上記の問題に適したモデルの構造を探索す
る予定である。

１）東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター
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【今後の方向】
　これまでの一連の研究により、Src シグナル経路では関連す
るタンパク質が複数の miRNA によって同時に制御され細胞の
恒常性の維持に寄与していると考えられるが、がんではその仕
組みが破綻し、むしろ複数の機構が miRNA を介して連携しが
ん進展を加速していると考えられる。今後は、これら miRNA
の発現が正常細胞においてどのように制御され、Src 活性化な
どがん進展過程において破綻するかメカニズムを明らかにす
る。

＜研究課題＞ ２−１
（主題）　 細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカ

ニズムの解明
（副題）　 エクソソームの形成制御とがん進展

＜研究者氏名＞
　 疋田智也、宮田眞美子、三谷文美絵、渡邉理沙代、
　小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】
　エクソソームは、内部にタンパク質や RNA 分子を含む直径
30-100 nm 程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれ
ることで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられてい
る。がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進して
いることが知られており、細胞増殖性だけでなく、ニッチ形成
を介して転移やその臓器指向性にも関与するなど多様な機能
が明らかとなりつつある。しかし、エクソソームの形成や分泌
の分子機構に関してはほとんど明らかとなっていない。昨年度
までにエクソソーム形成・分泌促進機構に対する Src の関与に
ついて解析し、エクソソーム粒子の形成に関わる Alix の機能
が Src との結合を介して亢進し、その結果エクソソームの分泌
に繋がるメカニズムを解明してきた。今年度は、Src の下流で
増殖シグナルに関わる MAPK の活性化によって、エクソソー
ム分泌が亢進する仕組みを明らかとした。一方、昨年度までに
エクソソームマーカーをルシフェラーゼ標識することによっ
て検出する新たなエクソソーム定量解析法を構築した。今年度
はこの方法を発展させ、発光によってエクソソームの生体内動
態・組織集積性などの解析に適した方法を開発し、生体におい
てがん細胞から分泌されるエクソソームの体内動態を明らか
にすることができた。

【今後の方向】
　エクソソーム形成・分泌に関与すると考えられる分子の役割
を詳細に解析する。さらに、がんにおけるエクソソーム分泌亢
進の意義を明らかとするため、エクソソーム分泌や分子の内包
を変化させた場合のがん細胞の形質を解析する。

シンキナーゼ Fer により中継される新たなメカニズムを見出
し、Fer の制御機構の破綻とがん進展との関わりを解明するた
めに Fer に結合する分子のプロテオミクス解析を行ない、見
出された 9 種の分子について Fer との結合を確認することに
より、4 種の Fer 制御因子候補を同定し、Fer の下流でがんシ
グナルを伝播する新規基質であることを示した。
　今年度は、Fer のがん治療標的としての可能性を明らかにす
るため、Fer のリン酸化抗体を作製し、乳癌をはじめとするい
くつかの腫瘍組織において、Fer が細胞膜付近で活性化してい
ることを検証した。また Fer の活性の高い細胞と低い細胞に
おいて Fer の発現をノックダウンしがん形質を解析したとこ
ろ、Fer の活性に依存したがん形質の抑制がみられた。一方、
正常細胞において Fer をノックダウンしても細胞増殖に影響
はみられなかった。このことから新規がん治療標的として Fer
が有望であることが示唆された。

【今後の方向】
　Fer の機能阻害剤をスクリーニングする系を構築し、Fer 選
択的機能阻害剤を探索し同定する。ヒット化合物については、
がん抑制作用を検証するとともに、Fer をどのように機能阻害
しているか作用機序を明らかにする。

＜研究課題＞ １−２
（主題）　 がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および

治療戦略創出への応用
（副題）　 microRNA によるシグナル分子の発現制御とがん

進展

＜研究者氏名＞
　 小根山千歳、渡邉理沙代、宮田眞美子

【目的・概要・進捗状況】
　Src 等によるがんシグナルの伝達やその制御機構について
は、主にリン酸化及びタンパク質間相互作用の側面から捉えら
れてきたが、我々はそれら直接的なシグナル伝達経路の陰に、
複数の microRNA(miRNA) が協調してシグナル分子の発現を
制御する、いわば隠れたネットワークが存在することを示して
きた。今年度は、昨年度までに見出したがん化初期に見られ
るSrc活性化に伴うmiRNA-129-1-3pの役割を詳細に解析した。
この miRNA は Src の発現が高いことが知られる大腸がん細胞
において顕著に低下していることを見出し、大腸がん細胞に
miRNA-129-1-3p を導入すると足場非依存的増殖能が抑制され
ると共に、ストレスファイバー及び細胞接着斑の形成が阻害さ
れ接着能や浸潤能が抑制されることを見出した。詳細な解析の
結果、miRNA-129-1-3p は Src 自身およびその基質である Fer
など Src シグナルの伝播に関わる因子の発現を同時に抑制する
ことにより、がん形質発現を制御していることが示唆された。
すなわち、がんの初期における miRNA-129-1-3p の発現低下が
Src シグナルの亢進を促し、がん悪性化に寄与していると考え
られる。
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【目的・概要・進捗状況】
　エピジェネティック遺伝子に着目した抗腫瘍 T 細胞の修飾
により、その機能を高めることを目的としており、有望な標的
遺伝子を複数同定した。

【今後の方向】
　同定された遺伝子修飾による抗腫瘍 T 細胞の機能を動物実
験モデルにより証明するとともに、その作用機序を明らかにす
る。

＜研究課題＞ １−２ 
（主題）  遺伝子改変による養子免疫療法の改良開発
（副題）  T 細胞性腫瘍発症に関わる遺伝子に着目した T 細胞

への長期生存能付与

＜研究者氏名＞
　 籠谷勇紀

【目的・概要・進捗状況】
　T 細胞性腫瘍 ( リンパ腫 ) 発症に関わる遺伝子を抗腫瘍 T 細
胞において導入することにより、その機能、特に生体内におけ
る長期生存能を高めることを目標としており、有望な変異遺伝
子を２つ同定した。

【今後の方向】
　同定された遺伝子修飾により抗腫瘍 T 細胞の長期生存能が
付与されているかを、動物実験モデルを用いて検証する。また
安全性についても評価を進める。

＜研究課題＞ １−３ 
（主題）  遺伝子改変による養子免疫療法の改良開発
（副題）  サイトカイン放出症候群を起こさない抗腫瘍 T 細胞

の開発

＜研究者氏名＞
　 籠谷勇紀

【目的・概要・進捗状況】
　養子免疫療法における重篤な副作用の１つであるサイトカ
イン放出症候群を予防・軽減するための人工受容体分子を開発
した。同分子を抗腫瘍 T 細胞に導入することで、試験管内で
は目的とする効果が得られた。

【今後の方向】
　開発された人工分子の生体内における効果を動物実験モデ
ルで検証する。その後、将来的な臨床応用に向けて知財申請を
行う予定である。

＜研究課題＞ ２−２
（主題）　 細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカ

ニズムの解明
（副題）　 エクソソームのmiRNA内包制御とがん進展

＜研究者氏名＞
　 内藤陽子、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】
　エクソソームは、内部にタンパク質や RNA 分子を含む直径
30-100 nm 程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれ
ることで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられてい
る。がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進して
いることが知られており、細胞増殖性だけでなく、ニッチ形
成を介して転移やその臓器指向性にも関与するなど多様な機
能が明らかとなりつつある。それらの機能に重要とされている
のが、エクソソームに内包されている microRNA (miRNA) で
ある。エクソソームに内包される miRNA のプロファイルはが
ん種によって異なることから、がん診断への応用研究が進ん
でいるが、しかしそもそも、なぜ特定の miRNA がエクソソー
ムに内包されているか、選択的な miRNA の積み込みに関する
分子機構に関してはほとんど明らかとなっていない。昨年度
までに、Src がん化モデル細胞系から分泌されるエクソソーム
内の miRNA について次世代シークエンス解析を行い、Src 活
性化によりエクソソームに内包される miRNA のプロファイル
が異なることを見出した。さらに Src 活性化により選択的に積
み込まれる miRNA の分子機構を明らかにするため、これらの
miRNA に結合するエクソソーム内分子を探索した。今年度は
マススペクトル解析によって同定したがん特異的 miRNA に結
合する分子候補 8種の発現を変化させた細胞から分泌されるエ
クソソームを精査し、1 種の RNA 結合タンパク質が関わって
いることを見出した。この RNA 結合タンパク質は miRNA 配
列特異的にエクソソーム内へがん特異的 miRNA を内包するこ
とが明らかとなった。

【今後の方向】
　Src 活性化による RNA 結合タンパク質の機能変化のメカニ
ズムとがん特異的 miRNA の内包の変化によるエクソソームを
介した他細胞へのがん形質誘導について詳細な解析を行う。

腫瘍免疫応答研究分野

＜研究課題＞ １−１ 
（主題）  遺伝子改変による養子免疫療法の改良開発
（副題）  エピジェネティクス改変による疲弊を起こさない抗

腫瘍T細胞の開発

＜研究者氏名＞
　 籠谷勇紀
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が多く、HLA クラス I の発現も高い群よりも、予後が良く、
また T-cell inflamed type になっていた。これらの結果から、
HRP 腫瘍でネオアンチゲンの数が多く、HLA クラス I の発現
も高い群が、免疫チェックポイント阻害剤の候補となりうる可
能性が示された。

【今後の方向】
　卵巣高悪性度漿液性腺癌（HGSC）の HRD、HRP の status
に加え腫瘍内免疫環境を考慮した、治療選択用の包括的なバイ
オマーカーの探索を行っていく予定である。

１）埼玉医大国際医療センター婦人科腫瘍科、２）東京大学医学
部附属病院免疫細胞治療学講座

＜研究課題＞ ２ 
（主題）  新生抗原（ネオアンチゲン）の同定と免疫応答の解

析
（副題）  p53 変異抗原特異的T細胞の誘導

＜研究者氏名＞
　 岡村文子、高橋祐介、松下博和

【目的・概要・進捗状況】
　免疫チェックポイント阻害剤を用いた治療において、がんが
保有する変異抗原 ( ネオアンチゲン ) に由来するエピトープを
認識するCTLが、がんの治療に有効であることが明らかになっ
てきた。がんだけが有するネオアンチゲンの免疫原性が一般的
に高く、臨床効果が得られていることからネオアンチゲンを標
的とする免疫療法が注目されている。しかしながら、がん細胞
における変異は個々の患者において様々であり、ネオアンチゲ
ンの探索も個別に行う必要がある。一方で、がんに共通する変
異が存在することから、共通ネオアンチゲンを標的として、個
別にネオアンチゲンを探索する時間や手間を省略したがん免
疫療法も広がりを見せている。
　がん抑制遺伝子であり、がんにおいて高い頻度で遺伝子が変
異しているTP53 遺伝子のタンパク質を標的としたがん免疫療
法の開発を行うために、今年度は p53 変異抗原特異的 T 細胞
の誘導を行った。TP53 遺伝子内の DNA 結合領域に様々なが
んで見られる変異のホットスポットに含まれる既知のネオア
ンチゲンを対象とした。エピトープペプチドを含む長鎖ペプチ
ドを付加させた自己活性化 B 細胞を抗原提示細胞として使用
して、健常人由来ナイーブ CD8+ T 細胞を複数回刺激を行っ
た。2 人の健常人検体で様々な条件のもと刺激をしたところ、
1人の健常人検体で特異的なT細胞応答を誘導することができ
た。

【今後の方向】
　得られた T 細胞からクローンを樹立して、詳細な解析を進
めていくとともに、T 細胞受容体（TCR）遺伝子を取得して
親和性の増強を行なっていきたい。さらに今後は肺がん特異的
に見られる変異にも着目して、p53 変異抗原特異的 T 細胞を

＜研究課題＞ ２ 
（主題）  免疫療法抵抗性に関わる腫瘍細胞特性の解明
（副題）  T 細胞による細胞傷害活性に対する感受性に関わる

がん細胞の遺伝子プロファイル探索

＜研究者氏名＞
　 籠谷勇紀

【目的・概要・進捗状況】
　T細胞による細胞傷害活性に対する感受性が、がん細胞の種
類によって大きく異なることが知られており、この分子機序を
解明するために多数のがん細胞株を準備し、感受性データの取
得を進めている。

【今後の方向】
　100 種類以上のがん細胞株について感受性データを取得した
後、その遺伝子発現・遺伝子変異プロファイルと照合すること
で、免疫療法抵抗性に関わる因子を抽出する。

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞ １ 
（主題）  がん免疫編集のメカニズムの解明
（副題）  卵巣高悪性度漿液性腺癌（HGSC）におけるネオア

ンチゲンの多寡と予後との関連

＜研究者氏名＞
　 松下博和、高橋祐介、山口　類、長谷川幸清１）、垣見和宏２）

【目的・概要・進捗状況】
　卵巣高悪性度漿液性腺癌（HGSC）の中でも、homologous 
recombination (HR)-deficient (HRD)腫瘍はHR-proficient (HRP)
腫瘍に比べPARP阻害剤の有用性が示されつつある。したがっ
て、HRP 腫瘍においては、PARP 阻害剤以外の、免疫チェッ
クポイント阻害剤治療等を含む他の治療方針を検討する必要
がある。免疫チェックポイント阻害剤で増強された免疫応答
の標的抗原は遺伝子変異由来のネオアンチゲンであることが
報告されている。我々は、80 例の HGSC における遺伝子変
異、ネオアンチゲンの多寡、免疫シグネチャーを全エクソー
ム /RNAシーケンスのデータを用いて、特にHRP腫瘍 (46 例 )
に着目して検討した。過去に報告された通り、予測された変
異、ネオアンチゲンの数は、HRD 腫瘍 (34 例 ) の方が HRP 腫
瘍 (46 例 ) よりも有意に高かった。しかし、HRP 腫瘍の中に
おいて、40% はネオアンチゲンの数が多く、低い群より予後
が良好であった。RNA シーケンスの HLA クラス I の発現も
検討に組み入れると、ネオアンチゲンの数が多く、HLA クラ
ス I の発現も高い群は、HRP 腫瘍の中で優位に予後 ( 無増悪生
存期間 ) がよく (P = 0.0020)、また GSEA(Gene set enrichment 
analysis) 解析ではエフェクターメモリーCD8、TH1、インター
フェロンγ反応に関連する遺伝子群がエンリッチしていた。興
味深いことに、この群は、HRD の中のネオアンチゲンの数
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＜研究者氏名＞
　 田口　歩、阿部雄一、森　治樹１）

【目的・概要・進捗状況】
　我が国において、大腸癌の罹患者数は増加傾向で、約 15 万
人と全がんの中で最多であり、また死亡者数も 5万人超と肺癌
についで 2番目に多い。大腸癌の 5年相対生存率は、局所限局
症例では 95％以上と非常に良い一方で、局所限局症例の占め
る割合は全体の約 40％に過ぎず、その診断の遅れが問題となっ
ている。大腸癌を早期発見するためのスクリーニングとして、
免疫法便潜血検査が行われている。便潜血検査は、受診者の負
担が低く、また大腸癌による死亡率を減少させることが証明さ
れているが、疑陽性率が高く、その陽性的中率はわずか 5％前
後であること、また早期大腸癌に対する感度も約 50％と低い
ことから、より精度が高い早期診断法の開発が急務である。
　血液バイオマーカーは、簡便かつ低侵襲、低コストで高ス
ループットな診断法であり、癌の早期診断やスクリーニングに
おいて有望である。本研究では、臨床上有用な診断精度を持つ、
高リスク大腸腺腫・早期大腸癌の血液診断バイオマーカーの探
索を目指して、高リスク大腸腺腫・早期大腸癌患者から採取さ
れた血漿検体を用いて、血中タンパクと自己抗体の網羅的かつ
高深度なプロファイリングを行う。
　令和元年度は、大規模分画による高深度血漿タンパク解析を
行った。3 つの施設（愛知県がんセンター、藤田医科大消化管
内科、滋賀医科大学消化器内科）から提供された 4つの血漿検
体セットについて、それぞれ性別（男、女）、組織型（腺腫、腺癌）、
発生部位（右側、左側）、遺伝子変異（KRAS、BRAF）など
の臨床情報に基づいてサンプルをプールし、安定同位体標識を
用いて標識したのち、サンプルを大規模に分画して、高深度か
つ定量的な質量分析を nano-LC/MS/MS を用いて行った。
　各プロテオーム解析において、それぞれ 800 ～ 1100 個の微
量タンパクが同定できた。そのうち、いくつかの有望と考えら
れたバイオマーカー候補については、現在アッセイの確立と初
期検証を行っている。

【今後の方向】
　血漿タンパク解析に並行して、抗原―自己抗体の高感度プロ
ファイリング法を開発した。血漿タンパクと自己抗体プロファ
イルの統合的な解析により、癌関連タンパクの血中ダイナミ
クスを捉える。また、初期検証で有意に差があったバイオマー
カーについては、大腸癌診断前に収集された血液検体を用いて
さらに検証する。

１）リサーチレジデント

＜研究課題＞ ２ 
（主題）  網羅的分子プロファイリングによるがんの分子病態

の解明と新規治療標的分子の探索
（副題）  空間プロテオミクスによるマクロファージ極性制御

の分子機構解明とがん治療への応用

誘導して解析することで、肺がん患者検体におけるネオアンチ
ゲン特異的 T 細胞の解析や、TCR 移入 T 細胞治療の開発を行
なっていく予定である。

＜研究課題＞ ３ 
（主題）  ネオアンチゲンを標的としたがん免疫療法の開発
（副題）  肺癌個別化がんワクチンの研究開発

＜研究者氏名＞
　 高橋祐介、岡村文子、篠原周一、山口　類、田口　歩、
　松下博和

【目的・概要・進捗状況】
　がん免疫療法の中で、免疫抑制解除型の免疫チェックポイン
ト阻害剤 (ICI) の開発は一定の成功を収めたものの、その治療
効果は一部の症例に限られている。これまで、遺伝子変異由来
のネオアンチゲンに対する免疫応答が ICI の効果の鍵を握るこ
とを示唆するデータが報告されてきた。したがって、免疫抑制
の解除に加え、ネオアンチゲンに対する免疫応答を増強するが
ん免疫療法を開発できれば、治療効果を引き上げられる可能性
がある。有効ながん免疫療法を実施していく上で重要なこと
は、①強い免疫応答を引き起こしうる有望なネオアンチゲンの
選定と、② ICI、がんワクチン及びその併用治療を含むがん免
疫療法の適応症例の適切な選択にある。当院呼吸器外科及び呼
吸器内科および共同研究機関において手術あるいは胸水穿刺
を受けた肺癌患者から、腫瘍検体を収集した。高容量リコンビ
ナント IL-2 を用いてリンパ球の増幅培養を行い、腫瘍特異的
リンパ球を同定した。また、腫瘍特異的リンパ球が得られた症
例を優先して 85 例の全エクソームシーケンス及び RNA シー
ケンスを実施した。85 例のシーケンスデータから変異コール
を実施した。EGFR 変異陰性の肺癌は、EGFR 変異陽性の肺癌
に比べ変異数が優位に多かった。また、腫瘍特異的な T 細胞
の頻度も EGFR 変異陰性の肺癌で優位に高かった。EGFR 変
異陰性の肺癌が、抗原特異的免疫療法の標的となる可能性が考
えられた。

【今後の方向】
　EGFR変異陰性の肺癌患者を標的として、個々の患者の変異
情報からネオアンチゲンの予測を行う。予測された抗原の検証
を HLA リガンドーム解析と TIL や培養リンパ球由来の TCR
遺伝子導入T細胞の反応性で検証予定である。

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞ １ 
（主題）  がんの診断・治療個別化に有用な血液バイオマーカー

の探索
（副題）  大腸癌の早期診断を目指した血液バイオマーカーの

探索同定
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型マクロファージ（ex vivo モデル）や、同種移植癌モデル、
遺伝子改変癌マウスモデルなどの in vivo 動物モデルを用いて、
TAMの制御法開発を目指す。

１）リサーチレジデント

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞ １ 
（主題） 各種固形腫瘍に対する新規分子標的治療開発
（副題） KRAS 変異腫瘍に対する新規治療開発

＜研究者氏名＞
　 衣斐寛倫、足立雄太

【目的・概要・進捗状況】
　固形腫瘍において KRAS 遺伝子は高頻度に変異を認めるが
有効な治療法が存在しないため新たな治療開発が急務である。
KRAS 変異腫瘍に対して、下流に存在する MEK キナーゼの阻
害薬が使用されるが、MEK 阻害薬の投与は、フィードバック
機構による KRAS 上流シグナルの活性化を誘導するため、薬
剤による腫瘍細胞死が誘導されない。我々は、以前に肺がんに
おいて上皮系の性質を示す腫瘍では ERBB3、間葉系の性質を
示す腫瘍では FGFR1 が MAPK シグナルのフィードバック活
性化に関与することを示し、MEK 阻害薬投与後に活性化され
る受容体からのシグナルを下流に伝達する SHP2 を抑制するこ
とで、活性化される受容体の種類に関わらずフィードバック機
構を制御できる可能性を示していた。現在、SHP2 阻害薬が下
流シグナルを抑制するメカニズムを詳細に検討している。
　一方、これまで KRAS 変異タンパクの直接阻害は困難とさ
れてきたが、近年 G12C 変異を有する KRAS 変異に対する直
接阻害薬が開発され、早期臨床試験でも一部の症例で有効性を
示している。G12C阻害薬の効果予測因子・耐性化因子を検討し、
そのメカニズムを同定した。

【今後の方向】
　SHP2 が、KRAS 変異腫瘍において MEK 阻害後のフィード
バック機構に果たす役割の解明を進める。KRAS G12C 阻害薬
の効果予測・耐性因子については最初のメカニズムについて投
稿中であり、耐性克服の手法についてさらに解析を進める。

＜研究課題＞ ２ 
（主題）  承認済み分子標的薬における初期・獲得耐性機序の

解明・克服
（副題）  BRAF変異腫瘍に対する個別化治療開発

＜研究者氏名＞
　 衣斐寛倫

＜研究者氏名＞
　田口　歩、阿部雄一、森　治樹１）

【目的・概要・進捗状況】
　マクロファージは、機能的に M1 型と M2 型のサブタイプ
に大別することができる。M1 型は、IL-1 β、TNF- α、IL-6、
IL-12 などの炎症性サイトカインや活性酸素、一酸化窒素を産
生して、Th1 型の免疫応答を誘導し、強い抗菌あるいは抗ウ
イルス活性、また抗腫瘍効果を発揮する。その一方で、M2 型
は、抑制性サイトカインである IL-10 や TGF- βを産生すると
ともに、アルギナーゼ、CD163、マンノース受容体などを高発
現しており、組織修復や免疫抑制機能を持つ。また、M1 型で
は、好気的条件下においても嫌気的解糖系が活性化しているの
に対し、M2 型では、ミトコンドリアによる酸化的リン酸化に
よって糖代謝が行われている、といった、明確な代謝プログラ
ムの違いによっても特徴づけられる。
　多くの癌では、腫瘍内に多数のマクロファージの浸潤が
観察される（腫瘍関連マクロファージ：tumor-associated 
macrophage（TAM））。TAM の大半は M2 型であり、抑制性
サイトカインの産生や、アルギナーゼ発現による局所のアルギ
ニン枯渇のために、細胞傷害性 T 細胞の機能を抑制する。ま
たVEGF、マトリックスメタロプテアーゼなどの産生によって、
腫瘍内の血管新生や腫瘍細胞の浸潤、組織のリモデリングを促
進する。したがって、TAM の制御は、癌治療において、極め
て重要かつ喫緊の課題である。
　我々は、急性単球性白血病細胞株 THP-1 細胞を用いて、
M1 型、M2 型マクロファージへと効率よく分化誘導できる in 
vitro 大量培養モデルを確立した。これにより、従来 TAM の
研究に用いられてきた in vivo モデルや臨床検体では困難で
あった、多層オミクス解析を行うことが可能になった。令和
元年度は、この in vitro モデルを用いて、細胞表面タンパクを
中心とする空間プロテオーム解析とリン酸化タンパク解析を
行った。細胞ライセートのプロテオーム解析、細胞表面タンパ
ク解析、リン酸化プロテオーム解析では、それぞれ 6,348 個、
4602 個のタンパクと 10,308 のリン酸化修飾部位を同定定量し
た。既報のごとく、プロテオーム解析では M2 型で FABP4、
EGF、CD36 の高発現を認め、リン酸化プロテオーム解析では、
M1 型で STAT1 の高リン酸化、M2 型で STAT6 の高リン酸
化とAMPK2（PRKAA2）の活性化を確認した。興味深いことに、
M2 型では、ABC トランスポーターやコレステロール輸送タ
ンパクなど脂質代謝に関連するタンパクの発現が大きく亢進
しており、本 in vitro モデルの空間プロテオーム・リン酸化プ
ロテオーム解析により、M2 型で脂質代謝のリプログラミング
が起こっていることが示唆された。有望と考えられたいくつか
の新規 TAM 治療標的分子については、THP-1M1、THP1-M2
を用いて、shRNA、阻害剤などによって M2 型マクロファー
ジの増殖抑制、M2 型から M1 型への分化転換などを検討し、
またその機能と制御機構を解析している。

【今後の方向】
　in vitro における解析でさらに有望と考えられた治療標的分
子については、ヒト末梢血単核球から分化させた M1 型、M2
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【目的・概要・進捗状況】
　大腸がんによる死亡者数は年間 5万人程度で、男性のがん死
亡の第 3位、女性では第 1位の原因である。進行・再発の大腸
がんに対し、抗 EGFR 抗体薬が奏効するが、RAS・BRAF 遺
伝子など下流タンパクの異常が存在すると、抗 EGFR 抗体が
無効になることが知られている。一方、昨年より多数の遺伝
子変異について網羅的に検査する遺伝子パネル検査が導入さ
れ、BRAF 遺伝子にこれまで調べていた異常とは別の異常が
大腸がん患者さんの 2-3% に存在することが明らかとなってき
た。しかし、新たな BRAF 遺伝子異常が見つかった患者に対
し、抗EGFRを使用するべきかについては明らかではなかった。
このため、先行していた研究および、がん細胞株、マウスを用
いた実験から、BRAF 遺伝子変異を３つのタイプに分類した。
タイプ１は以前より抗 EGFR 抗体が効かなくなると考えられ
ている変異、タイプ２とタイプ３は遺伝子パネル検査により新
たに見つかる変異であったが、マウスの実験では、タイプ３の
遺伝子変異はタイプ２と比べて、がん細胞の増殖に EGFR の
関与が大きいと考えられた。従って、タイプ３では抗 EGFR
抗体が効く可能性が考えられたが、BRAF 遺伝子異常のタイ
プ 2 とタイプ 3 の異常は、両者を合わせても 2-3％と少なく、
抗 EGFR 抗体の効果を検証するには多くの患者さんのデータ
が必要であった。このため、愛知県がんセンターに加え、国立
がん研究センター東病院を中心とした産学連携全国がんスク
リーニングプロジェクト（SCRUM-JAPAN GI-SCREEN）・米
国メモリアルスローンケタリングがんセンター・ハーバード大
学と国際共同研究を行い、5000 例を超える遺伝子パネル検査
を行った大腸がん症例について解析し、タイプ 2またはタイプ
3 の BRAF 遺伝子変異を有し抗 EGFR 抗体を使用された患者
さんを 40 人同定した。その結果、タイプ 2 症例では 12 人中 1
人のみ効果があったのに対し、タイプ 3 の BRAF 変異を有す
る症例では 28 人中 14 人と多くの症例で抗 EGFR 抗体の効果
を認めた。上記について Clinical Cancer Research 誌に報告し
た。

【今後の方向】
　遺伝子パネル検査の進展に伴い、機能不明な BRAF 変異が
多数同定されている。未知の変異に対しても機能の予測が可能
なモデルの構築を行い、実地臨床に還元する予定である。
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１　がんゲノム予防医療プロジェクト

＜研究課題＞ 1 −（１）
　大規模病院疫学研究を基盤とした遺伝性腫瘍のリスク群に
おける個別化予防を志向したエビデンス創出研究
　Evidence-generating research aimed at individualized pre-
vention of cancers in high-risk groups with hereditary cancer 
syndromes based on a large-scale hospital-based cohort study

＜研究者氏名＞
　所　属　部　分子遺伝学分野　
　研究者氏名　井本逸勢
　共同研究者　 田近正洋 *、原　和生、清水泰博 *、伊藤誠二、

小森康司、岩田広治 *、水野美香、山口　類、
松尾恵太郎、伊藤秀美（* コ・リーダー）

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
（目的）
　遺伝要因としていわゆる遺伝性腫瘍症候群の原因遺伝子変
異を含む表現型への寄与度が大きい稀なバリアントに関して、
集団内での頻度、がんの浸透率や悪性度などとの関連、環境要
因との相互作用などを明らかにすることが、ハイリスクグルー
プの把握と医療やライフスタイルでの介入による個別化予防
の社会実装を可能にすることに大きく貢献できる。しかし、国
内には、どの情報を基に対象の層別化を行いどのようなアプ
ローチで介入することががんの重症化や死亡の減少につがる
かというがん予防のエビデンス創出に有用な、詳細な疫学情報
と疾患情報に紐付けされた大規模ゲノムデータベースが存在
しない。
　本研究では、研究課題 1-2）「大規模病院疫学研究をベースと
した環境要因・遺伝要因を用いた散発性がんの個別化予防を志
向したエビデンスの創出研究」（リーダー：松尾恵太郎分野長）、
研究課題 4-1）「愛知県のがん対策、医療評価と将来予測のため
の、生活習慣情報、社会経済的情報、医療情報の連結データベー
スの構築と活用」（リーダー：伊藤秀美分野長）の２つのプロ
ジェクトと共に、愛知県がんセンター大規模病院疫学コホート
（HERPACC）参加者を対象に、病院・研究所が一体となって、
遺伝性・散発性に関わらず横断的にがん予防のエビデンス創出
に資する詳細な疫学情報と疾患情報に紐付けされた大規模ゲ
ノムデータベースの基盤を構築し、研究リソースとしてシェア
することを目標とする。目標達成による成果をもとにそれぞれ
の個別研究が進むことで、県民だれもが、がんになりにくく、
なっても早く治せて早く社会復帰でき、健康に活躍できる時間
を長く持てる愛知県を社会で実現することを目的とする。

（方法、進捗状況と考察）
　1年目の研究項目である、34 遺伝子を対象にした、大腸がん
コホート（症例・対照含め 3014 例）の標的リシーケンスを実
施した（研究項目① - ④）。具体的には、①解析対象症例の選

択と解析用ゲノム DNA 検体の準備、②解析対象担がん者の臨
床 ･ 疫学情報の収集、③ Multiplex PCR によるライブラリ作
成キット開発、④ライブラリ作成実施と次世代シーケンサーに
よるライブラリのシーケンス実施とデータ収集、を完了し、④
に含まれる、データのアノテーションを開始した。ライブラリ
からの充分なリード数のシーケンス情報収集が行えたことか
ら、開発したキットならびにプロトコルを、2 年目以降の他が
ん種での標的リシーケンスにも使用可能であると判断でき、大
腸がんのデータ解釈実施と平行して、速やかな 2年目のデータ
収集を開始できることがわかった。
　さらに、研究項目⑤として、初診時 5118 名を対象に問診票
情報を用いた遺伝性腫瘍疑い患者のスクリーニングを行い、
2636 人が拾い上げられ、診療情報から遺伝カウンセリング紹
介勧奨者の絞込みを開始した。遺伝カウンセリング紹介勧奨を
開始したことで、その後の診療情報の追跡により、スクリーニ
ングの効率検討のための情報収集が 2年目以降可能になってい
る。さらに、ほぼ予測された数が拾い上げられたために問診票
情報が信頼できるレベルにあると判断され、来年度以降も継続
して同じ方法により問診票情報を用いた遺伝性腫瘍疑い患者
のスクリーニングを行うことの妥当性が担保された。

（成果）
　本研究課題と研究課題 1-2）（リーダー：松尾恵太郎分野長）
で得られる情報を基盤の一部に展開する個別研究として、日本
医療研究開発機構（AMED）革新的がん医療実用化研究事業（令
和 2 ～ 4 年）に、「がんリスクに対する環境要因・遺伝要因の
公衆衛生学的インパクトを評価する大規模分子疫学研究（研究
代表者：松尾恵太郎分野長）が採択され、分担研究者として参
加することになった。

＜研究課題＞ 1 −（２）
　大規模病院疫学研究をベースとした環境要因・遺伝要因を用
いた散発性がんの個別化予防を志向したエビデンスの創出研
究
　A project constructing of evidences for individualized 
cancer prevention of sporadic cancers using environmental 
and genetic information based on a large-scale hospitable-
based epidemiological research at Aichi Cancer Center.

＜研究者氏名＞
所　属　部　 がん予防研究分野
研究者氏名　松尾恵太郎
共同研究者　伊藤秀美、井本逸勢、細野祥之、
　　　　　　春日井由美子

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
（目的）
　遺伝性腫瘍を除く散発性のがんの予防には、がん罹患リスク

3.　重点プロジェクト研究
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を下げるための１次予防、がん死亡リスクを下げるための２次
予防（検診）、がん再発・副作用等の予防を目指す３次予防が
ある。統合的ながん予防を実践するためには、この三種類の予
防を意識した統合的な研究を実施する必要がある。
　本邦におけるがん予防エビデンスは、環境情報あるいは遺
伝子情報の一方のみに基づく研究が殆どで、両者を組み合せ
た形の予防エビデンスの構築には程遠い。国際的には、両者
を組み合せた予防への試みが為されている。我々は、愛知県が
んセンター病院初診患者を対象に、網羅的に実施した疫学調査
(HERPACC) を基に、飲酒という特定の環境要因に注目し、そ
の遺伝的背景との組合せによる予防効果を１～３次予防の観
点から頭頸部・食道・胃・大腸・膵臓・乳腺の診療科との連携
により追及してきた実績がある (Matsuo et al. Carcinogenesis 
2001,2006,2013 等 )。飲酒以外のリスク要因にも同様のアプ
ローチを個別に実施している。ただし、網羅的遺伝情報と環
境要因との組み合せた検討は、まだ端緒に手を付けたのみで
ある（Sueta A et al.Breast Cancer Res Treat 2012, Abe M et 
al. J Cancer Res Clin Oncol 2017, Koyagani et al. Eur J Cancer 
Prev 2017）。本プロジェクトでは、HERPACCの疫学調査資料、
試料を元に大規模な分子疫学的な検討を行い、各種散発性のが
んに対する個別化予防につながるエビデンスの構築を目的と
する。

（方法）
　2001 年～ 2013 年に実施された HERPACC 研究に基づき、
遺伝子解析、検査情報を含む臨床情報とのリンケージに関する
同意をし、且つ詳細な疫学情報の得られた 25,407 名の参加者
から選択する。うち、非がん者13,814名 (ゲノムスキャン未7,949
名、以下（）内は同じ )、胃がん 1,480 名（773）、大腸がん 1,144
名 (588)、食道がん 659 名 (385)、膵臓がん 386 名 (71)、頭頸部
がん 877 名 (480)、乳がん 1,217 名 (257), 肺がん (1,418 名 (943))
が主たる研究の対象である。また、2017 年 11 月より検体収集
が開始されたキャンサーバイオバンク愛知の参加者（2018 年
７月より疫学情報も収集、年 4 ～ 5000 名収集見込み）も検証
用の対象者として含める予定である。バイオバンク対象者も遺
伝子解析に関する同意を取得済である。非がん対照者に関して
は、各がん症例と性・年齢等をマッチングした 4,500 名程度を
ランダムサンプリングする。これらのデータを用い、症例対照
研究を実施し、エビデンスの構築を図る。

（進捗状況）
　先行して行った膵臓がんに関する結果を記す。我々は
HERPACC に加え、愛知医大、名古屋大学、東京大学、理化
学研究所、国立がん研究センター、大阪大学、南カリフォルニ
ア大学、イエール大学で実施されている膵臓がんに関する研
究を統合し、大規模な全ゲノム関連解析 (GWAS) のメタ解析
研究を実施した。約 4000 名の膵臓がん患者と約 41,500 名の非
がんの方を対象の検討により、１６番染色体に位置する GP2 
(glycoprotein2) 遺伝子上に存在する遺伝子多型 rs78193826 が
膵臓がんリスクと関連することを世界で初めて明らかにした
（Lin et al.Nature Communication 2020）。この遺伝子多型はア
ミノ酸配列変化を伴い、GP2 タンパクの働きが変化による膵

臓がんリスク上昇が考えられる。この遺伝子多型は日本人を含
む東アジア人で認められ一方、西洋人ではほとんど存在せず、
東アジアにおける膵臓がんリスクと関連する事が示唆さる。
さらに、細胞株を用いた実験により、膵臓がん組織で高頻度に
認められる K-ras 遺伝子変異の際に発現が下がる遺伝子群が、
本遺伝子多型を導入した場合にも同様に発現が下がることが
示され、GP2 遺伝子多型が K-ras 遺伝子変異と同様のメカニズ
ムで膵臓がんの易罹患性につながる可能性が示唆された。
　膵臓がんの研究と並行し、食道がん、胃がん、大腸がん、頭
頸部がん、肺癌、乳がんに関する検討も行っている。

（考察）
　がんに対するGWAS研究は欧米では盛んに行われてきたが、
日本国内においてはまだ不十分にしか実施されていない。膵臓
がん GP2 多型のような東アジア人特異的な発見は、今後同様
のアプローチを取る事で更に発見できる可能性があると考え
られる。HERPACC の情報を元に、更に国内外の研究チーム
と連携することで所期の目的を達成する事ができると考えら
れる。

２　がん超精密医療プロジェクト

＜研究課題＞ ２−（１）
　分子標的治療薬に対する耐性機序解明に関わる基盤形成
　Molecular and cellular biology tissue culture core project to 
interrogate the mechanism of resistance to molecular target-
ed therapy

＜研究者氏名＞
所　属　部　 がん標的治療トランスレーショナルリサーチ

分野
研究者氏名　衣斐寛倫
共同研究者　室　圭、樋田豊明、堀尾芳嗣、松下博和

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　分子標的治療は、主にドライバー遺伝子異常に対する治療薬
であり、がん薬物療法において頻用されている。また、近年次
世代シーケンサー（NGS）解析の臨床応用に伴い、固形腫瘍に
おいて頻度の低いドライバー遺伝子異常が発見され、発見され
た異常に対する標的薬が奏効することが明らかとなってきた。
さらに、頻度の低い遺伝子異常を網羅的に検討するため、が
ん遺伝子パネル検査が開発され、昨年保険適用となっている。
NGS を用いた遺伝子プロファイリングについては、海外では
多数の解析実績がある。例えば、メモリアルスローンケタリ
ングがんセンターは自施設でがん遺伝子パネル検査を施行し
た 1万例以上のデータを公開するとともに、遺伝子パネル検査
の結果に基づく治療開発と、検体より樹立した細胞株・患者由
来ゼノグラフトを用いたトランスレーショナルリサーチ研究
を一体となって行っている。一方、本邦においては、SCRUM-
JAPAN が研究目的に 1 万例以上の遺伝子パネル検査を行い、
検出された変異をもとにした臨床試験を行ってきたが、細胞株
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オームについては、さらに膵がん PDX10 例の解析を行い、現
在解析を進めている。
　令和 2年度では、①膵がん、大腸がん、小細胞肺がん、非小
細胞肺がんに加えて、肝臓がん、食道がん、胃がん、胆道が
んを含めた難治がん PDX モデルライブラリーの拡充、②免疫
チェックポイント阻害剤が有効ながん腫（非小細胞肺がん、肝
臓がん、食道がん、胃がん）において HLA リガンドームに基
づく革新的がん抗原同定パイプラインの構築、と、③ PDX モ
デルを用いた薬剤感受性予測法の開発（膵がん、肝臓がん）に
重点を置いて研究を進める予定である。

３　がん免疫ゲノムプロジェクト

＜研究課題＞ ３−（１）
ネオアンチゲンを標的としたがんワクチン療法の開発
Development of cancer vaccine targeting neoantigen

＜研究者氏名＞
所　属　部　腫瘍免疫制御 TR 分野
研究者氏名　松下博和
共同研究者　黒田浩章、樋田豊明、堀尾芳嗣、山口　類、
　　　　　　衣斐寛倫、田口　歩、岡村文子、花井信広、
　　　　　　井本逸勢、籠谷勇紀、細田和貴、高橋祐介

【目的、方法、進歩状況または結果のまとめ、考察等】
免疫系の有望な標的抗原として、遺伝子変異由来の新生抗

原（ネオアンチゲン）が注目されている。免疫チェックポイ
ント阻害剤（ICI）の奏効率は 20% 前後に過ぎないが、免疫抑
制の解除のみならず、ネオアンチゲンに対する免疫応答を積
極的に強化することで、さらに治療効果が得られる可能性が
ある。本課題では、有効なネオアンチゲンワクチンを開発す
ることを目的とする。

ネオアンチゲンを標的としたがんワクチンを実施する上で
重要なことは、①有望な標的ネオアンチゲンを選出すること、
また、②がんワクチン、ICI 及びその併用治療を含む免疫療
法の適応症例を適切に選択することである。まず①に関して、
より正確なネオアンチゲン予測アルゴリズムと、ネオアンチ
ゲンに対する免疫応答を高感度に検出する方法を開発する。
また②においては、オンコパネルにおけるドライバー遺伝子
変異の情報や①で得られる免疫応答予測などを統合し、患者
一人ひとりの腫瘍内のダイナミックながん免疫応答、いわゆ
る Cancer-Immunity Cycle に基づく免疫状態をイムノグラム
で評価し、治療選択の包括的なバイオマーカーになり得るか
検討する。これらを、当センターにおける ICI 治療症例に適
用し、治療の著効例および無効例を比較することで、durable 
response や治療抵抗性のメカニズムの解明および免疫療法の
治療選択アルゴリズムの構築を行なう。

令和元年度に、当院呼吸器外科及び呼吸器内科及び共同
研究機関において手術あるいは胸水穿刺を受けた肺癌患者か
ら、令和 2 年 3 月 31 日現在、肺癌検体を 192 例収集した。高
容量リコンビナント IL-2 を用いてリンパ球の増幅培養を行っ

や腫瘍のバンキングは行われていない。当センターでは多くの
臨床試験が行われていることから、それぞれの症例について解
析可能な生細胞検体（viable な状態で保存された検体）が存在
すれば、分子標的治療薬の耐性機序解明や新たな治療開発が可
能になると考えられる。また、遺伝子パネル検査の保険償還に
より、未知（variant of unknown significance, VUS）もしくは
まれなドライバー遺伝子異常の検出が認められており、実際に
同定された異常に対して治療開発を行うことが必要である。本
課題では、患者検体より細胞株を作成し、再利用可能な形で保
管することが目的である。令和元年度は、細胞株樹立の手技確
立のため、当院外科で手術された大腸がん症例 70 例より細胞
株の樹立を試み 23 例より Stem Cell Medium 下での培養に成
功した。最終的な細胞株についても 12 検体より樹立している。
また、これまでに分子標的薬の投与を受けた症例の解析を行
い、BRAF大腸がんについてClinical Cancer Research 誌に報
告するとともに、肺がん症例についても解析を進めている。

＜研究課題＞ ２−（２）
　難治がん PDX モデルのライブラリー整備とその多層的オミ
クス解析による統合データ基盤構築
　Establishment of multi-omics database for PDX models of 
refractory cancer

＜研究者氏名＞
所　属　部　分子診断TR分野
研究者氏名　田口　歩
共同研究者　 原　和生、清水泰博、樋田豊明、黒田浩章、
　　　　　　堀尾芳嗣、田近正洋、伊藤誠二、小森康司、
　　　　　　安部哲也、夏目誠治、細田和貴、松下博和、
　　　　　　衣斐寛倫、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　肺がん、膵がん、胆道がんなどに代表される難治がんは、早
期診断が困難であり、診断された時には現行の治療法では治癒
しがたいほどに進行していることが多い。次世代シーケンシン
グなどの解析手法の進歩によって、難治がんの分子生物学的な
知見は集積しつつあるものの、有効な診断・治療法の開発には
至っておらず、革新的なアプローチによって、難治がんの克服
に取り組む必要がある。
　本プロジェクトでは、難治がん PDX 腫瘍の多層オミクス解
析によって、ゲノム解析だけでは得られない、新規の情報に基
づく革新的な難治がんの診断・治療法の開発を目指すととも
に、多層分子プロファイルと膨大な臨床データ、さらにそれら
のバイオインフォマティクス解析まで統合した、難治がんオミ
クスデータベースの構築を行う。
　令和元年度は、難治がんの代表的な存在である膵がんと肺が
んに加えて、転移性大腸がんを対象として、総計 62 例の PDX
モデル作成に成功した。現在までに、組織プロテオーム、リン
酸化プロテオーム、サーフェスオーム、セクレトーム、HLA
リガンドームのプロトコール最適化を行い、膵がん PDX5 例
について解析を完了した。サーフェスオームとリン酸化プロテ
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情報を活用し、最新の情報解析手法を用いたアプローチは、が
ん予防対策の策定や評価、県民のがんリスク予測、予防介入の
効果予測に有用である。
　本プロジェクトでは、がん関連のビッグデータをリンクさせ
た統合的データベースを構築し、先鋭的な研鑽化学的手法やシ
ミュレーションを通じビッグデータを疫学的に活用し、その研
究成果を社会実装することにより効果的ながん対策を提案す
ることを目的とする。
　本年度は、公的情報を地理的あるいは個別連結することによ
り、がん罹患・死亡リスク予測モデルを構築し、生活習慣やが
ん検診受診率の改善や医療アクセス、シミュレーションによる
医療レベルの改善の影響の将来予測、介入の効果予測、がん予
防施策の効果的な実施、費用対効果の見直しなどに資する仕組
みを構築することを目的とし、愛知県の公的情報（住民ベース
のがん登録情報、人口動態調査死亡票情報、特定健診情報、国
勢調査情報など）を連結させた情報基盤の構築とその活用に取
り組んだ。がん罹患・死亡をアウトカムとして、社会経済的格
差とその媒介要因であるリスク行動と予防や医療サービスへ
のアクセスとの関連に着目し、公的情報の収集や地理情報の入
手に取り組んだ。各公的情報は、愛知県と比較対象の全国レベ
ルの情報を入手した。入手できた国勢調査とがん登録情報につ
いては、指標化、視覚化に取り組んだ。国勢調査情報を用いて、
貧困の指標である剥奪指標を町域ごとに算出し、地図上に視覚
化した。また愛知県がん登録情報を愛知県より提供を受け、町
域ごとの標準化罹患比を算出し、同様に愛知県の地図上に視覚
化した。いずれの指標も愛知県内で格差を認めた。また、これ
らのビッグデータを保存・解析する閉鎖サーバーを整備し、情
報の安全管理措置を構築した。
　今後 2年間において、社会経済的格差とその媒介要因である
リスク行動と予防や医療サービスへのアクセスとの関連の評
価に必要な情報の入手を継続し、入手できた情報の指標化、視
覚化、これらの情報の時空間的関連解析を展開し、愛知県のが
ん罹患・死亡の低減につながる科学的根拠に基づいたがん対策
への提言を行う予定である。なお、がん対策への提言を行うに
あたり、がん対策の現場にいる保健医療局職員と意見交換をし
ながら進めている。

た。増幅したリンパ球と自己腫瘍細胞（細胞株あるいは単細
胞混濁液）を共培養し、産生される IFN- γを検出して、腫瘍
特異的な免疫応答を評価した。また、腫瘍特異的リンパ球が
培養できた症例を優先して 85 例の全エクソームシーケンス及
び RNA シーケンスを実施した。85 例のシーケンスデータは、
システム解析学分野（山口類分野長）とともに Genomone を
使用して変異コールを実施した。今後、ネオアンチゲンの予
測は日本電気株式会社（NEC) との共同研究で実施し、AI（グ
ラフベース関係性学習）で予測する。予測された抗原の検証
を HLA リガンドーム解析と TIL や培養リンパ球由来の TCR
遺伝子導入 T 細胞の反応性で検証予定である。

４　がん情報革命プロジェクト

＜研究課題＞ ４−（１）
愛知県のがん対策、医療評価と将来予測のための、生活習慣

情報、社会経済的情報、医療情報の連結データベースの構築と
活用

Development and utilization of linkage database of official in-
formation of cancer incidence and death, lifestyle, socioeconomic, 
health and medicine for evaluation and prediction of cancer con-
trol and quality of medical care in Aichi prefecture

＜研究者氏名＞
所　属　部　がん情報・対策研究分野
研究者氏名　伊藤秀美
共同研究者　山口　類、小栁友理子、川勝雪乃

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　愛知県がんセンターは、専門的ながん医療を提供するととも
に、愛知内のがん診療の連携体制を整備するなど、愛知県内の
「がん医療の均てん化」の促進の中心的な役割を果たす責務を
有する都道府県がん診療連携拠点病院である。愛知県のがん診
療拠点病院で 2008-9 年に診断された症例の 5 年相対生存率は、
全がんで 64%(95% 信頼区間 62%-66%) と、全国の 71%(70%-
72%) に比べて 7 ポイント下回っていた。愛知県がんセンター
は都道府県拠点病院として、生存率の低い要因を探索し、愛知
県全体の生存率を引き上げた上で均てん化を促進する責務が
ある。拠点病院で実施される院内がん登録で収集される情報だ
けでは、例えば併存症や診療ガイドラインに沿った治療してい
るかなどの把握ができず、生存率に影響の与える要因の詳細な
探索やそれらの要因を考慮した上での医療レベルの評価には
不十分である。正確にがん診療の実態を把握するには、院内が
ん登録情報に加え、医療機関が保有する詳細な患者の特性、生
活習慣、臨床情報、ゲノム情報、治療、医療費に関する情報を
患者個人レベルで一元的につないだ情報基盤の整備が必要で
ある。
　一方、高齢化社会を迎え 2人に 1人ががんに罹る時代、がん
罹患リスクを下げる一次予防、がん死亡リスクを下げるための
二次予防も重要となってくる。愛知県が保有するがん登録情
報、生活習慣情報、社会経済的情報、医療情報などの保健医療
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総長

001　Takahashi T：Divergent lncRNA MYMLR regulates 
MYC by eliciting DNA looping　and promotoer-en-
hancer interaction. International Conference on Cancer 
Systems Biology Beyond,(Tokyo),[ 口演］

第２章　研究発表関係

1.　学会等における研究発表テーマ調べ（総長）
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病院長 

001　丹羽康正：一般演題 54 小腸 -2. 第 16 回日本消化管学会総
会学術集会，2020,( 兵庫県 ),[ 司会 ]

消化器内科部　

001　Okuno N, Hara K, Mizuno N, Kuwahara T, Koda H : 
Novel technique for diagnosis solid pseudopapillary neo-
plasms of the pancreas:　Needle-based confocal laser 
endomicroscopy. Asian EUS CONGRESS 2019, 2019,( 東
京 ),[ ポスター ]　

002　Hara K: Live Demo from Hong Kong. Asian EUS CON-
GRESS 2019, 2019,( 東京 ),[ 座長 ]

003　Hara K : Clinical Case 1. Asian EUS CONGRESS 2019, 
2019,( 東京 ),[ 座長 ]

004　Hara K : Role of EUS-CDS. Asian EUS CONGRESS 2019, 
2019,( 東京 ),[ 講演］

005　Hara K : Interventional EUS Hands-on. Asian EUS CON-
GRESS 2019, 2019,( 東京 ),[ ワークショップ］

006　Hara K : LIVE DEMO. Dual Theme International Con-
ference & Hands on Workshop on Interventional EUS & 
Third Space Endoscopy, 2019,(Pune),[ ワークショップ］

007　Hara K : Breakfast session, Meet the prof. How I do 
it?. Dual Theme International Conference & Hands on 
Workshop on Interventional EUS & Third Space Endos-
copy, 2019,(Pune),[ ワークショップ］

008　Hara K : Algorithm EUS-BD. Dual Theme International 
Conference & Hands on Workshop on Interventional 
EUS & Third Space Endoscopy, 2019,(Pune),[ 講演］

009　Hara K : Current status of EUS-guided biliary drainage 
in Japan. 2ND AEG INTERVENTIONAL WORKSHOP 
ON EUS-GUIDED BILIARY DRAINAGE, 2019,(Hong 
Kong),[ 講演 ]

010　Hara K : EUS-BD vs ERCP vs PTBD for biliary drain-
age. 2ND AEG INTERVENTIONAL WORKSHOP 
ON EUS-GUIDED BILIARY DRAINAGE, 2019,(Hong 
Kong),[ 講演 ]

011　Hara K : Techniques and outcomes of EUS-CDS. 2ND 
AEG INTERVENTIONAL WORKSHOP ON EUS-GUID-
ED BILIARY DRAINAGE, 2019,(Hong Kong),[ 講演 ]

012　Hara K : Hands-on, Ex-vivo model – CDS. 2ND AEG 
INTERVENTIONAL Hands-ON WORKSHOP ON 
EUS-GUIDED BILIARY DRAINAGE, 2019,(Hong 
Kong),[ ワークショップ ]

013　Hara K : Recent Advances in EUS-BD. International Di-
gestive Disease Forum 2019, 2019,(Hong Kong),[ 講演 ] 

014　Hara K : LIVE DEMO. IDDF 2019 HK, 2019,(Hong 
Kong),[ ワークショップ ]

015　Hara K : Technical Tips of EUS-FNA. EUS Workshop in 
HANOI, 2019,(Hanoi),[ 特別講演 ]

016　Hara K : Hands-On workshop. EUS Workshop in HA-
NOI, 2019,(Hanoi),[ ワークショップ ]

017　Hara K : EUS-FNA LIVE DEMO. EUS Workshop in 

2.　学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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036　Hara K : EUS-BD is better than ERCP?. 新華医院医学会, 
2019,( 上海 ),[ 特別講演 ] 

037　Hara K : LIVE DEMO: EUS-FNA for pancreatic cancer. 
新華医院医学会 , 2019,( 上海 ),[ ワークショップ ]

038　Hara K : EUS Teaching Material. AEG annual meeting, 
2019,( 神戸 ),[ 講演 ]

039　Hara K : Interventional Biliary EUS. APDW2019, 
2019,(Kolkata),[ 特別講演 ]

040　Hara K : Confocal laser endomicroscopy in pancreatic 
biliary disease. APDW2019, 2019,(Kolkata),[ 特別講演 ]

041　Todaka A, Nara S, Motoi F, Morinaga S, Hama N, Higu-
chi R, Konishi M, Shirakawa H, Tsumura H, Okuyama 
H, Matsui H, Shioji K, Sugimachi K, Asagi A, Mizuno 
N, Fukutomi A, Furuse J : Multicenter retrospective 
observational study of pancreatic cancer with positive 
peritoneal lavage cytology intended for surgical resec-
tion. 2020 Gastrointestinal Cancers Symposium, 2020,(San 
Francisco),[ ポスター ]

042　Hara K : Introduction of interventional EUS. AEG work-
shop in Chiang Mai 2020, 2020,(Chiang Mai),[ 特別講演 ]

043　Hara K : EUS LIVE DEMO. AEG workshop in Chiang 
Mai 2020, 2020,(Chiang Mai),[ ワークショップ ] 

044　Hara K : EUS-BD; It is time to replace ERCP?. GI UP-
DATE 2020, 2020,(Mysuru),[ 特別講演 ]

045　Hara K : LIVE DEMO: EUS-BD. GI UPDATE 2020, 
2020,(Mysuru), [ ワークショップ ]

046　Hara K : HOW I DO EUS-BD?. GI UPDATE 2020, 
2020,(Mysuru),[ 特別講演 ]

047　Hara K : LIVE DEMO: EUS-BD. GI UPDATE 2020, 
2020,(Mysuru),[ ワークショップ ]

048　Hara K  :  Workshop1-AEG-APASL Endoscopy 
Course-Session1 Frontiers Endoscopy in Liver disease. 
APASL 2020, 2020,(Bari),[ 座長 ]

049　Hara K : AEG Workshop-Session 2 EUS Innovation in 
hepatobiliary Disorders. APASL 2020, 2020,(Bari),[ 座長 ]

050　Hara K : Symposium 11 -Update on Biliary Diseases 
Controversial Issue on Endoscopic Management in Ma-
lignant Biliary Obstruction. APASL 2020, 2020,(Bari),[ シ
ンポジウム ]

051　Hara K : Current Status EUS-guided Biliary Drainage 
for Benign and Malignant Biliary Obstruction. APASL 
2020, 2020,(Bari),[ 講演 ]

052　Hara K : Hands-on session: EUS-FNA(B). APASL 2020, 
2020,(Bari),[ ワークショップ ]

053　原　和生：EUS-BDライブセミナー . 魚沼ライブセミナー , 
2019,( 新潟 ),[ ワークショップ ] 

054　原　和生：EUS-FNAの現状と課題 . 第 105 回日本消化器
病学会総会　パネルディスカッション12, 2019,( 金沢 ),[ 座
長 ]

055　栗田裕介，桑原崇通，原　和生：膵癌の早期診断におけ
る EUS-FNA の有効性と臨床および画像的特徴 . 第 105
回日本消化器病学会総会 , 2019,( 金沢 ),[ ワークショップ ]

HANOI, 2019,(Hanoi),[ ワークショップ ]
018　Hara K : Is EUS-BD suitable for primary biliary drain-

age?. T-CAP 2019, 2019,( 東京 ),[ 講演 ]
019　Hara K : Session 3: Current status of pre-operative bil-

iary drainage in distal biliary stricture cases. T-CAP 
2019, 2019,( 東京 ),[ ワークショップ ]

020　Okuno N, Miyano A, Koda H, Kuwahara T, Haba S, 
Mizuno N, Hara K : Long-term outcomes of primary 
EUS-guided hepaticoenterostomy for the cases with 
malignant biliary obstruction in altered anatomy. T-CAP 
2019, 2019,( 東京 ),[ ポスター ]

021　Haba S, Hara K, Okuno N, Mizuno N, Kuwahara T, Koda 
H, Miyano A : A novel technique for diagnosis of pan-
creatic neuroendocrine neoplasm: Needle-based confocal 
laser endomicroscopy. T-CAP 2019, 2019,( 東 京 ),[ ポ ス
ター ]

022　Hara K : Free Paper Session 2. T-CAP 2019, 2019,( 東
京 ),[ 司会 ]

023　Hara K : What should I do when my FNA/FNB result is 
non-diagnostic ?. APAC EUS Guided Biopsy Symposium 
in Beijing, 2019,( 北京 ),[ 特別講演 ]

024　Hara K : CASE presentation/LIVE DEMO. APAC EUS 
Guided Biopsy Symposium in Beijing, 2019,( 北京 ),[ 座長 ]

025　Hara K : EUS-BD, How I do it?. 南 方 医 院 医 学 会 , 
2019,( 広州 ),[ 講演 ]

026　Hara K : EUS LIVE DEMO. 南方医院医学会 , 2019,( 広
州 ),[ ワークショップ ]

027　Hara K : Combination of EUS and ERCP. 1st meeting of 
EUS ACADEMY in India, 2019,(India),[ 特別講演 ]

028　Hara K : EUS-BD is better than ERCP?. 安徽省消化器学・
消化器内視鏡学会 2019, 2019,( 中国 安徽省 ),[ 特別講演 ]

029　Hara K : EUS-FNA LIVE DEMO. 安徽省消化器学・消化
器内視鏡学会 2019, 2019,( 中国 安徽省 ),[ ワークショップ ]

030　Ikeda M, Maruki Y, Ueno M, Ioka T, Naganuma A, Furu-
kawa M, Mizuno N, Uwagawa T, Nakai Y, Kanai M, Asagi 
A, Shimizu S, Miyamoto A, Yukisawa S, Kadokura M, 
Yamanaka T, Arai Y, Shibata T, Morizane C, Okusaka T : 
Frequency and clinicopathological characteristics of bili-
ary tract carcinomas harboring the FGFR2-fusion gene: 
A prospective observational study (PRELUDE study). 
ESMO 2019, 2019,(Barcelona),[ ポスター ]

031　Hara K : Interventional EUS. 1st MUMBAI TTT work-
shop, 2019,(Mumbai),[ ワークショップ ]

032　Hara K : EUS-BD, How I do it?. 1st MUMBAI TTT 
workshop,2019,(Mumbai),[ 講演 ]

033　Hara K : Hands-on workshop(Interventional EUS). 1st 
MUMBAI TTT workshop, 2019,(Mumbai),[ ワークショッ
プ ]

034　Hara K : The latest techniques of interventional EUS. 
CHDDW2019, 2019,( 上海 ),[ 講演 ]

035　Hara K : EUS-CD　LIVE DEMO. CHDDW2019, 2019,( 上
海 ),[ ワークショップ ]



─ 85 ─

器内視鏡学会総会 , 2019,( 東京 ),[ ワークショップ ]
070　大西祥代，田近正洋，丹羽康正，田中　努，平山　裕，

水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，鳥山和浩，
小畑雅寛，栗田裕介，孝田博輝，原　和生，舛石俊樹，
三谷誠一郎，室　圭：BRAF 変異陽性切除不能進行大腸
癌の臨床病理学的検討 . 第 97 回日本消化器内視鏡学会総
会 , 2019,( 東京 ),[ ポスター ]

071　水野伸匡：膵神経内分泌腫瘍　最近の話題 . 第 130 回日
本消化器病学会東海支部例会 , 2019,( 浜松 ),[ 教育講演 ]

072　末永泰人，檜垣栄治，細井敬泰，安部哲也，奥野正隆，
大城泰平，夏目誠治，木下敬史，伊藤友一，三澤一成，千
田嘉毅，小森康司，伊藤誠二，原　和生，清水泰博：縦
隔内膵仮性嚢胞により食道狭窄、左主気管支瘻に至った
一例 . 第 130 回日本消化器病学会東海支部例会 , 2019,( 浜
松 ),[ 一般演題 ]

073　大西祥代，田近正洋，丹羽康正，田中　努，石原　誠，
平山　裕，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，
鳥山和浩，小畑雅寛，栗田裕介，孝田博輝，原　和生：
サルコペニアから考える食道癌 StageIV の治療戦略 . 第
73 回日本食道学会学術集会 , 2019,( 福岡 ),[ ポスター ]

074　原　和生：Interventional EUS を極める . 仙台内視鏡治
療ライブセミナー , 2019,( 仙台 ),[ 講演 ]

075　原　和生：Pancreatic tumor. 仙台内視鏡治療ライブセミ
ナー , 2019,( 仙台 ),[ ワークショップ ]

076　栗田裕介，原　和生，清水泰博：膵神経内分泌腫瘍の切
除適応と切除範囲　遠隔転移のない 2cm 以下の散発性非
機能性PanNENにおける切除例と経過観察例の臨床経過. 
第 50 回日本膵臓学会大会 , 2019,( 東京 ),[ 主題 ]

077　橋本裕輔，上野　誠，笹平直樹，脊山泰治，高橋秀典，
中森正二，海野倫明，水野伸匡，上野秀樹，福冨　晃，
清水　怜，奥坂拓志，古瀬純司，J-0108 study group：
切除可能膵癌に対する術後 nab-Paclitaxel/Gemcitabine
の忍容性　多施設共同 Phase I 試験 . 第 50 回日本膵臓学
会大会 , 2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

078　桑原崇通，原　和生，清水泰博：IPMN 切除例における
膵外再発・残膵 high risk lesion 出現に関連する因子の検
討 . 第 50 回日本膵臓学会大会 , 2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

079　松本逸平，亀井敬子，大前勝弘，鈴木修平，松岡英彦，
水野伸匡，尾阪将人，上野秀樹，小林智，上杉和寛，小
林真里奈，戸高明子，福冨　晃：局所進行切除不能膵
癌に対する FOLFIRINOX 療法　多施設共同観察研究結
果報告 . 第 50 回日本膵臓学会大会 , 2019,( 東京 ),[ ワーク
ショップ ] 

080　奥野のぞみ，原　和生，清水泰博：膵癌術前症例におけ
る至適胆道ドレナージを考える . 第 50 回日本膵臓学会大
会 , 2019,( 東京 ),[ ワークショップ ]

081　松本逸平，亀井敬子，大前勝弘，鈴木修平，松岡英彦，
水野伸匡，尾阪将人，上野秀樹，小林　智，上杉和寛，
小林真里奈，戸高明子，福冨　晃：切除不能局所進行膵癌 :
化学療法と化学放射線療法　局所進行切除不能膵癌に対
する FOLFIRINOX 療法　多施設共同観察研究結果報告 . 
第 50回日本膵臓学会大会 , 2019,( 東京 ),[ ワークショップ ]

056　桑原崇通，原　和生，丹羽康正：AI を用いた IPMN良悪
性診断の試み . 第 105 回日本消化器病学会総会 , 2019,( 金
沢 ),[ ワークショップ ]

057　奥野のぞみ，桑原崇通，原　和生：術後再発が疑われる
術後再建腸管例に対する直視型コンベックスを用いた経
空腸的EUS-FNAの検討. 第105回日本消化器病学会総会, 
2019,( 金沢 ),[ パネルディスカッション ]

058　田口　歩，Delphine Dayde，平山　裕，田近正洋，小森
康司，清水泰博，丹羽康正，原　和生，Ronald DePinho, 
Samir Hanash, Sunil Krishnan：マウスモデルを用い
た直腸癌術前化学放射線療法の効果予測血中バイオマー
カーの同定 . 第 105 回日本消化器病学会総会 , 2019,( 金
沢 ),[ 一般演題 ]

059　平山　裕，田近正洋，田中　努，大西祥代，原　和生，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，丹羽康正：
当院における高齢者食道扁平上皮癌遠隔転移症例の治療
戦略 . 第 105 回日本消化器病学会総会 , 2019,( 金沢 ),[ 一般
演題 ]

060　大西祥代，田近正洋，田中　努，平山　裕，原　和生，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，孝田博輝，丹羽康正：
高齢者の進行食道癌に対する術前化学療法の有用性の検
討 . 第 105 回日本消化器病学会総会，2019,( 金沢 ),[ ポス
ター ]

061　孝田博輝，桑原崇通，原　和生：胆道腫瘍に対するプロー
ブ型共焦点レーザー内視鏡の有用性 . 第 105 回日本消化
器病学会総会 , 2019,( 金沢 ),[ ポスター ]

062　桑原崇通，廣岡芳樹，川嶋啓揮，大野栄三郎，石川卓哉，
原　和生：EUS-elastography における慢性膵炎診断 . 日
本超音波学会第 92 回学術集会 , 2019,( 東京 ),[ パネルディ
スカッション ]

063　桑原崇通：胆膵領域における elasticity imaging の役割 . 
日本超音波学会第 92 回学術集会 , 2019,( 東京 ),[ ワーク
ショップ司会 ]

064　原　和生：膵臓がん検診は可能か？ . 順秀会チェックアッ
プセミナー , 2019,( 名古屋 ),[ 特別講演 ]

065　桑原崇通，水野伸匡，原　和生：人工知能を用いた
IPMN 良悪性診断 . 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会 , 
2019,( 東京 ),[ シンポジウム ]

066　孝田博輝，奥野のぞみ，原　和生：内視鏡的胆道ドレナー
ジ術の現状と問題点　悪性遠位胆管狭窄に対する prima-
ry EUS-CDS の検討 . 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会 , 
2019,( 東京 ),[ パネルディスカッション ]

067　田中　努，田近正洋，丹羽康正，平山　裕，大西祥代，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，鳥山和浩，
小畑雅寛，栗山裕介，孝田博輝，原　和生：頭頸部表在
癌における画像強調拡大内視鏡による tumor thickness
の検討 . 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会 , 2019,( 東
京 ),[ ポスター ]

068　原　和生：M through guidewire. 第 97 回日本消化器内
視鏡学会総会 , 2019, ( 東京 ), [ 座長 ]

069　奥野のぞみ，桑原崇通，原　和生：EUS-guided hepatico 
enterostomy におけるトラブル予防法 . 第 97 回日本消化
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安居幸一郎，宮川浩之，石黒　敦，小倉孝氏，上野　誠，
飛松和俊，寺島健志，池田公史，奥坂拓志，古瀬純司：
Phase II trial of GEMOX for the advanced pancreatic 
cancer with family/personal history of HBOC related 
cancer. 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2019,( 京
都 ),[ 口演 ]

094　池田公史，奥山浩之，奥坂拓志，古瀬純司，古川正幸，
大川伸一，細川　歩，小島康志，原　浩樹，室久　剛，
塩路和彦，浅木彰則，水野伸匡，小嶋基寛，山中竹春：
Everolimus for advanced pancreatic neuroendocrine 
carcinoma refractory or intolerant to platinum-based 
chemotherapy. 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2019, 
( 京都 ), [ ポスター ]

095　原　和生：EUS-CD. AXIOS 講習会 , 2019,( 大阪 ),[ 特別講
演 ]

096　森実千種，池田公史，上野　誠，井岡達也，長沼　篤，
古川正幸，水野伸匡，宇和川匡，中井陽介，金井雅史，
浅木彰則，清水　怜，宮本敦史，行澤斉悟，門倉　信，
丸木雄太，山中竹春，新井康仁，柴田龍弘，奥坂拓志：
FGFR2-fusion gene in biliary tract carcinomas: a pro-
spective observational study (PRELUDE study). 第 17
回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2019,( 京都 ),[Presidential 
Session]

097　原　和生：膵癌術前 EUS-FNA について . 第 18 回 FNA-
Club Japan, 2019, ( 東京 ), [ 座長 ]

098　羽場　真，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，孝田博
輝，宮野　亮，千田嘉毅，清水泰博，細田和貴，原　和
生：膵尾部腫瘍の手術前後で内視鏡像に変化をきたし，
十二指腸乳頭部癌と診断して外科的切除を実施した 1 例 . 
第 71 回日本消化器画像診断研究会 , 2019,( 和歌山 ),[ ポス
ター ]

099　原　和生：内視鏡コメンテーター . 第 71 回　日本消化器
画像診断研究会 , 2019,( 和歌山 ),[ ワークショップ ]

100　原　和生：一般演題　NET Forum 2019. NET Forum 
2019, 2019,( 名古屋 ),[ 司会 ]

101　原　和生：胆膵診療における今後の Interventional EUS
の役割～EUS－ FNAからドレナージ治療まで . 第 55 回
日本胆道学会学術集会　ランチョンセミナー , 2019,( 名古
屋 ),[ 特別講演 ]

102　原　和生：口演 6 内視鏡治療 : 吻合部狭窄・胆管結石１. 
第 55 回日本胆道学会学術集会 , 2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

103　奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：胆管狭窄に対するプ
ローブ型共焦点レーザー内視鏡の可能性 . 第 55 回日本胆
道学会学術集会 , 2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

104　宮野　亮，原　和生，水野伸匡，羽場　真，桑原崇通，
奥野のぞみ，孝田博輝：診断が困難であった IgG4 関連
硬化性胆管炎の 1 例 . 第 55 回日本胆道学会学術集会 , 
2019,( 名古屋 ),[ ポスター ]

105　孝田博輝，奥野のぞみ，原　和生：胆嚢腺筋腫症と胆嚢
癌の鑑別及び治療戦略 . 第 55 回日本胆道学会学術集会 , 
2019,( 名古屋 ),[ シンポジウム ]

106　原　和生：膵胆内視鏡診断・治療における最新の話題 . 

082　肱岡　範，山本　駿，森実千種，奥坂拓志，池田公史，
水野伸匡：膵神経内分泌腫瘍の薬物療法　切除不能の非
機能性膵 NET に対する分子標的薬 +SSA 併用療法の可
能性 . 第 50回日本膵臓学会大会 , 2019,(東京 ),[パネルディ
スカッション ]

083　原　和生：口演 膵癌 1. 第 50 回日本膵臓学会大会 , 
2019,( 東京 ),[ 座長 ]

084　肱岡　範，山本　駿，森実千種，奥坂拓志，池田公史，
水野伸匡：切除不能の非機能性膵 NET に対する分子標
的薬+SSA併用療法の可能性 . 第 50回日本膵臓学会大会 , 
2019,( 東京 ),[ パネルディスカッション ]

085　田中宏樹，肱岡　範，水野伸匡：膵神経内分泌腫瘍の病
理とバイオマーカー　Pancreatic neuroendocrine carci-
noma(PanNEC)-G3 はさらに細分化されるべきか ?. 第 50
回日本膵臓学会大会 , 2019,( 東京 ),[ パネルディスカッショ
ン ]

086　孝田博輝，水野伸匡，原　和生：膵神経内分泌腫瘍の病
理とバイオマーカー　膵神経内分泌腫瘍 (PanNEN) に対
するイメージング・分子バイオマーカーの有用性の検討 . 
第50回日本膵臓学会大会, 2019,(東京),[パネルディスカッ
ション ]

087　垣内伸之，宇座徳光，細田和貴，谷田部　恭，桑原崇通，
水野伸匡，児玉裕三，妹尾　浩，小川誠司：膵神経内分
泌腫瘍の病理とバイオマーカー　膵神経内分泌癌の網羅
的ゲノム解析 . 第 50回日本膵臓学会大会 , 2019,(東京 ),[パ
ネルディスカッション ]

088　古瀬純司，福冨　晃，水野伸匡，尾阪将人，井岡達也，
奥坂拓志：『化学療法』の進歩と明日への提言　膵癌診療
ガイドライン 2019―膵癌診療の進歩と明日への提言 . 第
50 回日本膵臓学会大会 , 2019,( 東京 ),[ 特別企画 ]

089　孝田博輝，水野伸匡，原　和生：膵神経内分泌腫瘍（Pan-
NEN）に対するイメージング・分子バイオマーカーの有
用性の検討 . 第 50 回日本膵臓学会大会 , 2019,( 東京 ),[ パ
ネルディスカッション ]

090　北野雅之，森実千種，肱岡　範，吉田岳一，真口宏介，
高橋秀明，和田慶太，松林宏行，水野伸匡，寺島健志，
水本雅己，児玉裕三，鳥嶋雅子，蘆田玲子，花田敬士，
古川正幸，河邉　 顕，高折恭一：家族性膵癌のマネージ
メント　家族性膵癌早期診断に向けたスクリーニング(エ
キスパート・コンセンサス ). 第 50 回日本膵臓学会大会 , 
2019,( 東京 ),[ ワークショップ ]

091　Kuboki Y, Furukawa M, Takahashi Y, Mizuno N, Hara H, 
Ueno M, Ioka T, Takahashi S, Shimizu T, Lihou CF, Tian 
C, Ji T, Fujiwara Y：Preliminary results from fight-102 : 
a phase 1 study of pemigatinib in Japanese patients with 
advanced malignancies. 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 , 2019,( 京都 ),[ ポスター ]

092　Fukutomi A, Mizuno N：Development of Immunothera-
py in Gastroesosphageal Cancer in the Worldwide Are-
na. 第17回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2019,(京都),[司会]

093　津村英隆，森実千種，野村尚吾，高橋秀明，岡野尚弘，
水野伸匡，佐竹悠良，辻　国広，塩路和彦，浅木彰則，
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123　原　和生：特別講演　消化器 DIC の最前線 . Asahi DIC 
Conference, 2020,( 名古屋 ),[ 司会 ]

124　原　和生：胆膵内視鏡　温故知新 . 第 8 回神奈川胆膵エ
キスパートセミナー , 2020, ( 横浜 ), [ 特別講演 ]

125　原　和生：AXIOS 講習会 . AXIOS Hands-on セミナー in 
名古屋市立大学病院 , 2020,( 名古屋 ),[ 特別講演 ]

内視鏡部　

001　舛石俊樹，田近正洋，小森康司，室　圭：直腸癌局所再
発に対する治療戦略　局所再発を伴う切除不能再発直腸
癌における化学療法の有効性と限界．第 119 回日本外科
学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 一般演題 ]

002　田口　歩，Delphine Dayde, 平山　裕，田近正洋，小森
康司，清水泰博，丹羽康正，原 和生，Ronald DePinho, 
Samir Hanash, Sunil Krishnan：マウスモデルを用いた
直腸癌術前化学放射線療法の効果予測血中バイオマー
カーの同定．第 105 回日本消化器病学会総会 ,2019,( 金
沢 ),[ ポスター ]

003　鳥山和浩，田近正洋，丹羽康正：消化管神経内分泌腫瘍
の最前線　当院における GI-NEN に対する SRS の検出率
に関する検討．第 105 回日本消化器病学会総会 ,2019,( 金
沢 ),[ ワークショップ ]

004　大西祥代，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，鳥山和浩，
小畑雅寛，栗田裕介，孝田博輝，原　和生，丹羽康正：
サルコぺニアから考える食道癌 Stage Ⅳの治療戦略．第
105 回日本消化器病学会総会 ,2019,( 金沢 ),[ ポスター ]

005　田中　努，田近正洋，丹羽康正：食道ESD適応外病変の
治療方針　PDT を含めて　食道癌化学放射線療法後に遺
残・再発した表在性病変に対するサルベージ内視鏡治療
の適応．第105回日本消化器病学会総会,2019,(金沢 ),[ワー
クショップ ]

006　田中　努，田近正洋，丹羽康正，平山　裕，大西祥代，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，鳥山和浩，
小畑雅寛，栗山裕介，孝田博輝，原　和生：頭頸部表在
癌における画像強調拡大内視鏡による Tumor thickness
の検討．第 97 回日本消化器内視鏡学会総会 ,2019,( 東
京 ),[ ポスター ]

007　大西祥代，田近正洋，丹羽康正，田中　努，平山　裕，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，鳥山和浩，
小畑雅寛，栗田裕介，孝田博輝，原　和生：BRAF 変異
陽性切除不能進行大腸癌の臨床病理学的検討．第 97 回日
本消化器内視鏡学会総会 ,2019,( 東京 ),[ ポスター ]

008　細井敬泰，安部哲也，檜垣栄治，室　圭，門脇重憲，丹
羽康正，田近正洋，田中　努，清水泰博：術前 DCF 療
法による口腔粘膜炎に対する GFO 療法の有用性．第 73
回日本食道学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 一般演題 ]

009　大西祥代、田近正洋、田中　努、鳥山和浩、古平　毅、
安部哲也、室　圭、丹羽康正：サルコぺニアから考える
切除不能進行食道癌治療．第 73 回日本食道学会学術集

第 4回 GI Frontier in Suzuka, 2019,( 鈴鹿 ),[ 特別講演 ]
107　原　和生：膵胆内視鏡診断・治療における最新の話題 . 

消化器懇話会スペシャル , 2019,( 広島 ),[ 特別講演 ]
108　原　和生：胆膵疾患に対する内視鏡診療の最前線 . 第 12

回地域医療研究会 イブニングセミナー, 2019,(石川県),[特
別講演 ]

109　奥野のぞみ，原　和生，清水泰博：膵癌術前症例におけ
る至適胆道ドレナージとは . 第 27 回日本消化器関連学会
週間（JDDW)2019, 2019,( 神戸 ),[ ポスター ]

110　田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，
近藤真也，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，
原　和生，安藤昌彦，丹羽康正：大腸内視鏡検査におけ
る腸管洗浄剤の分割投与 (2 日法 ) の検討 . 第 27 回日本消
化器関連学会週間（JDDW)2019,( 神戸 ),[ 一般演題 ]

111　原　和生：デジタルポスター　十二指腸乳頭部 . 第 27 回
日本消化器関連学会週間（JDDW)2019,( 神戸 ),[ 司会 ]

112　田中　努，平山　裕，大西祥代，水野伸匡，桑原崇通，
奥野のぞみ，松本慎平，鳥山和浩，小畑雅寛，栗田祐介，
孝田博輝，原　和生，田近正洋，丹羽康正：日本食道学
会拡大内視鏡分類を用いた食道表在癌の深達度診断 . 第
27 回日本消化器関連学会週間（JDDW)2019,( 神戸 ),[ ポス
ター ]

113　桑原崇通，奥野のぞみ，原　和生：Deep learning を用
いた IPMN良悪性診断 . 第 27 回日本消化器関連学会週間
（JDDW)2019,( 神戸 ),[ ワークショップ ]

114　孝田博輝，清水泰博，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，
松本慎平，小畑雅寛，栗田裕介，原　和生：当院におけ
る 80 歳以上の膵癌患者の臨床背景と治療成績 . 第 27 回
日本消化器関連学会週間（JDDW)2019,( 神戸 ),[ デジタル
ポスター ]

115　原　和生：AXIOS 講習会 . AXIOS Hands-on セミナー , 
2019,( 大津 ),[ 特別講演 ]

116　原　和生：ゲノム時代の胆膵内視鏡診断と治療 . 胆膵内
視鏡フロンティアセミナー in 鳥取 , 2019,( 米子 ),[ 特別講
演 ]

117　原　和生：膵のう胞性疾患の診療における現状と課題 . 
第 131 回日本消化器病学会東海支部例会 , 2019,( 名古
屋 ),[ 教育講演 ]

118　孝田博輝，桑原崇通，原　和生：膵神経内分泌腫瘍に対
する SRS の有用性の検討 . 第 131 回日本消化器病学会東
海支部例会 , 2019,( 名古屋 ),[ パネルディスカッション ]

119　原　和生：新規デバイス開発に向けた提言 . 朝日インテッ
ク講演会 , 2019,( 瀬戸 ),[ 特別講演 ]

120　原　和生：シンポジウム２　胆膵内視鏡診療を安全に行
うための工夫 . 第 62 回日本消化器内視鏡学会東海支部例
会 , 2019,( 名古屋 ),[ 司会 ]

121　宮野　亮，奥野のぞみ，原　和生：超音波内視鏡下胆管
胃吻合術 (EUS-HGS) を安全に行うための工夫 . 第 62 回日
本消化器内視鏡学会東海支部例会 , 2019,( 名古屋 ),[ シン
ポジウム ]

122　原　和生：超音波内視鏡の最前線. 京阪奈胆膵フォーラム, 
2020,( 京都 ),[ 特別講演 ]
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tients (pts) with EGFR-mutant (EGFRm) NSCLC follow-
ing disease progression on an EGFR-TKI: results from 
the Phase Ib TATTON study. AACR Annual Meeting，
2019,(Atlanta),[Oral]

002　Wolf J，Seto T，Han JY，Reguart N，Garon EB，
Groen HJM，Tan DSW，Hida T，de Jonge M，Orlov 
SV，Smit EF，Souquet PJ， Vansteenkiste J，Giovan-
nini M，Mouhaer SL，Robeva A，Waldron-Lynch M 
：Heist RS. Capmatinib (INC280) in METΔex14-mutated 
advanced non-small cell lung cancer (NSCLC): an update 
(including preliminary duration of response [DOR] and 
progression-free survival [PFS]) from phase 2 GEOME-
TRY mono-1 study. ASCO Annual Meeting， 2019,(Chi-
cago),[Oral]

003　SetoT，Hida T，Nokihara H，Morise M，Kim YH，
Azuma K，Takiguchi Y，Nishio M，Yoshioka H，Ku-
magai T，Hotta K，Watanabe S，Goto K， Satouchi M，
Kozuki T，Nakagawa K，Mitsudomi T，Yamamoto N， 
Asakawa T，Tamura T : Final PFS analysis and safety 
data from the phase III J-ALEX study of Alectinib (ALC) 
vs. Crizotinib (CRZ) in ALK-inhibitor naïve ALK-positive 
Non-Small Cell Lung Cancer (ALK+ NSCLC). ASCO An-
nual Meeting，2019,(Chicago),[Poster]

004　Hida T：Non EGFR/MET targeted therapies. World 
Conference on Lung Cancer, 2019,(Barcelona),[Oral] 

005　Seto T，Niho S，Yoshida T，Akimoto T，Sakamaki K，
Takahashi T，Nishio M，Yamamoto N，Hida T，Oka-
moto H，Kurata T，Satouchi M， Goto K，Yamanaka 
T，Ohe Y : Randomized phase II study of CDDP+S-1 
vs CDDP+PEM combined with thoracic RT for local-
ly advanced non-squamous non-small cell lung cancer: 
SPECTRA study. World Conference on Lung Cancer, 
2019,(Barcelona),[Oral] 

006　Takahashi K，Ito K，Murotani K，Asada K，Okuno M，
Kimura T， Kubo A，Suda T，Taniguchi H，Hataji O，
Shindo J，Kunii E，Yoshida T，Imaizumi K，Hida T : 
Retreatment with EGFR-TKI for 541 NSCLC patients 
with EGFR mutation. World Conference on Lung Can-
cer, 2019,(Barcelona),[Poster]

007　Yamaguchi T，Shimizu J，Oya Y，Furuta H，Watanabe 
N，Horio Y， Hida T : Improving the prognosis of non-
small cell lung cancer after the approval of immune 
checkpoint inhibitors: A retrospective analysis. World 
Conference on Lung Cancer, 2019,(Barcelona),[Poster]

008　Shimizu J， Horio Y， Hida T，Yatabe Y : Lung adeno-
carcinoma with a rare BRAF V600E K601_W604del 
mutation responded to dabrafenib plus trametinib treat-
ment: A case report. World Conference on Lung Cancer, 
2019,(Barcelona),[Poster]

009　Heist RS，Wolf J，Seto T，Han JY，Reguart N，Groen 
HJM，Tan DSW，Hida T，de Jonge M，Orlov SV，
Smit EF，Souquet PJ，Vansteenkiste J，Giovannini M，

会 ,2019,( 福岡 ),[ ポスター ]
010　田近正洋：第 19 回日本消化器内視鏡学会東海支部ガイド

ライン研究会 ,2019,( 岐阜 ),[ 座長 ]
011　田中　努，田近正洋，平山　裕，大西祥代，原　和生，

水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，羽場　真，孝田博輝，
宮野　亮，丹羽康正：SSA/Pに併存した早期大腸癌の1例．
第 16 回拡大内視鏡研究会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

012　田近正洋： 第 7 回日本家族性大腸腺腫症研究会 ,2019,( 大
阪 ),[ 座長 ]

013　平山　裕，田近正洋，田中　努，大西祥代，原　和生，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，丹羽康
正：当院における高齢者食道扁平上皮癌遠隔転移症例
の治療戦略．第 27 回日本消化器関連学会週間（JDDW）
2019,2019,( 神戸 ),[ ポスター ]

014　田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，
近藤真也，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，松本慎平，
原　和生，安藤昌彦，丹羽康正：大腸内視鏡検査におけ
る腸管洗浄剤の分割投与 (2 日法 ) の検討．第 27 回日本消
化器関連学会週間（JDDW)2019,2019,( 神戸 ),[ 一般演題 ]

015　田中　努，平山　裕，大西祥代，水野伸匡，桑原崇通，
奥野のぞみ，松本慎平，鳥山和浩，小畑雅寛，栗田祐介，
孝田博輝，原　和生，田近正洋，丹羽康正：日本食道学
会拡大内視鏡分類を用いた食道表在癌の深達度診断．第
27 回日本消化器関連学会週間（JDDW）2019,2019,( 神
戸 ),[ ポスター ]

016　大西祥代，田近正洋，田中　努，平山　裕，原　和生，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，孝田博輝，丹羽康
正：高齢者の進行食道癌に対する術前化学療法の有用
性の検討．第 27 回日本消化器関連学会週間（JDDW）
2019,2019,( 神戸 ),[ ポスター ] 

017　田中　努，平山　裕，桑原崇通，丹羽康正：胃がん手術
症例における ABC 分類 A 群の検討．第 49 回日本消化器
がん検診学会東海北陸地方会 ,2019,( 金沢 ),[ 口演 ] 

018　大西祥代，田近正洋，井本逸勢：大腸癌におけるリンチ
症候群のユニバーサルスクリーニング．第 131 回日本消
化器病学会東海支部例会 ,2019,( 名古屋 ),[ シンポジウム ]

019　大西祥代，田近正洋，丹羽康正：当院における早期大
腸癌の深達度診断や治療に画像強調観察（IEE）が及
ぼす影響．第 62 回日本消化器内視鏡学会東海支部例
会 ,2019,( 名古屋 ),[ シンポジウム ] 

020　田近正洋：第 30 回日本消化器内視鏡学会東海セミ
ナー ,2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

021　田近正洋：大腸がん撲滅を目指した大腸がん診療～最新
の内視鏡検査と治療～．令和元年度愛知県がん検診従事
者講習会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ] 

呼吸器内科部

001　Ramalingam S，Saka H，Ahn MJ，Yu H，Horn L，Hida T，
Ottesen L， Verheijen R，Mellemgaard A， Wessen J，
Oxnard G， Ohe Y ：Osimertinib plus selumetinib for pa-
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回日本呼吸器学会学術講演会，2019,( 東京 ),[ ミニシンポ
ジウム ]

018　大矢由子，吉田達哉，清水淳市，堀尾芳嗣，黒田浩章，
谷田部　恭，樋田豊明：抗 PD-1 抗体の治療効果と血中
補体濃度との相関．第 59 回日本呼吸器学会学術講演会，
2019,( 東京 ),[ ポスター ]

019　伊藤健太郎，大矢由子，吉田達哉，樋田豊明：EGFR 阻
害剤治療中の病勢進行による中断症例と副作用による
中断症例の検討．第 59 回日本呼吸器学会学術講演会，
2019,( 東京 ),[ ポスター ]　

020　金地伸拓，清水淳市，坂井健一郎，上田　裕，井上卓哉，
渡邊直樹，田所　明，渡辺尚宏，上村剛大，樋田豊明，
宮脇裕史，坂東修二，石井知也：間質性肺疾患は小細胞
肺癌患者の予後および治療反応性を低下させる．第 59 回
日本呼吸器学会学術講演会，2019,( 東京 ),[ ポスター ]

021　瀬戸貴司，大橋圭明，菅原俊一，西尾誠人，武田真幸，
青江啓介，茂泉早苗，野村怜史，樋田豊明：METΔex14

変異陽性の進行 NSCLC を対象としたカプマチニブ第 II
相試験（GEOMETRY mono-1）: 日本人部分集団解析．
第 60 回日本肺癌学会学術集会，2019,( 大阪 ),[ 口演 ]

022　吉田達哉，仁保誠治，瀬戸貴司，秋元哲夫，坂巻顕太郎，
髙橋利明，西尾誠人，山本　昇，樋田豊明，岡本浩明，
倉田宝保，里内美弥子，後藤功一，山中竹春，大江裕一郎：
局所進行非扁平上皮 NSCLC に対する CDDP+S-1+TRT
と CDDP+PEM+TRT の無作為化第 II 相試験（SPEC-
TRA），第 60回日本肺癌学会学術集会，2019,( 大阪 ),[ 口演 ]

023　山口哲平，大矢由子，古田裕美，渡辺尚宏，上村剛大，
清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明：非小細胞肺癌における
背景肺の線維化と ICI 上市前後の予後の変，第 60 回日本
肺癌学会学術集会，2019,( 大阪 ),[ 口演 ]

024　大矢由子，清水淳市，古田裕美，山口哲平，渡辺尚宏，
上村剛大，堀尾芳嗣，黒田浩章，谷田部　恭，樋田豊明：
重複がんの有無と免疫チェックポイント阻害薬治療の
治療効果における関連．第 60 回日本肺癌学会学術集会，
2019,( 大阪 ),[ 口演 ]

025　上村剛大，大矢由子，古田裕美，山口哲平，渡辺尚宏，
清水淳市，堀尾芳嗣，谷田部　恭，樋田豊明：非小細胞
肺癌治療における抗 PD-1 阻害薬投与後の atezolizumab
の有効性，安全性の検討．第 60 回日本肺癌学会学術集会，
2019,( 大阪 ),[ ポスター ]　

026　大矢由子，山口哲平，田中　寛，渡辺尚宏，上村剛大，
清水淳市，堀尾芳嗣，立花弘之，黒田浩章，古平　毅，
樋田豊明：局所進行非小細胞肺癌に対する根治的化学放
射線療法における再発様式と予後の検討．第 60 回日本肺
癌学会学術集会，2019,( 大阪 ), [ ポスター ]

027　堀尾芳嗣，古田裕美，大矢由子，上村剛大，山口哲平，
渡辺尚宏，清水淳市，谷田部　恭，樋田豊明：ニボル
マブで長期完全寛解を得ている化学放射線治療後再発
の肺腺癌患者の１例．第 60 回日本肺癌学会学術集会，
2019,( 大阪 ),[ ポスター ]

028　大矢由子，樋田豊明，古田裕美，山口哲平，渡辺尚宏，
上村剛大，堀尾芳嗣，黒田浩章，谷田部　恭：アテゾリ

Mouhaer SL，Robeva A，Waldron-Lynch M，Garon EB 
：Capmatinib in METΔex14-mutated advanced non-small 
cell lung cancer (NSCLC): Efficacy data from the phase 
II GEOMETRY mono-1 study. North America Confer-
ence on Lung Cancer, 2019,(Chicago),[Oral]

010　Horiike A，Nishio M，Niho S，Yoshida T，Akimoto T，
Sakamaki K，Takahashi T，Seto T，Yamamoto N，Hida T，
Okamoto H，Kurata T，Satouchi M，Goto K，Yamana-
ka T，Ohe Y ：Randomized phase II study of CDDP+S-1 
vs CDDP+PEM combined with thoracic RT for locally 
advanced non-squamous NSCLC: SPECTRA study.  第
17 回日本臨床腫瘍学会学術集会，2019,( 京都 ),[ 口演 ]　

011　Yoshida T，Oya Y，Kikkawa M，Kuroda H，Hida T ：
Investigation on the working status during cancer treat-
ment in advanced NSCLC patients.  第 17 回日本臨床腫
瘍学会学術集会，2019,( 京都 ),[ 口演 ]

012　Shimomura K，Oya Y，Murotani K，Yamaguchi T，
Kagawa Y，Furuta H，Watanabe N，Uemura T，Shimizu J，
Horio Y，I naguma K，Kuroda H，Hida T，Yatabe Y，
Kajita M ：Association between early immune-related 
adverse events and clinical outcomes in NSCLC treated 
with pembrolizumab monotherapy.　第 17 回日本臨床腫
瘍学会学術集会，2019,( 東京 ),[ ポスター］

013　Yamaguchi T，Morise M，Shindoh J，Imaizumi K， 
Kimura T，Kogure Y，Sugino Y，Ikeda T，Hida T ：
A multicenter， prospective observational study of peg-
filgrastim for the management of febrile neutropenia 
during ramucirumab plus docetaxel for patients with 
advanced non-small cell lung cancer.　第 17 回日本臨床
腫瘍学会学術集会，2019,( 京都 ),[ ポスター ]

014　Oya Y，Yoshida T，Asada K，Oguri T，Inui N，Mori-
kawa S，Ito K，Kimura Duni E，Matsui T，Kubo A，
Kato T，Shindo J，Tsuda T，Okuno M，Hida T ：Low 
detection rate of EGFR driver and T790M mutation in 
plasma EGFR Mutation Test after acquired resistance 
to afatinib. 第 59 回日本呼吸器学会学術講演会，2019,( 東
京 ),[English poster discussion]

015　Katakami N，Akamatsu H，Hida T，Okamoto I，Taka-
hashi T，Maemondo M，Tanaka H，Kato T，Kim YH，
Imamura F，Shinkai M，Miranda M，Laus G，Uchida H，
Wu YL：Papadimitrakopoulou VA. Osimertinib vs plati-
num-pemetrexed in patients with EGFR T790M-positive 
NSCLC:AURA3 final OS．第60回日本肺癌学会学術集会，
2019,( 大阪 ),[ 口演 ]

016　山口哲平，伊藤健太郎，大矢由子，樋田豊明：実臨床に
おいてオシメルチニブを投与された 143 例の検討 .　第
59 回日本呼吸器学会学術講演会，2019,( 東京 ),[ ミニシン
ポジウム ]

017　高橋孝輔，伊藤健太郎，室谷健太，朝田和博，奥野元保，
木村智樹，久保昭仁，須田隆文，谷口浩和，畑地　治，
進藤　丈，國井英治，吉田達哉，今泉和良，樋田豊明：
EGFR-TKI の rechallenge を行った 541 例の検討 .　第 59
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licular lymphoma treated with first-line immune chemo-
therapy：The 10th JSH International Symposium 2019; 
2019,( 鳥羽 ),[ ポスター ]

005　Michinori Ogura，Kazuhito Yamamoto，Yasuo Morishi-
ma，Masashi Wakabayashi，Kensei Tobinai，Kiyoshi 
Ando，Naokuni Uike，Mitsutoshi Kurosawa，Hiroshi 
Gomyo，Masafumi Taniwaki，Kisato Nosaka，Norifu-
mi Tsukamoto，Tatsu Shimoyama，Noriko Fukuhara，
Yoshihiro Yakushijin，Kazunori Ohnishi，Kana Mi-
yazaki，Kenichi Sawada，Nobuyuki Takayama，Ichiro 
Hanamura，Hirofumi Kobayashi，Kensuke Usuki，
Naoki Kobayashi，Kazuma Ohyashiki，Takahiko Utsu-
mi，Kyoya Kumagai，Dai Maruyama，Ken Ohmachi，
Yoshihiro Matsuno，Shigeo Nakamura，Tomomitsu 
Hotta，Kunihiro Tsukasaki，Hirokazu Nagai，Lym-
phoma Study Group of Japan Clinical Oncology Group 
(JCOG)：LONG-TERM FOLLOW-UP OF JCOG0406 
STUDY: INTENSIVE IMMUNOCHEMOTHERAPY 
(R-HIGH CHOP/CHASER) FOLLOWED BY HIGH-
DOSE CHEMOTHERAPY (LEED) WITH AUTO-PB-
SCT IN UNTREATED MANTLE CELL LYMPHOMA, 
The 24th Congress of the European Hematology Associ-
ation,2019,(Amsterdam, Netherland),[Poster].

006　Mizuno Shohei，Masamitsu Yanada，Koji Kawamura，
Shingo Yano，Masayoshi Masuko，Naoyuki Uchida，
Yukiyasu Ozawa，Koji Iwato，Kazuteru Ohashi，Ka-
zuhiro Ikegame，Sung-Won Kim，Masatsugu Tanaka，
Tetsuya Eto，Yoshinobu Kanda，Takahiro Fukuda，
Yoshiko Atsuta，Akiyoshi Takami：Allogeneic stem cell 
transplantation in patients with Philadelphia chromo-
some-positive acute myeloid leukemia in Japan. The 61th 
Annual Meeting of American Society of Hematology, 
2019,(Florida),[Poster]

007　Naoto Takahashi，Tomoko Yoshioka，Takahiro Ko-
bayashi，Masahiro Kizaki，Tatsuya Kawaguchi，Rit-
suro Suzuki，Kazuhito Yamamoto，Kazunori Ohnishi，
Tomoki Naoe，and Itaru Matsumura：Second-generation 
Tyrosine Kinase Inhibitors for Chronic Myeloid Leuke-
mia with Additional Chromosomal Abnormalities, The 
61th Annual Meeting of American Society of Hematolo-
gy, 2019,(Orlando, Florida),[Poster]

008　Takaaki Ono, Naoto Takahashi, Masahiro Kizaki, Tatsuya 
Kawaguchi, Ritsuro Suzuki, Kazuhito Yamamoto, Kazu-
nori Ohnishi, Tomoki Naoe, and Itaru Matsumura：Prog-
nostic Effects of Pretreatment Statuses at Diagnosis in 
Patients with Chronic Myeloid Leukemia: Results of the 
New TARGET Observational Study 1, The 61th Annual 
Meeting of American Society of Hematology, 2019, (Or-
lando, Florida),[Poster]

009　Grzegorz S. Nowakowski, Annalisa Chiappella, Fangxin 
Hong, Randy D. Gascoyne, David W. Scott, William R. 
Macon, Rebecca L. King, Jennifer E. Amengual, Rich-

ズマブ投与後に一過性の胸水増加をきたした後に奏功を
得た ALK 融合遺伝子陽性肺腺癌の一例．第 115 回日本
肺癌学会中部支部会，2019,( 岐阜 ),[ 口演 ]

029　清水淳市，山口哲平，渡辺尚宏，上村剛大，古田裕美，
大矢由子，堀尾芳嗣，樋田豊明：愛知県がんセンターに
おける悪性胸膜中皮腫に対するニボルマブ投与の現状．
第１回日本石綿中皮腫学会学術集会，2019,(名古屋),[口演]

030　清水淳市，加藤了資，林秀　敏，千葉康敬，宮脇英里子，
尾崎智博，藤本大智，豊澤　亮，坂本信二郎，新屋智之，
知花賢治，横井　崇，岡田英明，秦　明登，福山誠一，
田幡江利子，長島聖二，濱元陽一郎，山本信之，中川和彦：
進行非小細胞肺癌に対する PD-1 阻害薬投与後の化学療
法の有効性を検討する大規模比較研究 (WJOG10217L)． 
第 60 回日本肺癌学会学術集会，2019,( 大阪 ),[ 口演 ]

031　清水淳市，古田裕美，大矢由子，渡辺尚宏，山口哲平，
上村剛大，堀尾芳嗣，樋田豊明，田近正洋，谷田部　恭：
非小細胞肺癌に対するベバシズマブ維持治療中に食道潰
瘍を来した 1例．第 115 回日本呼吸器学会東海地方学会，
2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

032　山口哲平，大矢由子，古田裕美，渡辺尚宏，上村剛大，
清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明：肺扁平上皮癌術後再発
に対し化学療法中に肺結核を合併した 1 例． 第 115 回日
本呼吸器学会東海地方学会，2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

033　山口哲平，森瀬昌宏，後藤康洋，進藤　丈，木村智樹，
小暮啓人，杉野安輝，池田拓也，今泉和良：非小細胞
肺癌に対する RAM+DTX 療法のペグフィルグラスチム
併用時の FN 発現割合に関する他施設共同前向き観察研
究（CJLSG1602)，第 17 回 日本臨床腫瘍学会学術集会，
2019,( 京都 ),[ 口演 ]

血液・細胞療法部

001　Kazuhito Yamamoto：Integrating BTK and Other New 
Targets in MCL, 2nd Global Summit on Hematologic 
Malignancies in Tokyo, 2019,(Maihama, Chiba),[Oral]

002　Harumi Kato, Toko Saito, Hidetsugu Mihara, Hirofu-
mi Taji ,Yasushi Yatabe, Shigeo Nakamura, Tomohiro 
Kinoshita, and Kazuhito Yamamoto：Incidence and 
characteristics of patients with nodular lymphocyte 
predominant Hodgkin lymphoma；Annual Hematological 
Malignancies Summit in Tokyo；2019,(Tokyo ),[ ポスター ]

003　Harumi Kato, Toko Saito, Hidetsugu Mihara, Hirofu-
mi Taji ,Yasushi Yatabe, Shigeo Nakamura, Tomohiro 
Kinoshita, and Kazuhito Yamamoto：Incidence and char-
acteristics of patients with nodular lymphocyte predom-
inant Hodgkin lymphoma;The 10th JSH International 
Symposium 2019; 2019,( 鳥羽 ),[ ポスター ]

004　Toko Saito, Harumi Kato, Naoyuki Tange, Tomohi-
ro Kinoshita, Hirofumi Taji, Yasushi Yatabe, Shigeo 
Nakamura, and Kazuhito Yamamoto：Comparison of 
different definition of GELF criteria in patients with fol-
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藤省一 , 谷田部　恭 , 山本一仁：Safety profile of benda-
mustine in combination with obinutuzumab or rituximab 
for follicular lymphoma; 第 81 回日本血液学会学術集
会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

016　上田格弘 , 全並正人 , 鳥居弥寿子 , 石栗有美 , 足立佳
也 , 木原里香，綿本浩一：自家末梢血造血幹細胞移植非
適応の再発びまん性大細胞B細胞性リンパ腫患者の予後：
第 81 回日本血液学会学術集会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

017　内田圭一，加藤春美，柳田正光，田地浩史，齋藤統子，
加藤省一，谷田部　恭，山本一仁：濾胞性リンパ腫に対
する OB 療法または BR 療法の安全性に関する検討 , 第
81 回日本血液学会学術集会総会 , 2019,( 東京 ),[ ポスター ]

018　大間知謙，木下朝博，飛内賢正，小川岳人，水谷友紀，
山内寛彦，福原規子，内田俊樹 , 山本一仁，宮崎香奈，
塚本憲史，飯田真介，内海貴彦，吉田　功，今泉芳孝，
徳永隆之 , 吉田真一郎，正木康史，村山　徹，薬師神芳
洋，末廣陽子，野坂生郷，土橋史明，黒田純也，高松　泰，
丸山　大，安藤　潔，石澤賢一，小椋美知則，吉野　正，
堀田知光，塚崎邦弘，永井宏和：Randomized phase II/
III study of R-CHOP vs CHOP with dose-dense ritux-
imab in DLBCL: JCOG0601, 第 81 回日本血液学会学術集
会総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ]

019　照井康仁，丸山　大，山本一仁，福原規子，崔日　承，
黒田純也，安藤　潔，服部　晶 , 飛内賢正：Final results 
from a Japanese phase 2 study of Nivolumab in Re-
lapsed/Refractory Hodgkin Lymphoma, 第 81 回日本血
液学会学術集会総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ]

020　吉岡智子，高橋直人，木崎昌弘，川口辰哉，鈴木律朗，
山 本 一 仁， 大 西 一 功， 直 江 知 樹 , 松 村　 到：The 
2G-TKIs can overcome poor prognosis of CML patients 
with ACAs:the New TARGET study 1, 第 81 回日本血液
学会学術集会総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ]

021　山本一仁，高橋直人，湯田淳一朗，木崎昌弘，川口辰
哉，鈴木律朗，大西一功，直江知樹，松村　到：Lack of 
negative impact of BCR-ABLINS35bp on the outcome of 
CML: An analysis from the New TARGET 1, 第 81 回日
本血液学会学術集会総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ]

022　小野孝明，高橋直人，木崎昌弘，川口辰哉，鈴木律朗，
山本一仁，大西一功，直江知樹 , 松村　到：Impact of 
Charlson Comorbidity Index in chronic myeloid leuke-
mia: results of the New TARGET study 1, 第 81 回日本
血液学会学術集会総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ]

023　柳田正光，小沼貴晶，鍬塚八千代，近藤忠一，河田岳人，
高橋　聡，内田直之，宮腰重三郎，田中正嗣，小澤幸泰，
澤　正史，中前博久，青墳信之，諫田淳也，高梨美乃子，
神田善伸，熱田由子，矢野真吾：成人急性骨髄性白血
病に対する同種造血細胞移植に用いる臍帯血ユニッ
ト選択に関する検討 : 第 81 回日本血液学会学術集会
総会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

024　水野昌平，柳田正光，河村浩二，水谷元紀，増子正義，
内田直之，小澤幸泰，岩戸康治，大橋一輝，池亀和博，
金成元，金森平和，衛藤徹也，神田善伸，福田隆浩，熱

ard F. Little, John P. Leonard, Jonathan W. Friedberg, 
Lale Kostakoglu, Wojciech Jurczak, Kazuhito Yamamoto, 
Myron Czuczman, Jacqueline Russo, Krista Hudak, Jing-
shan Zhang, Steve Wade,Thomas E. Witzig, Brad S. Kahl, 
and Umberto Vitolo：Factors That Potentially Impact 
Lenalidomide/R-CHOP (R2-CHOP) Efficacy in Previously 
Untreated Diffuse Large B-Cell Lymphoma in the RO-
BUST and ECOG-ACRIN 1412 Studies, The 61th Annual 
Meeting of American Society of Hematology, 2019,(Or-
lando, Florida),[Poster]

010　Annalisa Chiappella, Thomas E. Witzig, Kim Cocks, 
Mike Greenwood, Abi Williams, David W. Scott, Randy D. 
Gascoyne, Kazuhito Yamamoto, Wojciech Jurczak, Muhit 
Özcan, David Belada, Juan Miguel Bergua Burgues, 
Francesco Piazza, Carlo Visco, Gerardo Musuraca, San-
dra Margunato-Debay, Myron Czuczman, Merry Zhai, 
Julia Braverman, Umberto Vitolo and Grzegorz S. Nowa-
kowski：Quality of Life Was Not Negatively Impacted by 
the Addition of Lenalidomide to R-CHOP Chemotherapy 
Compared with Placebo Plus R-CHOP Chemotherapy 
in Patients with Previously Untreated Activated B-cell 
Type Diffuse Large B-cell Lymphoma: Health-Related 
Quality of Life Analysis of the International ROBUST 
Study, The 61th Annual Meeting of American Society of 
Hematology, 2019, (Orlando, Florida),[Poster]

011　 Dai Maruyama, Kiyoshi Ando, Kazuhito Yamamoto, Eiji 
Kiyohara, Yasuhito Terui, Noriko Fukuhara, Tomomitsu 
Miyagaki, Hidetsugu Kawai, Yoshiki Tokura, Mamiko 
Sakata, Tadahiko Igarashi, Junya Kuroda, Jiro Fujita, 
Toshiki Uchida, Takayuki Ishikawa, Kentaro Yonekura, 
Koji Kato, Tadashi Nakanishi, Kenya Naka, Risa Matsun-
aga, Kensei Tobinai：Phase 2 study of E7777, a diphthe-
ria toxin fragment-interleukin-2 fusion protein, in Japa-
nese patients with relapsed or refractory, peripheral and 
cutaneous T-cell lymphoma, The 61th Annual Meeting 
of American Society of Hematology, 2019,(Orlando, Flor-
ida),[Poster]

012　加藤光次，山本一仁，石川隆之，Kathryn Humphrey, Su 
Young Kim, 大久保澄子，伊豆津宏二：Phase 2 Study 
of Venetoclax (VEN) Combined with Rituximab (RX) in 
Japanese (JPN) Patients (pts) with Relapsed/Refractory 
(R/R) Chronic Lymphocytic Leukemia (CLL), 第 59 回日
本リンパ網内系学会総会 , 2019,( 出雲 ),[Poster]

013　山本一仁：リンパ腫治療が変わる？重要臨床試験の結果
を読み解く : ホジキンリンパ腫 , 日本リンパ網内系学会リ
ンパ腫エキスパート養成セミナー 2019, 2019,( 東京 ),[ 口
演 ]

014　鏡味良豊 , 内山　進 , 加藤春美 , 山本一仁 , 瀬戸加大：
IL2 および IL4 とは異なる活性化機構を持つ、IL2/IL4
依存性 ATLL 細胞株の樹立： 第 59 回日本リンパ網内系
学会総会 ,2019,( 出雲 ),[ ポスター ]

015　内田圭一 , 加藤春美 , 柳田正光 , 田地浩史 , 齋藤統子 , 加
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and Eastern Cooperative Oncology Group performance 
status (ECOG PS) at baseline on patient (pt) outcomes in 
lenvatinib-treated radioiodine-refractory differentiated 
thyroid cancer (RR-DTC).ASCO,2019,(Chicago),[Poster]

005　Lustberg MB, Pfeiffer P, Qvortrup C, Muro K, Bengtson 
MH, Nittve M, Sonesson C, Nagahama F, Sonehara Y, 
Carlsson CS：The Global POLAR program: Two pivotal 
placebo-controlled studies of calmangafodipir used on 
top of modified FOLFOX6 to prevent chemotherapy-in-
duced peripheral neuropathy (CIPN). ASCO,2019,(Chi-
cago),[TPS]

006　Jogo T, Nakamura Y, Komatsu Y, Kato K, Shinozaki E, 
Bando H, Kato T, Nishina T, Esaki T, Fujii S, Suzuki M, 
Fuse N, Sato A, Nomura S, Lefterova M, Odegaard J, Ebi 
H, Yoshino T：TiFFANY study: A multicenter phase II 
basket-type clinical trial to evaluate efficacy and safety 
of pan-FGFR inhibitor TAS-120 for advanced solid malig-
nancies with FGFR alterations identified by circulating 
tumor DNA. ASCO,2019,(Chicago),[TPS]

007　Bando H, Kotani D, Tsushima T, Hara H, Kadowaki S, 
Kato K, Chin K, Yamaguchi K, Kageyama S, Hojo H, 
Wakabayashi M, Fukutani M, Togashi Y, Fuse N, Nishi-
kawa H, Kojima T：TENERGY: Multicenter phase II 
study of atezolizumab monotherapy following definitive 
chemoradiotherapy with 5-FU plus cisplatin in patients 
with locally advanced esophageal squamous cell carcino-
ma. ASCO,2019,(Chicago),[TPS]

008　Yoshino T, Bando H, Tsukada Y, Inamori K, Yuki S, 
Komatsu Y, Homma S, Uemura M, Kato T, Kotani D, 
Fukuoka S, Sasaki T, Nishizawa Y, Nakamura N, Wak-
abayashi M, Kojima M, Togashi Y, Sato A, Nishikawa 
H, Ito M: Voltage:Investigator-initiated clinical trial of 
nivolumab monotherapy and subsequent radical surgery 
following preoperative chemoradiotherapy in patients 
with microsatellite stable locally advanced rectal cancer. 
ASCO,2019,(Chicago),[Poster]

009　Masuishi T, Moriwaki T, Fukuoka S, Takashima A, 
Kumekawa Y, Kajiwara T, Yamazaki K, Esaki T, Makiya-
ma A, Denda T, Satake H, Suto T, Sugimoto N, Katsumata 
K, Ishikawa T, Kashiwada T, Oki E, Komatsu Y, Yoshimu-
ra K, Shimada Y：Predictive factors for early mortality 
after initiation of regorafenib or trifluridine/tipiracil in 
refractory metastatic colorectal cancer. ASCO,2019,(Chi-
cago),[Poster]

010　Metges J, Franc¸ois E, Shah M, Adenis A, Enzinger P, 
Kojima T, Muro K, Bennouna J, Hsu C, Moriwaki T, Kim 
S, Lee S, Kato K, Shen L, Qin S, Ferreira P, Wang R, 
Bhagia P, Kang S, Doi T：The phase 3 KEYNOTE-181 
study: pembrolizumab versus chemotherapy as sec-
ond-line therapy for advanced esophageal cancer. ES-
MO-GI,2019,(Barcelona),[Oral]

011　Yoshino T, Bando H, Tsukada Y, Inamori K, Yuki S, 

田由子，矢野真吾，高見昭良：フィラデルフィア染色
体陽性急性骨髄性白血病の同種移植成績：第 81 回日
本血液学会学術集会総会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

025　内田圭一，加藤春美，柳田正光，田地浩史，齋藤統子，
加藤省一，谷田部　恭，山本一仁：濾胞性リンパ腫に対
する OB 療法または BR 療法の安全性に関する検討：
第81回日本血液学会学術集会総会 ,2019,( 東京 ),[口演]

026　丸山　大，福原規子，伊豆津宏二，内田俊樹，楠本　茂，
黒田純也，入山智沙子，柳田正光，塚本憲史，末廣陽子，
南　博信，永井宏和，増田茂夫，飛内賢正：再発または
難治性の日本人低悪性度 B 細胞リンパ腫患者に対す
るコパンリシブの第 Ib/II 相試験：第 81 回日本血液
学会学術集会総会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

027　下村良充，原　正彦，平林茂樹，近藤忠一，水野昌平，
内田直之，河北敏郎，土岐典子 , 福田隆浩，和氣　敦，
神田善伸，木村貴文，一戸辰夫，熱田由子，柳田正光：
非寛解急性骨髄性白血病における Flu/Bu4/Mel と従来
型骨髄破壊的前処置の比較：第 42 回日本造血細胞移植学
会総会 , 2020,( 東京 ),[ 口演 ]

028　山崎　聡，青木　淳，森　甚一，水野昌平，内田直之，
大橋一輝，福田隆浩，池亀和博 , 衛藤徹也，小澤幸泰，
田中正嗣，日髙道弘，岩戸康治，澤　正史，一戸辰夫，
神田善伸 , 熱田由子，柳田正光，矢野真吾：髄外性骨髄
腫瘤を伴った AML に対する同種造血幹細胞移植に関
する後方視的解析：第 42 回日本造血細胞移植学会総会 , 
2020,( 東京 ).[ 口演 ]

薬物療法部

001　Muro K：Are There Geographical Variations in Immu-
notherapy Outcome Around the Globe?. ASCO,2019,(Chi-
cago),[Education Session]

002　Wainberg ZA, Yoon HH, Catenacci DV.T, Jalal SI, Muro 
K, Garrido M, Golan T, Doi T, Geva R, Ku GY, Bleeker 
JS, Bang Y-J, Hara H, Chung HC, Wang JD, Hazzard A, 
Shah S, Fuchs CS：Efficacy and safety of pembrolizum-
ab (pembro) alone or in combination with chemotherapy 
(chemo) in patients (pts) with advanced gastric or gas-
troesophageal (G/GEJ) cancer: Long-term follow up from 
KEYNOTE-059. ASCO,2019,(Chicago),[Poster]

003　Shah MA, Adenis A, Enzinger PC, Kojima T, Muro K, 
Bennouna J, Francois E, Hsu C-H, Moriwaki T, Kim 
S-B, Lee S-H, Kato K, Shen L, Qin S, Ferreira P, Wang 
R, Bhagia P, Kang S.P, Metges J-P, Doi T：Pembroli-
zumab versus chemotherapy as second-line therapy for 
advanced esophageal cancer: Phase 3 KEYNOTE-181 
study. ASCO,2019,(Chicago),[Poster]

004　Wirth LJ, Leboulleux S, Kiyota N, Tahara M, Muro K, 
Ahn M-J, Ando Y, Taylor MH, Takahashi S, Kim S-B, Mi-
sir S, Dutcus CE, Xie R, Joshi PR, Hughes BGM, Aller J, 
Krzyzanowska MK, Capdevila J：Influence of tumor size 
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020　Sunakawa Y, Takahashi Y, Inoue E, Sakamoto Y, Kawa-
bata R, Yabusaki H, Matsuyama J, Ishiguro A, Takahashi 
M, Akamaru Y, Kito Y, Makiyama A, Yasui H, Kawakami 
H, Nakajima T.E, Muro K, Matoba R, Ichikawa W., Fujii 
M：Interim analysis of an observational/translational 
study for nivolumab treatment in advanced gastric can-
cer: JACCRO GC-08 (DELIVER trial). ESMO,2019,(Barce-
lona),[Poster]

021　Hirata K, Hamamoto Y, Tsuchihashi K, Kondoh C, Ya-
mazaki K, Hironaka S, Ando M, Imamura C.K., Yoshimu-
ra K, Muro K：Randomized phase II trial of weekly 
paclitaxel 1 ramucirumab versus weekly nab-paclitaxel 
1 ramucirumab for unresectable advanced or recurrent 
gastric cancer with peritoneal dissemination refractory 
to first-line therapy: WJOG10617G/P-SELECT. ES-
MO,2019,(Barcelona),[Trial in Progress Poster]

022　Van Cutsem E, Amonkar M, Fuchs C.S., Alsina M, 
€Ozgu¨ roglu M., Bang Y-J, Chung H.C., Muro K, Goek-
kurt E, Benson A, Sun W, Wainberg Z.A., Norquist J, 
Chen X, Shih C-S, Shitara K：Impact of pembrolizumab 
(pembro) versus paclitaxel on health-related quality 
of life (HRQoL) in patients with advanced gastric or 
gastroesophageal junction (GEJ) cancer that has pro-
gressed after firstline chemotherapy (KEYNOTE-061). 
ESMO,2019,(Barcelona),[Poster]

023　Nakamura Y, Okamoto W, Kato T, Hasegawa H, Kato 
K, Iwasa S, Esaki T, Komatsu Y, Masuishi T, Nishina T, 
Nomura S, Fukui M, Matsuda S, Sato A, Fujii S, Ode-
gaard J.I., Olsen S, Yoshino T：TRIUMPH: Primary 
efficacy of a phase II trial of trastuzumab (T) and per-
tuzumab (P) in patients (pts) with metastatic colorectal 
cancer (mCRC) with HER2 (ERBB2) amplification (amp) 
in tumour tissue or circulating tumour DNA (ctDNA): A 
GOZILA sub-study. ESMO,2019,(Barcelona),[poster dis-
cussion]

024　Yamazaki N, Kikuchi K, Nozawa K, Fukuda H, Shibata T, 
Hamaguchi T, Takashima A, Shoji H, Boku N, Takatsuka 
S, Takenouchi T, Nishina T, Hino K, Yoshikawa S, Ya-
mazaki K, Takahashi M, Hasegawa A, Bando H, Masuishi 
T, Kiyohara Y：Primary analysis results of randomized 
controlled trial evaluating reactive topical corticosteroid 
strategies for the facial acneiform rash by EGFR inhib-
itors (EGFRIs) in patients (pts) with RAS wild-type (wt) 
metastatic colorectal cancer (mCRC): FAEISS study. ES-
MO,2019,(Barcelona),[Late Breaking Abstracts]

025　Cho B.C., Kato K, Takahashi M, Okada M, Lin C-Y, Chin 
K, Kadowaki S, Ahn M-J, Hamamoto Y, Doki Y, Yen C-C, 
Kubota Y, Kim S-B, Hsu C-H, Holtved E, Xynos I, Kodani 
M, Kitagawa Y：Nivolumab versus chemotherapy in 
advanced esophageal squamous cell carcinoma (ESCC): 
The phase III ATTRACTION-3 study. ESMO,2019,(Bar-
celona),[Late Breaking Abstracts]

Komatsu Y, Homma S, Uemura M, Kato T, Kotani D, 
Fukuoka S, Sasaki T, Nishizawa Y, Nakamura N, Waka-
bayashi M, Kojima M, Togashi Y, Sato A, Nishikawa H, 
Ito M：VOLTAGE: Investigator-initiated clinical trial of 
nivolumabmonotherapy and subsequent radical surgery 
following preoperative chemoradiotherapy in patients 
with microsatellite stable locally advanced rectal cancer. 
ESMO-GI,2019,(Barcelona),[Oral]

012　Watanabe J, Sato T, Kagawa Y, Oki E, Kuboki Y, Ikeda M, 
Ueno H, Kato T, Kusumoto T, Masuishi T, Yamaguchi K, 
Kanazawa A, Nishina T, Uetake H, Yamanaka T, Yoshino 
T：SUNRISE-DI study: decision impact of the 12-gene 
recurrence score (12-RS) assay on adjuvant chemother-
apy recommendation for stage II and IIIA/B colon can-
cer. ESMO-GI,2019,(Barcelona),[Oral]

013　Kadowaki S, Izawa N, Minashi K, Nishina T, Yamanaka T, 
Muro K, Sunakawa Y, Hironaka S, Kajiwara T, Kawakami 
Y, Nakajima T：Multicenter phase I/II study of nivolum-
ab combined with paclitaxel plus ramucirumab as the 
second-line treatment in patients with advanced gastric 
cancer. ESMO-GI,2019,(Barcelona),[Short Oral]

014　Kang Y, Chin K, Chung H, Kadowaki S, Oh S, Nakayama 
N, Lee K, Hara H, Chung I, Tsuda M, Park S, Hosaka 
H, Hironaka S, Miyata Y, Ryu M, Takeuchi M, Baba H, 
Hyodo I, Bang Y, Boku N: A phase III study of TAS-
118 plus oxaliplatin versus S-1 plus cisplatin as first-line 
chemotherapy in patients with advanced gastric cancer 
(SOLAR study). ESMO-GI,2019,(Barcelona),[Late Break-
ing Abstracts]

015　Muro K, Uetake H, Tsuchihara K, Shitara K, Yamazaki K, 
Ota M, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu Y, Kato T, Ya-
manaka K, Mori I, Soeda J, Hihara M, Yamanaka T, Aka-
gi K, Ochiai A, Yoshino T：PARADIGM study: A multi-
center, randomized, phase III study of mFOLFOX6 plus 
panitumumab or bevacizumab as first-line treatment in 
patients with RAS (KRAS/NRAS) wild-type metastatic 
colorectal cancer. ESMO-GI,2019,(Barcelona),[Poster]

016　Muro K（Chair）：Pushing forward with immunothera-
py in upper GI cancers. ESMO,2019,(Barcelona),[Special 
Symposium]

017　Muro K（Speaker）：Combination strategies: Primary 
tumour location specific or agnostic. ESMO,2019,(Barce-
lona),[Special Symposium]

018　Muro K（Chair）：Gastrointestinal tumours, non-colorec-
tal. ESMO,2019,(Barcelona),[Proffered Paper]

019　Kawakami T, Masuishi T, Kawamoto Y, Go H, Shirasu H, 
Kato K, Kumanishi R, Sawada K, Yamamoto K, Yuki S, 
Komatsu Y, Yasui H, Muro K, Yamanaka T, Yamazaki K：
The impact of late-line treatment on overall survival (OS) 
from the initiation of first-line chemotherapy (CT) for 
patients (pts) with metastatic colorectal cancer (mCRC). 
ESMO,2019,(Barcelona),[Poster]
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Y, Kawakami Y, Nakajima ET：A phase I/II study of 
nivolumab, paclitaxel, and ramucirumab as second-line 
in advanced gastric cancer. ASCO-GI,2020,(SanFrancis-
co),[Poster Session]

033　Chen L-T, Kang Y-K, Satoh T, Chao Y, Kato K, Chung 
HC, Chen J-S, Muro K, Kang WK, Yoshikawa T, Oh 
SC, Tamura T, Lee KW, Boku N：A phase III study 
of nivolumab (Nivo) in previously treated advanced 
gastric or gastric esophageal junction (G/GEJ) can-
cer (ATTRACTION-2): Three-year update data. AS-
CO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Session]

034　Elboudwarej E, Brachmann C, Catenacci DV.T, Cunning-
ham D, Cutsem EV, Kennedy RD, Lambe S, Logan GE, 
Metges JP, Muro K, Satoh T, Takashima A, Wainberg ZA, 
Walker SM, Yamaguchi K, Zavodovskaya M, Patterson 
SD, Bhargava P, Boku N, Shah MA：Identication of can-
cer hallmarks associated with benet in advanced gastro-
esophageal adenocarcinoma patients treated with check-
point blockade. . ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster 
Session]

035　Wainberg ZA, Fuchs CS, Tabernero J, Shitara K, Muro K, 
Cutsem EV, Bang Y-J, Chung HC, Yamaguchi K, Varga 
E, Chen J-S, Hochhauser D, Thuss-Patience PC, Al-Ba-
tran S-E, Garrido M, Kher U, Shih C, Shah S, Bhagia P, 
Chao J：Ecacy of pembrolizumab (pembro) monother-
apy versus chemotherapy for PD-L1–positive (CPS ≥10) 
advanced G/GEJ cancer in the phase II KEYNOTE059 
(cohort 1) and phase III KEYNOTE-061 and KEY-
NOTE-062 studies. ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster 
Session]

036　Muro K, Ajani JA, Wainberg ZA, Kno derer H, Wei R, 
Chatterjee A, Abada P, Ohtsu A：Neutrophil-to-lympho-
cyte ratio as a prognostic factor and its relationship 
to patient (pt) outcomes in the RAINBOW trial. AS-
CO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Session]

037　Chao J, Fuchs CS, Shitara K, Tabernero J, Muro K, Cut-
sem EV, Bang Y-J, Vita FD, Landers GA, Yen C-J, Chau I, 
Elme A, Lee J, Ozguroglu M, Catenacci, Li X, Shih C-S, 
Shah S, Bhagia P, Wainberg ZA：Pembrolizumab (pembro) 
in microsatellite instability-high (MSI-H) advanced gas-
tric/gastroesophageal junction (G/GEJ) cancer by line of 
therapy. ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Session]

038　Tsuji A, Yoshino T, Yamanaka T, Bando H, Satake H, Ya-
mazaki K, Taniguchi H, Oki E, Kotaka M, Oba K, Miyata Y, 
Muro K, Komatsu Y, Baba H, Kato T：Quattro-II study: 
A multicenter randomized phase II study comparing 
capoxiri plus bevacizumab with FOLFOXIRI plus beva-
cizumab in patients with metastatic colorectal cancer as 
the rst-line treatment. ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Tri-
al in Progress Poster Session]

039　Izawa N, Shitara K, Masuishi T, Denda T, Yamazaki K, 
Moriwaki T, Okuda H, Kondoh C, Nishina T, Makiyama 

026　Muro K:”Guideline harmonisations and international 
consensus”Pan-Asian adapted ESMO Clinical Practice 
Guidelines for the management of patients with meta-
static gastric cancer. ESMO ASIA,2019, (シンガポール ), 
[ESMO-JSMO　Collaborative Session]

027　Kumanishi R, Mitani S, Kadowaki S, Matsushima T, 
Takahashi N, Ogata T, Yasui H, Ogata M, Satake H, Na-
rita Y, Masuishi T, Bando H, Hara H, Muro K：Ecacy 
and safety of nivolumab and irinotecan as third-line 
chemotherapy for advanced gastric cancer: A multi-in-
stitutional retrospective study. ASCO-GI,2020,(SanFran-
cisco),[Poster Session]

028　Tsukada Y, Ito M, Nakamura N, Ito Y, Bando H, Ando 
M, Onaya H, Ikeda M, Sekimoto M, Kadota T, Katayama 
H, Mizusawa J, Fukuda H, Kanemitsu Y：A phase III 
randomized controlled trial comparing surgery plus 
adjuvant chemotherapy with or without preoperative 
chemoradiotherapy for locally recurrent rectal cancer: 
A Japan Clinical Oncology Group study (JCOG1801). . 
ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Trial in Progress Poster 
Session]

029　Nakamura Y, Taniguchi H, Bando H, Kato K, Esaki T, 
Komatsu Y, Takahashi N, Ueno M, Kagawa Y, Nishina T, 
Kato T, Yamamoto Y, Furuse J, Denda T, Kawakami H, 
Oki E, Sunakawa Y, Satoh T, Yoshino T, Ohtsu A：Utility 
of circulating tumor DNA (ctDNA) versus tumor tissue 
clinical sequencing for enrolling patients (Pts) with ad-
vanced gastrointestinal (GI) cancer to matched clinical 
trials: SCRUM-Japan GI-SCREEN and GOZILA Com-
bined Analysis. Presented Saturday. ASCO-GI,2020,(San-
Francisco),[General Session]

030　Kato T, Bando H, Tsukada Y, Inamori K, Uemura M, 
Yuki S, Komatsu Y, Homma S, Kotani D, Fukuoka S, 
Sasaki T, Nishizawa Y, Nakamura N, Wakabayashi M, 
Kojima M, Togashi Y, Sato A, Nishikawa H, Yoshino T, 
Ito M：VOLTAGE-B study: Nivolumab monotherapy 
and subsequent curative surgery following preoperative 
chemoradiotherapy in patients with locally recurrent 
rectal cancer (LRRC) without previous radiotherapy. AS-
CO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Session]

031　Izawa N, Shitara K, Masuishi T, Denda T, Yamazaki K, 
Moriwaki T, Okuda H, Kondoh C, Nishina T, Makiyama 
A, Baba H, Yamaguchi H, Nakamura M, Sunakawa Y, 
Akiyoshi K, Sato M, Yonesaka K, Yoshino T, Yamanaka T, 
Muro K：Vascular endothelial growth factor (VEGF)-D 
and clinical outcomes in metastatic colorectal cancer 
(mCRC) patients (pts) treated with second-line FOLF-
IRI plus bevacizumab (Bev): A biomarker study of the 
WJOG 6210G trial. ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster 
Session]

032　Hironaka S, Kadowaki S, Izawa N, Nishina T, Yamanaka 
T, Minashi K, Muro K, Sunakawa Y, Kajiwara T, Hayashi 
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047　室　圭：食道癌治療に関する臨床試験の最新報告 . 食道
学会 ,2019,( 福岡 ),[ トピックセッション ]

048　坂東英明：血中循環腫瘍DNAの検出と乳癌診断マーカー
への応用 . 日本がん分子標的治療学会学術集会 ,2019,( 大
坂 ),[ シンポジウム ]

049　室　圭：転移性大腸癌薬物療法における後方ラインの意
義 . 臨床腫瘍学会 , メディカルセミナー , 京都 , 2019. 7 月　
MeS-25

050　舛石俊樹：RAS 野生型大腸がんの治療戦略 . 臨床腫瘍学
会 ,2019,( 京都 ),[ メディカルセミナー ]

051　庄司広和 , 工藤千恵 , 高石官均 , 高橋直樹 , 傳田忠道 , 川
上武志 , 山口研成 , 古瀬純司 , 森脇俊和 , 高野利美 ,　澤
田亮一 , 宮本敬大 , 今関　洋 , 青木一教 , 室　圭 , 朴　成
和：標準治療に不応不耐進行胃癌患者に対する Nivolum-
ab 療法の Biomarker 研究（WJOG10417GTR）. 臨床腫
瘍学会 ,2019,( 京都 ),[ ミニシンポジウム ]

052　坂東英明 , 室　圭 , 舛石俊樹 , 門脇重憲 , 谷口浩也 , 小谷
大輔 , 久保木恭利 , Scott Kopetz, Axel Grothey, Rona 
Yaeger, Jayesh Desai, Fortunato Ciardiello, Harpreet 
Wasan, Eric Van Cutsem, Victor Sandor, Kati 
Maharry, Janna Christy-Bittel, Ashwin Gollerkeri, 
Josep Tabernero, 吉野孝之：ENCO+BINI+CETUX in 
Japanese Patients With BRAF V600E-Mutant mCRC: A 
Safety Lead-in Study to the BEACON CRC Study. 臨床
腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Mini-Oral Abstract Session]

053　中井真由美 , 小島勇貴 , 栗原幸司 , 室　圭 , 坂　英雄：が
ん診療連携拠点病院における抗がん薬曝露対策実践の障
壁と課題 . 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Mini-Oral Abstract 
Session]

054　坂東英明：RAS/BRAF 変異検査・ミスマッチ修復機能
検査 . 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[ ガイドライン委員会企
画 ]

055　松岡　宏 , 賀川義規 , 大田貢由 , 牧山明資 , 秋吉宏平 , 傳
田忠道 , 松田　宙 , 山田康秀 , 森田智視 , 坂本純一 , 室　
圭 , 中村将人 , 小髙雅人 , 仁科智裕 , 薮野太一 , 松井隆
則 , 岩佐　悟 , Tae Won Kim, Rui-Hua Xu, Young Suk 
Park：The effcacy and safety of FOLFIRI+BEV/mX-
ELIRI+BEV by UGT1A1 polymorphisms in metastatic 
colorectal cancer AXEPT trial. 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京
都 ),[Mini-Oral Abstract Session]

056　松本光史 , 安藤正志 , 藤原康弘 , 南　博信 , 堀口　淳 , 神
野浩光 , 井本　滋：Nationwide questionnaire regarding 
the dosedense AC-P as perioperative chemotherapy: 
JSMO and JBCS joint survey. 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京
都 ),[Mini-Oral Abstract Session]

057　坂井和子 , 岡本　渉 , 岡村　修 , 安井久晃 , 宮本裕士 , 杉
本直俊 , 船越信介 , 佐藤巳喜夫 , 宮田佳典 , 田村孝雄 , 小
髙雅人 , 篠崎勝則 , 牧山明資 , 朴　成和 , 兵頭一之介 , 山
﨑健太郎 , 廣中秀一 , 山中竹春 , 室　圭 , 西尾和人：ctD-
NA mutations correlate with effcacy of mFOLFOX6/
XELOX plus bevacizumab in mCRC patients (WJOG-
7612GTR). 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Mini-Oral Abstract 

A, Baba H, Yamaguchi H, Nakamura M, Tsuji A, Esa-
ki T, Miyata Y, Kotaka M, Yamanaka T, Nakajima TE, 
Muro K：Analysis of early tumor shrinkage (ETS) and 
depth of response (DpR) in metastatic colorectal cancer 
(mCRC) patients (pts) treated with second-line FOLFIRI 
plus panitumumab (Pani) or bevacizumab (Bev): Results 
from a randomized phase II WJOG6210G trial. AS-
CO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Session]

040　Nakajima H, Fukuoka S, Moriwaki T, Masuishi T, 
Takashima A, Kumekawa Y, Kajiwara T, Yamazaki K, 
Komoda M, Makiyama A, Denda T, Hatachi Y, Suto T, 
Sugimoto N, Enomoto M, Ishikawa T, Kashiwada T, Oki E, 
Gosho M, Shimada Y：Clinical impact of primary tumor 
location in patients with metastatic colorectal cancer 
(mCRC) treated with regorafenib or triuridine/tipiracil 
as later-line. . ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Ses-
sion]

041　Taniguchi H, Yuki S, Shiozawa M, Masuishi T, Nishina 
T, Kagawa Y, Takahashi N, Yasui H, Denda T, Sunakawa 
Y, Yamazaki K, Esaki T, Kawakami H, Kato T, Yoshida K, 
Takashima A, Ohmiya H, Nomura S, Ohtsu A, Yoshino 
T：Plasma VEGF-D and PlGF levels according to prior 
use of biologics among metastatic colorectal cancer: 
Preliminary results from GI-SCREEN CRC-Ukit study. 
ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Session]

042　Kawakami T, Yamamoto S, Mitani S, Esaki T, Tsuji Y, 
Izawa N, Kawakami K, Yamamoto Y, Makiyama A, Ya-
mazaki K, Masuishi T, Nakajima TE, Okuda H, Moriwaki 
T, Boku N：The treatment strategy of the second-line 
chemotherapy for metastatic colorectal cancer (mCRC) 
patients (pts) with early progression in the rst-line 
chemotherapy with bevacizumab (BEV), BEV beyond 
progression (BBP), or non-BBP. ASCO-GI,2020,(SanFran-
cisco),[Poster Session]

043　Nozawa K, Masuishi T, Kumanishi R, Nakazawa T, Ogata 
T, Matsubara Y, Kato K, Narita Y, Honda K, Bando H, 
Kadowaki S, Andoh M, Tajika M, Muro K：Negative 
impact of cachexia during chemotherapy on survival as 
rst-line chemotherapy for metastatic colorectal cancer. 
ASCO-GI,2020,(SanFrancisco),[Poster Session]

044　室　圭：ステージⅣ・再発の MSI-high 固形癌に対する
診療体制と免疫チェックポイント阻害薬による治療の実
践 . 第 25 回日本家族性腫瘍学会学術集会 ,2019,( 東京 ),[ 臨
床実践ワークショップ ]

045　細井敬泰 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 室　圭 , 門脇重憲 , 丹
羽康正 , 田近正洋 , 田中　努 , 清水泰博：術前 DCF 療法
による口腔粘膜炎に対する GFO 療法の有用性 . 食道学
会 ,2019,( 福岡 ),[ ポスター ]

046　大西祥代 , 田近正洋 , 田中　努 , 鳥山和浩 , 古平　毅 , 安
部哲也 , 室　圭 , 丹羽康正：サルコぺニアから考える切
除不能進行食道がん治療 . 食道学会 ,2019,( 福岡 ),[ ポス
ター ]
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068　杉本伸二 , 室　圭 , 谷川原祐介：FOLFIRI+ ベバシズマ
ブ療法のする血清中代謝物マーカーの発見 . 第 57 回日本
癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ ポスター ]

069　室　圭：大腸癌薬物療法の最近の進歩 . 第 57 回日本癌治
療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 臓器別シンポジウム ]

070　室　圭：セッションⅡ「がん腫別に考える体重減少と
その要因」大腸がん . 第 57 回日本癌治療学会学術集
会 ,2019,( 福岡 ),[ スポンサードシンポジウム ]

071　服部　文 , 岩田広治 , 室　圭 , 岩井美世子 , 船﨑初美：愛
知県がんセンターにおける院内外のリソースを活用した
多業種連携による就労支援 . 第 57 回日本癌治療学会学術
集会 ,2019,( 福岡 ),[ ワークショップ ]

072　室　圭：体重減少とがん悪液質 . 第 57 回日本癌治療学会
学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 学術セミナー ]

073　宇良　敬 , 門脇重憲 , 安藤正志 , 成田有季哉 , 舛石俊樹 , 
本多和典 , 室　圭：標準的化学療法不応食道癌に対する
タキサン系薬剤再投与の第Ⅱ相臨床試験 . 第 57 回日本癌
治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 要望演題 ]

074　賀川義規 , 沖　英次 , 三島沙織 , 池田正孝 , 上野秀樹 , 加
藤健志 , 楠本哲也 , 舛石俊樹 , 山口研成 , 金澤旭宣 , 仁科
智裕 , 大田貢由 , 佐藤武郎 , 山中竹春 , 吉野孝之：結腸
癌に対する補助化学療法の推奨に再発スコアが与える影
響（SUNRISE-DI 試験）. 第 57 回日本癌治療学会学術集
会 ,2019,( 福岡 ),[ 一般ポスター ]

075　舛石俊樹：大腸がん手術症例における術前 CRP/ アルブ
ミン比と長期予後の関連 . 第 57 回日本癌治療学会学術集
会 ,2019,( 福岡 ),[ 一般ポスター ]

076　室　圭：消化器内科医が行う胃癌化学療法～高齢化が進
む胃癌に消化器内科医が今思うこと . JDDW2019,2019,( 神
戸 ),[ ブレックファーストセミナー ]

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001　Yatabe Y : Update on CAP/IASLC/AMP molecular test-
ing guideline: Calculating Tumor Cell Contents for Com-
prehensive Genetic Panel testing. Biannual Meeting of 
Pulmonary pathology Society, 2019,(Croatia),[symposium］

002　谷田部　恭：肺カルチノイドの鑑別疾患 - 診断で変わる
薬物療法．第 108 回日本病理学会総会 ,2019,( 東京 ),[ セミ
ナー ]

003　谷田部　恭：肺癌における診断のための免疫染色．第
108 回日本病理学会総会 ,2019,( 東京 ),[ ワークショップ］

004　村上善子：胸水中に高悪性転化した甲状腺乳頭癌の甲順
がみられた 2 例についての臨床病理学的検討 . 第 108 回
日本病理学会総会 ,2019,( 東京 ),[ ポスター］

005　細田和貴：膵 NET G3 と低分化型神経内分泌癌 PDNEC
の病理診断とピットフォール．第 7 回日本神経内分泌腫
瘍研究会学術集会 ,2019,( 東京 ),[ 特別講演］

006　藤田史郎：生検スタンプ標本からの RNA 遺伝子パネル
解析．第 60 回に日本肺癌学会学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ ポ

Session]
058　室　圭：Pembrolizumabvschemotherapyas2Ltherapyfor 

advanced esophageal cancer: Japanese Subgroup Anal-
ysis in KEYNOTE-181. 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Oral 
Abstract Session]

059　薦田正人 , 山本　駿 , 川上武志 , 三谷誠一郎 , 辻　靖 , 伊
澤直樹 , 川上賢太郎 , 山本祥之 , 牧山明資 , 山崎健太郎 , 
舛石俊樹 , 江崎泰斗 , 津田享志 , 奥田博介 , 森脇俊和 , 
朴　成和：2nd line bevacizumab(BEV) continuation che-
motherapy(Cx) beyond early progression for metastatic 
colorectal cancer(mCRC). 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Mi-
ni-Oral Abstract Session]

060　入江　慶 , 前田章光 , 安藤　仁 , 長谷川彩子 , 門脇重憲 , 
室　圭 , 田近正洋 , 青木正博 , 稲熊一英 ,　梶田正樹 , 藤
村昭夫 , 福島昭二：レゴラフェニブの血中濃度と有害事
象および ABCG2, OATP1B1 遺伝子多型との関連 . 臨床
腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[ ポスターセッション ]

061　舛石俊樹 , 森脇俊和 , 福岡聖大 , 高島淳生 , 粂川陽祐 , 梶
原猛史 , 山﨑健太郎 , 江崎泰斗 , 牧山明資 , 傳田忠道 , 佐
竹悠良 , 須藤　剛 , 杉本直俊 , 勝又健次 , 石川敏昭 , 柏田
知美 , 沖　英次 , 吉村健一 , 島田安博 , 室　圭：Predic-
tive factors for early mortality after regorafenibortri?u-
ridine/tipiracilinitiationincolorectal cancer. 臨床腫瘍学
会 ,2019,( 京都 ),[ ポスターセッション ]

062　室　圭：胃癌ファーストラインの最新知見と今後の展望 . 
臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[ 緊急討論 ]

063　安藤正志：希少がんにおける医療連携とトータルケア . 
臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[ パネルディスカッション ]

064　室　圭：臨床試験への患者参画 . 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京
都 ),[ 会長企画パネルディスカッション ]

065　三谷誠一郎 , 門脇重憲 , 小森　梓 , 近藤千紘 , 尾瀬　功 , 
加藤恭子 , 舛石俊樹 , 本多和典 , 成田有季哉 , 谷口浩也 , 
安藤正志 , 田中　努 , 田近正洋 ,　室　圭：A phase II 
study of modi?ed FOLFOX-6 (mFOLFOX6) for advanced 
gastric cancer refractory to standard therapies. 臨床腫
瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Mini-Oral Abstract Session]

066　岩佐　悟 , 賀川義規 , 大田貢由 , 牧山明資 , 秋吉宏平 , 傳
田忠道 , 松田　宙 , 中村将人 , 小髙雅人 , 仁科智裕 , 薮野
太一 , 松井隆則 , 松岡　宏 , Park Young Suk, Xu Rui-
Hua, Kim Tae Won, 山田康秀 , 森田智視 , 坂本純一 , 
室　 圭：Impact of prior treatment with two different 
fluoropyrimidines on the effacy of CapeIRI/FOLFIRI in 
colorectal cancer. 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Mini-Oral 
Abstract Session]

067　結城敏志 , 坂東英明 , 塚田裕一郎 , 稲守浩治 , 小松嘉人 , 
本間重紀 , 植村　守 , 加藤健志 , 小谷大輔 , 福岡聖大 , 
佐々木剛志 , 西澤祐吏 , 中村直樹 , 若林将史 , 小嶋基寛 , 
冨樫庸介 , 佐藤暁洋 , 西川博嘉 , 伊藤雅昭 , 吉野孝之：
Nivolumab and Radical Surgery Following Preoperative 
Chemoradiotherapy in MSS Locally Advanced Rectal 
Cancer Patients. 臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[Mini-Oral 
Abstract Session]
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ment in N0 early oral tongue cancer. 15th Japan-Taiwan 
Conference on Otolaryngology-Head and Neck Sur-
gery,2019,( 九州 ),[ シンポジウム ]

003　鈴木秀典 , 小出悠介 , 花井信広 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 
三上慎司 , 長谷川泰久：甲状腺乳頭癌における Lymph 
node density は , 病理学的病期で調整後でも予後因子
である . 第 120 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演
会 ,2019,( 大阪 ),[ ポスター ]

004　花井信広：AMED 研究：鼻科・頭頸部領域 < 日耳鼻企
画 >Stage I/II 舌癌に対する予防的頸部郭清省略の意義
を検証するための多施設共同臨床試験 . 第 120 回日本耳
鼻咽喉科学会総会・学術講演会 ,2019,( 大阪 ),[ パネルディ
スカッション ]

005　花井信広：特別動画企画「いきなり頭頸部再建！！」目
的：初心者でも簡単に再建ができる技術を提供 真のエキ
スパートが見せるスーパー頸部郭清術 . 第 62 回日本形成
外科学会総会・学術集会 ,2019,( 札幌 ),[ シンポジウム ]

006　花井信広：頭頸部超音波診断ハンズオンセミナー . 日本
超音波医学会第 92 回学術集会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

007　花井信広 , 寺田星乃：超音波診断におけるリンパ節の
計測法 . 第 42 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集
会 ,2019,( 東京 ),[ シンポジウム ]

008　寺田星乃, 下出祐造, 古川まどか, 佐藤雄一郎, 花井信広：
超音波検査による化学放射線療法後の頸部リンパ節診断
に関する検討 . 第 42 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術
集会 ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

009　寺田星乃 , 花井信広：顎下腺腫瘍超音波診断の標準化
にむけて . 第 42 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集
会 ,2019,( 東京 ),[ シンポジウム ]

010　花井信広：シンポジウム「唾液腺超音波診断の標準化
に向けて」第 42 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集
会 ,2019,( 東京 ),[ 座長 ]

011　花井信広：嚥下 . 第 81 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術
講演会 ,2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

012　鈴木秀典，寺田星乃 , 西川大輔 , 小出悠介 , 別府慎太郎 , 
長谷川泰久 , 花井信広：局所進行喉頭癌 100 例の治療期
間による予後予測 . 第 176 回東海地方部会連合講演会 , 
2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

013　花井信広：舌がん手術 . 第 10 回頭頸部癌学会教育セミ
ナー , 2019,( 金沢 ),[ 講演 ]

014　花井信広：免疫チェックポイント阻害剤のリアル －多施
設共同・後方視的研究を踏まえて－ . 第 43 回日本頭頸部
癌学会 , 2019,( 金沢 ),[ 学術セミナー ]

015　鈴木秀典 , 寺田星乃 , 西川大祐 , 小出悠介 , 別府慎太郎 , 
古平　毅 , 立花弘之 , 小出雄太郎 , 田中　寛 , 長谷川泰
久 , 花井信広：喉頭癌における全治療期間は疾患特異的
生存と遠隔転移を予測する . 第 43 回日本頭頸部癌学会 , 
2019,( 金沢 ),[ 口演 ]

016　津村宗近 , 花井信広 , 清水　康 , 藤井　隆 , 高橋俊二 , 上
田　勉 , 折舘伸彦 , 土井一生 , 山田孝之 , 本間明宏：日本
におけるリアルワールドデータ：ニボルマブの有意性・
安全性の他施設共同・後方視的臨床研究の中間解析 , 第

スター ]
007　真砂勝泰：がんパネルシーケンスにおける病理所見と遺

伝子変異頻度から判定した腫瘍細胞核含有量の比 較．第
60 回日本肺癌学会学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ ポスター ]

008　瀬戸克年：BRAF V600E 免疫染色の有用性の検討．第
108 回日本病理学会総会 ,2019,( 東京 ),[ 一般口演］

009　加藤省一：IHC から見るリンパ腫病理診断の進歩 2019．
第 59 回日本リンパ網内系学会総会 ,2019,( 島根 ),[ 口演］

010　佐々木英一：HPV と RAS 変異が扁平上皮乳頭腫に相
互排他的に認められる．第 57 回日本癌治療学会学術集
会 ,2019,( 福岡 ),[ 口演 ]

011　藤田史郎：次世代シークエンサーによる大腸癌組織にお
ける体細胞遺伝子変異の検索．第 57 回日本癌治療学会学
術集会 ,2019,( 福岡 ),[ ポスター ]

012　細田和貴：NGS を用いた臨床検査のための検体の取
り扱いのポイント．Lung Cancer Seminar in OWAR-
I,2020,( 愛知 ),[ 講演］

013　細田和貴：がんゲノム検査における落とし穴とその対策．
愛知県がんゲノム医療 Web Forum,2019,(Web),[ 講演］

014　吉野　聡：ゲノム検査に向けた組織固定．愛臨技病理細
胞検査・遺伝子染色体検査合同研究会 ,2019,( 愛知 ),[ 口演 ]  

015　平松可帆：ゲノム医療に求められる DNA 品質－ゲノム
診療用病理組織検体取り扱い規程．第 19 回愛知県医学検
査学会 ,2019,( 愛知 ),[ 口演 ]  

016　植田菜々絵：プロから学ぼう・・・検体検査　免疫染色、
免疫染色法－基礎を中心に．第 19 回愛知県医学検査学
会 ,2019,( 愛知 ),[ 口演 ] 

017　後藤謙介，羽佐田香代，野中綾子，渡邉佳奈，松田千
秋，尾関順子：細胞表面抗原検査が診断の一助となった
悪性リンパ腫 2 種併発の一例 . 第 19 回愛知県医学検査学
会 ,2019,( 愛知 ),[ 口演 ]

018　早川英樹，稲垣久美子，太田裕子，柴田典子，田地浩史，
山本一仁：「輸血関連情報カード」発行アプリ運用につい
て . 第 19 回愛知県医学検査学会 ,2019,( 愛知 ),[ 口演 ] 

019　柴田典子：病理細胞診検体を用いたがん遺伝子検査の
精度保証．第 37 回日本染色体遺伝子検査学会学術集
会 ,2019,( 宮城 ),[ 口演 ]  

020　河原茉友子，藤田奈央，中島梨花，近藤吉起，植田菜々絵，
村上善子，谷田部　恭：顎下腺に発生した形質細胞腫の
一例．第163回日本臨床細胞学会東海連合会例会,2019,(愛
知 ),[ 口演 ]  

頭頸部外科部

001　Hanai N, Terada H, Suzuki H, Nishikawa D, Beppu S：
What is the cutoff value of DOI that affects the prog-
nosis of cN0 oral tongue cancer? 7th World Congress of 
the International Academy of Oral Oncology,2019,( ロー
マ ),[ 口演 ]

002　Hanai N：Controversies in relation to neck manage-
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研究会学術集会 ,2019,( 仙台 ),[ 口演 ]
033　古川まどか , 藤本保志 , 福原隆宏 , 門田伸也 , 辻　裕之 , 

下出祐造 , 佐藤雄一郎 , 花井信広 , 松浦一登 , 志賀清人 , 
古川政樹：超音波を用いたリンパ節診断および治療の新
手法開発　頭頸部扁平上皮癌頸部リンパ節転移超音波診
断に関する多施設共同研究の概要報告 . 第 43 回日本乳腺
甲状腺超音波医学会学術集会 ,2019,( 福島 ),[ 口演 ]

034　花井信広：リアルワールドデータから考える免疫チェッ
クポイント阻害剤の実力 － Session 1 － . オプジーボ
60minレクチャー (頭頸部癌 ),2019,( 名古屋 ),[Web講演会 ]

035　西川大輔：リアルワールドデータから考える免疫チェッ
クポイント阻害剤の実力 － Session 2 － . オプジーボ
60minレクチャー (頭頸部癌 ),2019,( 名古屋 ),[Web講演会 ]

036　安松隆治 , 花井信広 , 清水　康 , 津村宗近 , 藤井　隆 , 塚
原清彰 , 吉田昌史 , 高橋俊二 , 上田 勉 , 佐野大佑 , 土井一
生 , 山田孝之 , 本間明宏：日本国内の実臨床下における
頭頸部癌患者に対するニボルマブの有効性と安全性 . 第
57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ ポスター ]

037　志賀清人 , 丹生健一 , 藤本保志 , 朝蔭孝宏 , 本間明宏 , 三
谷浩樹 , 小川武則 , 大上研二 , 室野重之 , 平野　滋 , 上田　
務 , 花井信広 , 清田尚臣 , 田原　信 , 林　隆一：本邦にお
ける外耳道癌の診療についての多施設共同研究 . 第 57 回
日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 口演 ]

038　別府慎太郎：３つの意識 層 切離 トラクション . 静岡頭
頸部がん Leaders Meeting,2019,( 静岡 ),[ 講演 ]

039　花井信広：The current and future treatment ofhead and 
neck cancer. 静岡頭頸部がん Leaders Meeting,2019,( 静
岡 ),[ 講演 ]

040　村嶋明大 , 西川大輔 , 鈴木秀典 , 小出悠介 , 別府慎太郎 , 
寺田星乃 , 甕　里紗 , 後藤聖也 , 門脇重憲 , 花井信広：
頭頸部癌におけるニボルマブ治療後の救済化学療法の効
果 .　第 71 回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演
会 ,2019,( 宇都宮 ),[ 口演 ]

041　花井信広：腫瘍 1. 第 71 回日本気管食道科学会総会なら
びに学術講演会 ,2019,( 宇都宮 ),[ 座長 ]

042　後藤聖也 , 鈴木秀典 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 澤部　倫 , 
寺田星乃 , 花井信広：放射線治療後に生じた喉頭壊死例
の検討 . 第 177 回東海地方部会連合講演会 ,2019,( 名古
屋 ),[ 口演 ]

043　別府慎太郎：３つの意識 層 切離 トラクション ? －５
年前の自分に伝えたいこと－ . 2019 年度頸部郭清講習
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]　

044　花井信広：乳び漏 /リンパ漏に対するトラブルシューティ
ング . 第 30 回日本頭頸部外科学会総会 ,2020,( 沖縄 ),[ 教
育パネルディスカッション ]

045　寺田星乃：頭頸部超音波ハンズオンセミナー リンパ節の
超音波診断 . 第 30 回日本頭頸部外科学会総会 ,2020,( 沖
縄 ),[ 口演 ]

046　花井信広：頭頸部超音波ハンズオンセミナー リンパ節の
超音波診断 . 第 30 回日本頭頸部外科学会総会 ,2020,( 沖
縄 ),[ 司会 ]

047　花井信広：がん免疫療法の最新の話題 .　第 30 回日本頭

43 回日本頭頸部癌学会 ,2019,( 金沢 ),[ 口演 ]
017　西川大祐 , 花井信広 , 小澤泰次郎 , 北原　糺 , 長谷川泰

久：中咽頭癌のヒトパピローマウイルス（HPV）のタ
イピング解析による臨床研究 . 第 43 回日本頭頸部癌学
会 ,2019,( 金沢 ),[ 口演 ]

018　別府慎太郎 , 花井信広 , 鈴木秀典 , 西川大輔 , 小出悠介 , 
寺田星乃 , 西川大祐 , 甕　里紗 , 安部哲也：経頸部アプ
ローチによる縦隔鏡下根治的上縦隔郭 . 第 43 回日本頭頸
部癌学会 ,2019,( 金沢 ),[ 口演 ]

019　横田知哉 , 清田尚臣 , 長谷川泰久 , 高橋俊二 , 岩江信
法 , 清水　康 , Robert L Ferris, 遠藤俊充 , Vijayvel 
Jayaprakash, 田原　信：再発・転移性頭頸部扁平上皮
癌に対するニボルマブ第Ⅲ相試験 (CheckMate141) のア
ジア人 2 年フォローアップ . 第 43 回日本頭頸部癌学会 , 
2019,( 金沢 ),[ 口演 ]

020　花井信広：下咽頭・頸部食道 . 第 43 回日本頭頸部癌学会 , 
2019,( 金沢 ),[ 司会 ]

021　 鈴 木 秀 典：薬物療法 .  第 43 回日本頭頸部癌学会 , 
2019,( 金沢 ),[ 司会 ]

022　花井信広：Shaw Scalpel を軸とした精緻な頸部郭清
術 . 第 2 回頭頸部手術エナジーデバイス検討会 ,2019,( 金
沢 ),[ 口演 ]

023　花井信広：頸部郭清術 . 第 280 回筑後耳鼻咽喉科カンファ
レンス ,2019,( 久留米 ),[ 講演 ]

024　西川大輔，鈴木秀典，西川大祐，曾根三千彦 , 花井信広：
SMARCB-1 欠損鼻副鼻腔癌の 2 例 . 第 81 回耳鼻咽喉科
臨床学会総会・学術講演会 ,2019( 名古屋 ),[ ポスター ]

025　鈴木秀典，西川大輔 , 花井信広：頭頸部肉腫における鼻
副鼻腔原発の意義 .　第 81 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・
学術講演会 ,2019,( 名古屋 ),[ ポスター ]

026　花井信広：嚥下 . 第 81 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術
講演会 ,2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

027　花井信広：AFTER TWENTY YEARS - 頭頸部癌の場合
‐ . 学術講演会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

028　花井信広 , 西川大輔 , 門脇重憲：リアルワールドデータ
から考える 免疫チェックポイント阻害薬の実力 .　H&N 
cancer I-O symposium in Osaka,2019,( 大阪 ),[ シンポジウ
ム ]

029　花井信広：頭頸部癌診療 up-to-date. 愛知県耳鼻咽喉科医
会 名古屋地区研修会 ,2019,( 名古屋 ),[ 教育講演 ]

030　鈴木秀典：甲状腺癌診療 Up to Date「甲状腺乳頭癌に
対する手術加療」. LENVIMA-Thyroid Cancer-Clinical 
Conference Seminar,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

031　花井信広：甲状腺癌診療 Up to Date「甲状腺乳頭癌に
対する手術加療」. LENVIMA-Thyroid Cancer-Clinical 
Conference Seminar,2019,( 名古屋 ),[ 司会 ]

032　三浦弘規 , 塚原清彰 , 吉本世一 , 横山純吉 , 平野　滋 , 上
村裕和 , 菅澤　正 , 吉崎智一 , 本間明宏 , 近松一朗 , 鈴木
幹男 , 塩谷彰浩 , 松塚　崇 , 甲能直幸 , 尾瀬　功 , 松尾恵
太郎 , 小須田茂 , 谷田部　恭 , 長谷川泰久：早期口腔癌に
おけるセンチネルリンパ節ナビゲーション手術と予防的
頸部郭清：多施設共同無作為化比較試験 . 第 21 回 SNNS
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009　中村亮太，兵藤伊久夫，小林沙彩，姜　成樹，丸山陽子，
奥村誠子，亀井　譲：Increased Defect Size is Associat-
ed with Increased Complication Rate after Free Tissue 
Transfer for Midanterior Skull-Base Reconstruction. 第
31 回日本頭蓋底外科学会 ,2019,( 兵庫 ),[ 記念講演 ]

010　奥村誠子，丸山陽子，兵藤伊久夫，他：有茎拡大広背筋
皮弁による 1 次乳房再建後術後放射線治療の影響の検討 . 
第 27 回乳癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ ポスター ]

011　丸山陽子，奥村誠子，中村亮太，姜　成樹，小林沙彩，
兵藤伊久夫，亀井　譲：インプラントによる乳房再建後
の IMF 上方変位率の長期経過比較検討 . 第 27 回日本乳
癌学会学術総会 ,2019,( 東京 ),[ ポスター ]

012　丸山陽子，奥村誠子，中村亮太，姜　成樹，小林沙彩，
兵藤伊久夫，亀井　譲：拡大時広背筋皮弁挙上における
低温電気メス (PlasmaBladeTM) の使用経験 . 第 54 回中部
形成外科学会学術集会 ,2019,( 愛知 ),[ 一般口演 ]

013　姜　成樹，奥村誠子，小林沙彩，中村亮太，丸山陽子，
兵藤伊久夫：胃癌術後のドレーン刺入部に生じた壊疽
性膿皮症の一例 . 第 74 回東海形成外科学会 ,2019,( 名古
屋 ),[ 一般口演 ]

014　奥村誠子，丸山陽子，兵藤伊久夫，他：1 次 1 期インプ
ラント再建の長期成績　―保険適応 6 年でみえてきたこ
と part1―. 第 7 回 日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリ―学会総会 ,2019,( 埼玉 ),[ シンポジウム ]

015　丸山陽子，奥村誠子，中村亮太，姜　成樹，小林沙彩，
兵藤伊久夫，亀井　譲：拡大広背筋皮弁による１次乳房
再建における背部漿液腫に対するステロイド内腔注射の
実施時期の検討 . 第 7 回日本乳房オンコプラスティック
サージャリー学会 , 2019,( 埼玉 ),[ 一般口演 ]

016　姜　成樹，奥村誠子，小林沙彩，中村亮太，丸山陽子，
兵藤伊久夫：乳房再建後の放射線照射よる整容性変化に
ついての検討—腹直筋皮弁、拡大広背筋皮弁、インプラ
ント間の比較. 第7回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会 ,2019,( 埼玉 ),[ 一般口演 ]

017　小林沙彩，奥村誠子，姜　成樹，中村亮太，丸山陽子，
兵藤伊久夫：乳房再建後の皮膚局所再発にて局所切除に
よる形態変化の検討. 第7回日本乳房オンコプラスティッ
クサージャリー学会総会 , 2019,( 埼玉 ),[ 一般口演 ]

018　奥村誠子，丸山陽子，兵藤伊久夫，他：術前化学療法、
術後放射線照射が決定している 1 次 TRAM 再建の検討 . 
第 46回日本マイクロサージャリー学会学術集会 ,2019,( 東
京 ),[ シンポジウム ]

019　丸山陽子，奥村誠子，中村亮太，姜　成樹，小林沙彩，
兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：異時両側乳癌に対す
る１次１期再建と１次２期再建の比較検討 . 第 46 回日本
マイクロサージャリー学会学術集会 ,2019,( 埼玉 ),[ 一般口
演 ]

020　中村亮太，兵藤伊久夫，小林沙彩，姜　成樹，丸山陽子，
奥村誠子，亀井　譲：広範な軟部組織欠損を伴う下顎欠
損に対する再建方法の比較 . 第 46 回日本マイクロサー
ジャリー学会学術集会 , 2019,( 東京 ),[ 一般口演 ]

021　姜　成樹、兵藤伊久夫、小林沙彩、中村亮太、丸山陽子、

頸部外科学会総会 ,2020,( 沖縄 ),[ モーニングセミナー ]
048　花井信広 , 安松隆治 , 津村宗近 , 藤原彰訓 , 山田孝之 , 本

間明宏：リアルワールドデータ：本邦におけるニボルマ
ブの有効性・安全性の多施設共同後方視的臨床研究の
1 年時解析 . 第 30 回日本頭頸部外科学会総会 ,2020,( 沖
縄 ),[ 口演 ]

049　西川大輔 , 鈴木秀典 , 別府慎太郎 , 澤部　倫 , 寺田星乃 , 
甕　里紗 , 後藤聖也 , 村嶋明大 , 門脇重憲 , 曾根三千彦 , 
花井信広：ニボルマブ投与と好酸球との関連についての
検討. 第30回日本頭頸部外科学会総会, 2020,(沖縄),[口演]

050　花井信広：－Opening Lecture － . I-O 頭頸部癌 Seminar 
in Tokai,2020,( 名古屋 ),[ 講演 ]

051　西川大輔：当院のデータから考える免疫チェックポイン
ト阻害薬の実力 . I-O 頭頸部癌 Seminar in Tokai,2020,( 名
古屋 ),[ 講演 ]

形成外科部

001　Hyodo I, Okumura S, Maruyama Y, Nakamura R, Kamei 
Y：Reconstruction after Musculoskeletal Tumors. The 
10th Congress of World Society for Reconstructive Mi-
crosurgery ,2019,(Bologna, Italy),[ 一般口演 ] 

002　Nakamura R, Hyodo I, Kojima T, Maruyama Y, Okumura 
S, Kamei Y：Intraoperative evaluation of blood flow by 
Clinical findings in free jejunal transfers. 10th Congress 
of World Society for Reconstructive Microsurgery 
,2019,(Bologna, Italy),[ 一般口演 ] 

003　兵藤伊久夫 : 既頚部郭清領域を移植床血管とした遊離皮
弁再建例の検討 . 第 30 回日本頭頸部外科学会総会ならび
に学術講演会 ,2019,( 沖縄 ),[ 一般口演 ]

004　兵藤伊久夫：既頚部郭清領域での移植床血管の剥離・挙
上法 . 第 62 回日本形成外科学会総会・学術集会 ,2019,( 札
幌 ),[ 特別企画 ]

005　奥村誠子，丸山陽子，兵藤伊久夫，他：有茎拡大広背
筋皮弁による 1 次乳房再建の術後放射線照射が与える影
響 . 第 62 回日本形成外科学会総会・学術集会 ,2019,( 北海
道 ),[ 一般口演 ] 

006　丸山陽子，奥村誠子，中村亮太，小島空翔，姜　成樹，
小林沙彩，兵藤伊久夫，亀井　譲：インプラントによ
る乳房再建後の放射線症例における IMF 上方変位立の
経過比較検討 . 第 62 回日本形成外科学会総会・学術集
会 ,2019,( 北海道 ),[ 一般口演 ]

007　中村亮太，兵藤伊久夫，小林沙彩，姜　成樹，丸山陽子，
奥村誠子，亀井　譲：携帯型超音波血流計とカラードプ
ラ法を併用した術後皮弁モニタリングの有用性 . 第 62 回
日本形成外科学会総会・学術集会 ,2019,( 北海道 ),[ 一般口
演 ]

008　小島空翔，奥村誠子，丸山陽子，中村亮太，兵藤伊久
夫，亀井　譲：頭頸部再建における浅側頭動静脈・中側
頭静脈の利用 . 第 62 回日本形成外科学会総会・学術集
会 ,2019,( 北海道 ),[ 一般口演 ]
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ター］
009　松井琢哉，黒田浩章，白井　俊，仲西慶太，上野陽史，

坂倉範昭：当院における亜区域を含む胸腔鏡下肺区域切
除術―有効性と問題点の検証」について . 第 72 回日本胸
部外科学会定期学術集会，2019,( 京都 ),[ ビデオシンポジ
ウム］

010　仲西慶太，仲田健男，松井琢哉，坂倉範昭，黒田浩章：
B3 転位気管支と上中葉間無分葉を伴う原発性肺癌に対す
る胸腔鏡下右上葉切除術の 1 例 . 第 32 回日本内視鏡外科
学会総会，2019,( 横浜 ),[ 口演］

011　仲西慶太，松井琢哉，小山　真，上野陽史，坂倉範昭，
黒田浩章：PD-L1 発現を伴う原発性肺腺癌手術例の臨床
病理学的特徴について . 第 36 回日本呼吸器外科学会学術
集会，2019,( 大阪 ),[ ポスター］

012　仲西慶太，白井　俊，松井琢哉，上野陽史，仲田健男，
坂倉範昭，黒田浩章：進行肺癌に対する根治的化学放射
線療法後および全身薬物療法後の局所病変に対する各サ
ルベージ手術の手術成績」について . 第 72 回日本胸部外
科学会定期学術集会，2019,( 京都 ),[ ポスター］

013　白井　俊，松井琢哉，仲西慶太，大矢由子，上野陽史，
仲田健男，坂倉範昭，黒田浩章，樋田豊明，谷田部　恭：
非小細胞肺癌の術後再発における PD-L1 の発現と抗
PD-1 抗体薬の効果予測因子の検討 . 第 60 回日本肺癌学
会学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ ポスター ]

014　白井　俊，仲田健男，松井琢哉，仲西慶太，上野陽史，
大矢由子，坂倉範昭，黒田浩章：胸腔鏡下左肺上葉管状
切除術にて切除し得た気管支定型カルチノイドの1例 .第
116 回日本肺癌学会中部支部学術集会 ,2020,( 愛知 ),[ 一般
口演 ]

乳腺科部

001　Schmid P, Adams S, Rugo H.S. , Schneeweiss A, Barrios 
C.H. , Iwata H, Dieras V, Henschel V, Molinero L, Chui 
S.Y., Husain A, Winer E.P.Loi S, Emens L.A.：IMpas-
sion130: updated overall survival (OS) from a global, 
randomized, double-blind, placebo-controlled, Phase III 
study of atezolizumab (atezo) + nab-paclitaxel (nP) in 
previously untreated locally advanced or metastatic tri-
ple-negative breast cancer (mTNBC). 2019 ASCO Annu-
al Meeting, 2019,(Chicago),[oral abstract session].

002　Schneeweiss A, Rugo H.S. , Winer E.P. , Barrios C.H. , 
Iwata H, Dieras V, Loi S, Maiya V, Bond J, Lei, G Chui S.Y. 
, Adams S, Emens L.A. , Schmid P：IMpassion130: Ex-
panded safety analysis from a P3 study of atezolizumab 
(A) + nab-paclitaxel (nP) in patients (pts) with treatment 
(tx)-naïve, locally advanced or metastatic triple-negative 
breast cancer (mTNBC). 2019 ASCO Annual Meeting, 
2019,(Chicago),[poster session].

003　Adams S, Dieras V, Barrios C.H. , Winer E.P. , Schnee-
weiss A, Iwata H, Loi S, Patel S, Henschel V, Chui S.Y. 

奥村誠子：下顎再建プレートを用いた下顎再建における
プレート被覆法の工夫 . 第 46 回日本マイクロサージャ
リー学会学術集会 ,2019,( 東京 ),[ 一般口演 ]

022　小林沙彩，兵藤伊久夫，姜　成樹，中村亮太，丸山陽子，
奥村誠子：頭頸部再建における皮弁内血管付加吻合した
前外側大腿皮弁挙上の経験 . 第 46 回日本マイクロサー
ジャリー学会学術集会 , 2019,( 東京 ),[ 一般口演 ]

023　中村亮太，兵藤伊久夫，小林沙彩，姜　成樹，丸山陽
子，奥村誠子，亀井　譲：血管柄付きリンパ節移植及び
リンパ管静脈吻合術を施行した症例の経過から学んだこ
と . 第 90 回東海マイクロサージャリー研究会 , 2019,( 名
古屋 ),[ 一般口演 ]

呼吸器外科部　

001　Nakanishi K, Shirai S, Matsui T, Ueno H, Nakada T, 
Sakakura N, Kuroda H：Salvage Surgery for Resid-
ual Lesion/Local Reprogression After Initial Medical 
Treatment　in Advanced Non-Small Cell Lung Cancer.
IASLC 2019 WCLC World Conference on Lung Cancer，
2019,( スペイン ),[ ポスター］

002　黒田浩章，文　敏景，中尾将之，坂倉範昭，坂尾幸則，
奥村　栄：対面倒立法による 4portsTS 肺葉切除 + 縦隔
リンパ節郭清の治療成績と再発様式の検討 . 第 42 回呼吸
器内視鏡学会学術集会 ,2019,( 東京 ),[ シンポジウム］

003　坂倉範昭，松井琢哉，仲西慶太，黒田浩章：「開胸視野
アプローチ」によるロボット肺葉切除―開胸手術，胸腔
鏡手術との整合性を探る．第 32 回日本内視鏡外科学会総
会 ,2019,( 横浜 ),[ サージカルフォーラム ]

004　坂倉範昭，上野陽史，仲西慶太，松井琢哉，白井　俊，
黒田浩章：「開胸視野アプローチ」によるロボット肺葉切
除．第 60 回日本肺癌学会学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ ワーク
ショップ ]

005　坂倉範昭，上野陽史，仲田健男，松井琢哉，仲西慶太，
白井　俊，黒田浩章：対面モニターを用いた「開胸視野
アプローチ」によるロボット肺切除―開胸手術，胸腔
鏡手術との整合性を探る．第 12 回日本ロボット外科学
会 ,2020,( 東京 ),[ 一般口演 ]

006　松井琢哉，黒田浩章，白井　俊，仲西慶太，松下博和，
上野陽史，高橋祐介，坂倉範昭：胸腔鏡困難症例に対す
る knack & pitfall　複数病変に対する一期的胸腔鏡下肺
区域切除術 .  第 32 日本内視鏡外科学会総会，2019,( 横
浜 ),[ ワークショップ］

007　松井琢哉，坂倉範昭，小山　真，仲西慶太，上野陽史，
谷田部　恭，黒田浩章：当院における浸潤性粘液産生性
肺腺癌の切除後予後についての検討 . 第 42 回日本呼吸器
内視鏡学会学術集会，2019,( 東京 ),[ 口演］

008　松井琢哉，水野鉄也，小山　真，仲西慶太，坂倉範昭，
谷田部　恭，黒田浩章：肺主腫瘍の自然退縮と縦隔リン
パ節の転移進行を同時に示した扁平上皮癌の 1 切除例 . 
第 36 回日本呼吸器外科学会学術集会，2019,( 大阪 ),[ ポス
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Breast Cancer Symposium, 2019,(San Antonio),[poster].
009　Yee D, Oliveira M Iwata H, Goncalves A, Garcia-Corbo-

cho J, Sablin M, Prt A, Hardebeck M, Puig M, Huang D, 
Hsu M, LoRusso P：A phase Ib multi-cohort study of 
xentuzumab and abemaciclib inpatients (pts) with solid 
tumors and breast cancer (BC) - initial report of four 
dose-finding cohorts. 2019 San Antonio Breast Cancer 
Symposium, 2019,(San Antonio),[poster].

010　Baba S, Sawaki M, Uemura Y, Saito T, Kobayashi K, 
Kwashima H, Tubizumi M, Sagawa N, Bando H, Taka-
hashi M, Yamaguchi M, takashima T, Nakayama T, 
Kashiwaba M, Mizuno T, Yamamoto Y, Taira N, Iwata 
H, Toyama T, Tsugawa K, Ohashi Y, Mukai H：Acohort 
study to evaluate the sfficacy and safety of postoperative 
adjuvant therapy in HER2-positive elderly breast cancer 
patients (RESPECT-Cohort study)．2019 San Antonio 
Breast Cancer Symposium, 2019,(San Antonio),[poster].

011　Masuda J, Tsurutani J, Masuda N, Futamura M, Matsu-
moto K, Aogi K, Takahashi M, Iwata H, Iwasa T, Muko-
hara T, Yoshimura K. Ueno T, Takano T：Phase Ⅱ study 
of nivolumab in combination with abemaciclib plus en-
docrine therapy in patients with hormone receptor-posi-
tive, human epidermal growth factor receptor-2 negative 
metastatic breast cancer (WJOG11418B, NEWFLAME 
trial)．2019 San Antonio Breast Cancer Symposium, 
2019,(San Antonio),[poster session].

012　Juric D, Andre F, Singer CF, SohnJ, Campone M, Loibl 
D, Conte P, Iwata H, Ciruelos E, Mayer IA, Reising A, 
Ma C, Miller M, Babbar N, Rugo HS：Clinical outcomes 
of lpelisib in hormone receptor-positive, human epider-
mal growth factor receptor-2-negative advanced breast 
cancer by next-generation sequencing detected PIK3CA 
Alteration status and phosphatase and tensin homolog 
loss : biomarker analysis from the SOLAR-1 study．2019 
San Antonio Breast Cancer Symposium, 2019,(San An-
tonio),[poster].

013　Iwatani T, Hara F, Iwata H, Shien T, Hojo T, Sagara 
Y, Masuda N, Takahashi M, Saji S, Fujisawa T, Kondo 
N, Shimomura A：Estimation of willingness-to pay for 
breast cancer treatments though contingent valuation 
method in Japanese breast cancer patients (JCOG1709A)．
2019 San Antonio Breast Cancer Symposium, 2019,(San 
Antonio),[poster].

014　Shimizu Y Tsuji K, Ochi E, Okubo R, Shimazu T, Tatem-
atsu N, Saurai N, Iwata H, Matsuoka YJ：Oncology care 
provider’s attitudes, practices, barriers and facilitators 
of physical activity promotion in breast cancer survivors 
: A nation-wide cross sectional web-based survey．2019 
San Antonio Breast Cancer Symposium, 2019,(San An-
tonio),[poster].

015　Sawaki M, Yamada A, Kumamaru H, Miyata H, Shimizu 
C, Miyashita M, Honma N, Taira N , Saji S：Elderly pa-

, Rugo H.S. , Emens L.A. , Schmid P：Patient-reported 
outcomes (PROs) from the phase III IMpassion130 trial 
of atezolizumab (atezo) plus nabpaclitaxel (nP) in met-
astatic triple-negative breast cancer (mTNBC). 2019 
ASCO Annual Meeting, 2019,(Chicago),[pster session].

004　Shimomura A, Tamura K, Mizutani T, Shibata T, Hara 
F, Fujisawa T, Niikura N, Hojo T, Kanbayashi C, Saji S, 
Masuda N, Sawaki M, Yamamoto N, Nagashima F, Shien 
T, Iwata H：A phase III study comparing trastuzumab 
emtansine with trastuzumab, pertuzumab, and docetaxel 
in elderly patients with advanced stage HER2-positive 
breast cancer: (JCOG1607 HERB TEA study). 2019 
ASCO Annual Meeting, 2019,(Chicago),[poster session].

005　Toi M, Imoto S, Ito Y, Iwata H, Masuda N, Mukai H, Saji 
S, Shimizu A, ikeda T, Haga H, Saeki T, Aogi K, Sugie T, 
Ueno T, Kinoshita T, Kai Y, Kitada M, Sato Y, Jinbo K, 
Sato N, Ishiguro H, Takada M, Ohashi Y, Ohno S：Ad-
dition of S-1 to endocrine therapy in the post-operative 
adjuvant treatment of hormone receptor-positive and 
human epidermal growth factor receptor 2-negative pri-
mary breast cancer : A multicenter, open-label, phase3 
randomized trial (POTENT trial)．2019 San Antonio 
Breast Cancer Symposium, 2019,(San Antonio),[oral].

006　Rugo H, Lois, Adams S, Schmid P, Schneeweiss A, Barri-
os CH, Iwata H, Dieras V, Winer EP, Kockx MM, Peeters 
D, Chui SY, Lin JC, Nguyen Duc A, Viale G, Molinero 
L, Emens LA：Exploratory analytical harmonization of 
PD-L1 immunohistochemistry assays in advanced tri-
ple-negative breast cancer : A retrospective sub study 
of Impassion 130．2019 San Antonio Breast Cancer 
Symposium, 2019,(San Antonio),[oral].

007　Krop I, Masuda N, Kogawa T, Takahashi S, Yonemori K, 
Inoue K, Nakayama T, Yamamoto Y, Alvarez R, Toyama T, 
Osaki A, Takahashi M, O’Shaughnessy J Sagara Y, Saji 
S, Kaklamani V, Oh S, Gradishar W, Haley B, Iwasa T, 
Trina T, Ueno N, Isakoff S, Ohwada S, Tanaka Y, Mekan S, 
Onuma H, Sharma O, Iwata H：Phase 1/2 first-in-human 
study of U3-1402, an anti-human epidermal growth factor 
receptor 3 (HER3) antibody-drug conjue , in HER3-ex-
pressing advanced/unresectable or metastatic breast 
cancer, including those with triple negative breast can-
cer (TNBC) or HER3-low disease．2019 San Antonio 
Breast Cancer Symposium, 2019,(San Antonio),[oral].

008　Saji S, Kitada M, Takada M, Ohtae T, Toyama T, Hase-
gawa Y, Fujisawa T, Kashiwaba M, Ishida T, Nakamura 
R, Yamamoto Y, Toh U, Iwata H, Masuda N, Taira N, 
Morita S, Ohno S, Toi M：A randomized, multicenter, 
phase Ⅱ study evaluating the efficacy of interventional 
maintenance endocrine therapy with Bevacizumab fol-
lowing fixed　cycles of Bevacizumab plus Paclitaxel in 
advanced/metastatic ER-positive HER2-negative breast 
cancer : JBCRG-M04 BOOSTER trial．2019 San Antonio 
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025　重松英朗 , 藤澤知巳 , 枝園忠彦 , 増田慎三 , 佐治重衡 , 北
條　隆 , 木下貴之 , 田村研治 , 新倉直樹 , 神林智寿子 , 近
藤直人 , 原　文堅 , 吉村通央 , 椋本宜学 , 鹿間直人 , 高橋
侑子 , 水谷友紀 , 芝田大朗 , 福田治彦 , 岩田広治：薬物療
法が著効した HR 陰性 HER2 陽性乳癌に対する非切除療
法の有用性に関する単群検証的試験．第 27 回日本乳癌学
会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ シンポジウム ].

026　内藤陽一 , 吉野孝之 , 増田慎三 , 山下年成 , 岩田広治：乳
がんにおける SCRUM-Japan の新展開．第 27 回日本乳癌
学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ シンポジウム ].

027　増田慎三 , 米盛　勧 , 高橋俊二 , 古川孝広 , 中山貴寛 , 
山本　豊 , 高橋將人 , 遠山竜也 , 佐伯俊昭 , 岩田広治：
HER3 陽性の手術不能又は再発乳癌に対する U3-1402 の
安全性および有効性の検討．第 27 回日本乳癌学会学術総
会 , 2019,( 東京 ),[ ワークショップ ].

028　寺田満雄 , 権藤なおみ , 澤木正孝 , 服部正也 , 吉村章代 , 
小谷はるる , 安立弥生 , 片岡愛弓 , 杉野香世子 , 森　万希
子 , 堀澤七恵 , 尾崎友理 , 岩田広治：Multi-gene panel 検
査を用いた葉状腫瘍の検討．第 27 回日本乳癌学会学術総
会 , 2019,( 東京 ),[ ワークショップ ].

029　岩瀬まどか , 安藤正志 , 青儀健二郎 , 有賀智之 , 井上賢一 , 
下村昭彦 , 徳永えり子 , 増田慎三 , 山内英子 , 山下年成 , 
岩田広治：Carboplatin 併用術前化学療法の長期予後の検
討．第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ]

030　増田慎三 , 大谷彰一郎 , 藤澤知巳 , 柏葉匡寛 , 遠山竜也 , 
山本　豊 , 平　成人 , 山口拓洋 , 笹野公伸 , 岩田広治：
閉経後乳癌における術前内分泌療法の意義～ NEOS 試
験から得たエビデンス．第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 
2019,( 東京 ),[ 口演 ].

031　吉村章代 , 澤木正孝 , 服部正也 , 安立弥生 , 小谷はるる , 
権藤なおみ , 片岡愛弓 , 杉野香世子 , 堀澤七恵 , 森　万希
子 , 寺田満雄 , 尾崎友理 , 岩田広治：挙児希望のある乳
がん患者の現状と課題．第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 
2019,( 東京 ),[ 口演 ].

032　高磯伸枝 , 吉村章代 , 澤木正孝 , 服部正也 , 権藤なおみ , 
小谷はるる , 安立弥生 , 岩田広治 , 井本逸勢：遺伝性乳が
ん卵巣がん症候群の乳がん患者に対するリスク低減乳房
切除術後の心理・QOL 調査（第二報）．第 27 回日本乳癌
学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ].

033　安立弥生 , 奥村誠子 , 尾崎友理 , 寺田満雄 , 堀澤七恵 , 森　
万希子 , 杉野香世子 , 片岡愛弓 , 小谷はるる , 権藤なおみ , 
吉村章代 , 服部正也 , 澤木正孝 , 兵藤伊久夫 , 岩田広治：
術前化学療法後一次乳房再建時の合併症と予後に関する
検討．第27回日本乳癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ].

034　権藤なおみ , 澤木正孝 , 服部正也 , 吉村章代 , 安立弥生 , 
小谷はるる , 杉野香世子 , 片岡愛弓 , 森　万希子 , 堀澤七
恵 , 寺田満雄 , 尾崎友理 , 岩田広治：乳癌患者の脳転移の
検討．第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ デジ
タルポスター ].

035　森　万希子 , 澤木正孝 , 服部正也 , 吉村章代 , 権藤なおみ , 
小谷はるる , 安立弥生 , 片岡愛弓 , 杉野香世子 , 堀澤七恵 , 
寺田満雄 , 尾崎友理 , 岩田広治：本院で乳管腺葉区域切

tients in the Japanese Breast Cancer Registry．Europe-
an Society of Medical Oncology, 2019,(Barcelona),[Poster 
Session].

016　Hattori M,  Huo D,  Beaubier N,  Rajagopal PS,  Yoshi-
matsu T, Zheng Y, Sveen E, Khramtsova G,  Liu F,  Ab-
boushi T,  White K, Olopade O：Comparative analysis of 
genomic landscape reveals heterogeneity in HER2-pos-
itive primary breast cancers and residual disease fol-
lowing neoadjuvant therapy．2019 San Antonio Breast 
Cancer Symposium, 2019,(San Antonio),[poster session].

017　Hattori M,  Khramtsova G,  Sveen L, Yoshimatsu T,  Huo 
D , Olopade O：PD-L1 expression level and CD8+/
FoxP3+ T cell ratio in breast cancer and prognosis．
2019 American Association for Cancer Research, 
2019,(Atlanta),[poster session].

018　Kotani H, Horisawa N, Sugino K, Kataoka A, Adachi Y, 
Gondou N, Yoshimura A, Hattori M, Sawaki M, Terada M, 
Iwata H：A double-blind phase 2 trial of preventative 
use of surgical gloves for paclitaxel-induced peripheral 
neuropathy．2019 San Antonio Breast Cancer Sympo-
sium，2019,(San Antonio),[Poster]

019　Iwata H：CDK4/6 Inhibitors : Game Changers in the 
Management of HR-Positive/HER2-Negative Metastatic 
Breast Cancer．第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 2019,( 東
京 ),[ ランチョンセミナー ].

020　Sagara Y, Modi S, Tamura K, Takahashi S, Park H, Iwata 
H, Murthy R, Lee C, Sugihara M, Saito K, Fujisaki Y, 
Sato Y, Tsurutani J：[Fam-]trastuzumab deruxtecan (DS-
8201a) in HER2-low breast cancer : updated results of 
a large phase 1 study．第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 
2019,( 東京 ),[ ワークショップ ].

021　Takano T, Andre F, Krop I, Iwata H, Ohtani S, Shahidi J, 
Lee C, Wang K, Saito K, Nomura R, Kaneko K：A phase 
III study of [fam-] trastuzumab deruxtecan vs investi-
gator’s choice in T-DM1-pretreated HER2+ breast can-
cer．第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ デジタ
ルポスター ].

022　Iwata H：Alpelisib(ALP) + fulvestrant(FUL) in patients 
from Japan with advanced breast cancer Subgroup anal-
ysis of SOLAR-1 trial．第17回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2019,( 京都 ),[Presidential Session].

023　吉村章代 , 澤木正孝 , 服部正也 , 権藤なおみ , 小谷はる
る , 安立弥生 , 片岡愛弓 , 杉野香世子 , 尾崎友理 , 堀澤七
恵 , 遠藤由香 , 阪本翔子 , 高磯伸枝 , 井本逸勢 , 岩田広
治：Final analysis of a feasibility study of risk reducing 
mastectomy for breast cancer patients with BRCA 1/2 
mutations．第 64 回日本人類遺伝学会 , 2019,( 長崎 ),[ ポ
スター ].

024　澤木正孝 , 山田顕光 , 清水千佳子 , 宮下美香 , 本間尚子 , 
平　成人：第 24 回日本乳癌学会班研究 高齢者乳がんの
特徴と治療のあり方 , 支援に向けた研究．第 27 回日本乳
癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ 口演 ].
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046　杉野香世子 , 吉村章代 , 奥村誠子 , 片岡愛弓 , 安立弥生 , 
澤木正孝 , 岩田広治：自費負担の有無が対側リスク低減
乳房切除術選択に与える影響．第7回オンコプラスティッ
クサージャリー学会総会 , 2019,( 大宮 ),[ 口演 ].

047　岩田広治：進行・再発トリプルネガティブ乳癌における
テセントリクの有効性と安全性．第 57 回日本癌治療学会
学術集会 , 2019,( 福岡 ),[ 学術セミナー ].

048　澤木正孝：乳がん診療における心毒性の特徴と On-
co-Cardiology の重要性．第 2 回日本腫瘍循環器学会 , 
2019,( 旭川 ),[ シンポジウム ].

049　澤木正孝 , 下村昭彦 , 森田佐知 , 藤田行代志 , 小林　心：
乳がん領域で取り上げた Clinical Question と概要．第 17
回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2019, ( 京都 ), [ 口演 ].

050　澤木正孝：問診・病歴の取り方 , 家族歴 , 家族集積性 , 治
療のプランニング , 乳癌以外の悪性腫瘍 , 良性疾患の治
療．日本乳癌学会　第 8回乳腺専門医セミナー , 2019,( 東
京 ),[ 口演 ].

051　権藤なおみ , 遠藤由香 , 尾崎友里 , 堀澤七恵 , 片岡愛弓 , 
安立弥生 , 吉村章代 , 高磯伸枝 , 井本逸勢 , 岩田広治：多
科参加型タスクフォースの試みにより早期大腸癌が発見
できたリ・フラウメニ症候群の一例．第 64 回日本人類遺
伝学会 , 2019,( 長崎 ),[ ポスター ].

消化器外科部

001　Shimizu Y： 第 31 回 日 本 肝 胆 膵 外 科 学 会・ 学 術 集
会 ,2019,( 高松 ),[ 座長 ]

002　Shimizu Y, Hijioka S, Hirono S, Kin T, Ohtsuska T, Yan-
agisawa A, Yamaue H：New Model for Predicting Ma-
lignancy in Patients with Intraductal Papillary Muchi-
nous Neoplasm.　第 31 回日本肝胆膵外科学会・学術集
会 ,2019,( 高松 ),[ ワークショップ ]

003　Senda Y, Shimizu Y, Natsume S, Okuno M：Safety of 
laparoscopic spleen-preserving distal pancreatectomy 
with preserving only the splenic artery and ligation of 
the splenic vein.　第 31 回日本肝胆膵外科学会・学術集
会 ,2019,( 高松 ),[ 示説 ]

004　Natsume S：第 31 回日本肝胆膵外科学会・学術集
会 ,2019,( 高松 ),[ 座長 ]

005　Natsume S, Shimizu Y, Senda Y, Okuno M：Optimal che-
motherapy regimens for patients with URLA pancreatic 
cancer.　第 31 回日本肝胆膵外科学会・学術集会 ,2019,( 高
松 ),[ パネル ]

006　Okuno M, Senda Y, Natsume S, Shimizu Y：The prognos-
tic impact of intraoperative peritoneal washing cytology 
in patients undergoing pancreatectomy for pancreatic 
cancer.　第 31 回日本肝胆膵外科学会・学術集会 ,2019,( 高
松 ),[ 一般演題 ]

007　Komori K：The 65th Annual Congress of International 
College of Surgeons Japan Section, 2019,(Tokyo),[ 座長 ]

008　Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Ouchi A, Ito S, Abe T, 

除術を施行した乳頭異常分泌症例の検討．第 27 回日本乳
癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ デジタルポスター ].

036　岩本高行 , 新倉直樹 , 扇谷りん , 八十島宏行 , 渡邊健一 , 
神林智寿子 , 常泉道子 , 松井　哲 , 藤澤知巳 , 岩朝　勤 , 
枝園忠彦 , 佐治重衡 , 増田慎三 , 岩田広治：乳がん原発・
脳転移巣の遺伝子発現から探る能転移機序の検討．第
27 回日本乳癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ デジタルポス
ター ].

037　片岡愛弓 , 澤木正孝 , 服部正也 , 吉村章代 , 小谷はるる , 
権藤なおみ , 安立弥生 , 杉野香世子 , 堀澤七恵 , 森　万希
子 , 寺田満雄 , 尾崎友理 , 奥村誠子 , 岩田広治：一次再建
術後の皮膚局所再発症例についての検討．第 27 回日本乳
癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ デジタルポスター ].

038　杉野香世子 , 岩田広治 , 澤木正孝 , 服部正也 , 吉村章代 , 
権藤なおみ , 小谷はるる , 安立弥生 , 片岡愛弓 , 寺田満雄 , 
堀澤七恵 , 森　万希子 , 尾崎友理：位相角（phase angel）
はドセタキセルによる浮腫発現の予測因子となりうるか．
第 27 回日本乳癌学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ デジタルポ
スター ].

039　堀澤七恵 , 権藤なおみ , 澤木正孝 , 服部正也 , 吉村章代 , 
安立弥生 , 小谷はるる , 片岡愛弓 , 杉野香世子 , 森　万希
子 , 寺田満雄 , 尾崎友理 , 岩瀬まどか , 岩田広治：臨床的
腋窩リンパ節転移（cN+）の有無における予後の検討：
cN+ の予後予測因子としての有用性．第 27 回日本乳癌
学会学術総会 , 2019,( 東京 ),[ デジタルポスター ].

040　遠藤由香 , 坂田英子 , 橋立英樹 , 渋谷宏之 , 牧野春彦：当
院における妊娠期乳癌 7 例の経験．第 27 回日本乳癌学会
学術総会 , 2019,( 東京 ),[ ポスター ].

041　片岡愛弓 , 澤木正孝 , 服部正也 , 吉村章代 , 小谷はるる , 
権藤なおみ , 安立弥生 , 杉野香世子 , 堀澤七恵 , 尾崎友理 , 
遠藤由香 , 岩田広治：リンフォシンチグラフィで副乳へ
の集積を認めた一例．第 16 回日本乳癌学会中部地方会 , 
2019,( 名古屋 ),[ 口演 ].

042　杉野香世子 , 安立弥生 , 澤木正孝 , 吉村章代 , 権藤なおみ , 
小谷はるる , 片岡愛弓 , 堀澤七恵 , 遠藤由香 , 阪本翔子 , 
岩田広治：両側反回神経麻痺により気管切開を要した 2
症例．第16回日本乳癌学会中部地方会 , 2019,(名古屋 ),[口
演 ].

043　遠藤由香 , 小谷はるる , 尾崎友理 , 堀澤七恵 , 杉野香世子 , 
片岡愛弓 , 安立弥生 , 権藤なおみ , 吉村章代 , 服部正也 , 
澤木正孝 , 岩田広治：PET ／ CT の異常集積が乳癌の転
移と鑑別を要した2例．第16回日本乳癌学会中部地方会 , 
2019,( 名古屋 ),[ 口演 ].

044　高磯伸枝 , 吉村章代 , 澤木正孝 , 権藤なおみ , 小谷はるる , 
安立弥生 , 岩田広治 , 井本逸勢：HBOC の診療における
確定診断後の検診体制の構築　- 未発症変異保有者の予
防・早期発見早期治療に向けて -．第 16 回日本乳癌学会
中部地方会 , 2019,( 名古屋 ),[ 口演 ].

045　岩田広治：形成外科依頼前に乳腺外科医がしていること
- 乳癌分類の定義と治療．第 7 回日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会総会 , 2019,( 大宮 ),[ 教育セミ
ナー ].
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部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 ,　伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜
垣栄治 , 細井敬泰 , 清水泰博：肛門扁平上皮癌に対して
外科的切除を行った1例 . 第 297回東海外科学会 ,2019,(長
久手 ),[ 一般演題 ] 

018　沼田佳久 , 奥野正隆 , 千田嘉毅 , 夏目誠治 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 小森康司 , 三澤一成 ,　伊藤友一 , 木下敬史 , 大
城泰平 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 清水泰博：肝粘液性嚢胞性
腫瘍の 1 例 . 第 297 回東海外科学会 ,2019,( 長久手 ),[ 一般
演題 ] 

019　安部哲也：食道癌 - 食道癌診療ガイドラインに基づく
外科治療のエビデンス -. 2019 年度第 27 回日本外科学会　
生涯教育セミナー ,2019,( 長久手 ),[ 教育セミナ－ ] 

020　清水泰博：第 119 回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大
阪 ),[ 座長 ]

021　伊藤誠二：第 119 回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大
阪 ),[ 座長 ] 

022　笹原正寛 , 神田光郎 , 寺本　仁 , 望月能成 , 伊藤誠二 , 石
槫　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中
千恵 , 小林大介 , 藤原道隆 , 室谷健太 , 小寺泰弘：Stage
Ⅱ / Ⅲ胃癌患者における術前 Prognostic Nutritional 
Index 値の術後合併症・予後予測因子としての意義 . 第
119 回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 示説 ]

023　會澤雅樹 , 今野元博 , 藪崎　裕 , 伊藤誠二 , 上之園芳一 , 
廣野靖夫 , 上田修吾 , 松村卓樹 , 千葉康敬 , 千葉佐知 , 松
木　淳 , 有上貴明 , 伊藤友一 , 藤本大裕 , 石上浩徳 , 山口
博紀 , 安田卓司 , 北山丈二 , 古川　洋：根治切除可能な漿
膜浸潤陽性胃癌に対する腹腔内投与併用の周術期化学療
法を検証する第Ⅱ相試験（GAPS 試験 ). 第 119 回日本外
科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ パネル ]

024　舛石俊樹 , 田近正洋 , 小森康司 , 室　圭：局所再発を伴
う切除不能再発直腸癌における化学療法の有効性と限界 . 
第 119回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ パネル ] 

025　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安　炳九 , 林 大介 , 内野大
倫 , 國友愛奈 , 清水泰博：側方リンパ節郭清後の直腸癌
局所再発に対する手術の要点 - 特に仙骨合併切除骨盤内
臓器全摘術を中心にー . 第 119 回日本外科学会定期学術
集会 ,2019,( 大阪 ),[ 一般演題 ]

026　千田嘉毅 , 清水泰博 , 夏目誠治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 大城泰平 , 檜垣
栄治：T3 胆嚢癌の外科治療成績の検討 . 第 119 回日本外
科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 示説 ]

027　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 植村則久 , 檜垣
栄治 , 清水泰博：腹腔鏡下側方リンパ節郭清～ LD3 の手
技と成績～. 第119回日本外科学会定期学術集会,2019,(大
阪 ),[ 一般演題 ]

028　植村則久 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 清水泰博：食道癌根治術後の右鎖骨上
窩リンパ漏は保存的治療に抵抗性である . 第 119 回日本

Senda Y, Misawa K, Ito Y, Natsume S, Higaki E, Okuno 
M, Hosoi T, Shimizu Y：Management for rectovaginal 
fistulas after rectal resections at a high-volume cancer 
center. The 65th Annual Congress of International Col-
lege of Surgeons Japan Section,2019,(Tokyo),[ 一般演題 ]

009　Kinoshita T, Komori K, Oshiro T, Natsume S, Shimizu Y：
Clinical and oncological outcomes of lateral lymph node 
dissection using both transabdominal and extraperito-
neal approach. 27th United European Gastroenterology 
Week,2019,(Barcelona),[ 示説 ]

010　Natsume S, Shimizu Y, Senda Y, Okuno M, Kinoshita 
T：”Chemo-Vacation Period “Gained by Adjuvant 
Hepatectomy for Synchronous Bilateral Multiple Col-
orectal Liver M. 27th United European Gastroenterology 
Week,2019,(Barcelona),[ 示説 ]

011　Shimizu Y, Hijioka S, Hirono S，Kin T, Ohtsuka T, Kan-
no A, Koshita S, Hanada K, Kitano M, Inoue H, Itoi T, 
Ueki T, Matsuo K, Yanagisawa A, Yamaue H, Sugiyama 
M, Okazaki K：New Model for Predicting Malignancy in 
Patients with Intraductal Papillary Mucinous Neoplasm．
2019 年米国膵臓学会（APA)・日本膵臓学会（JPS) 合同
会議 The 50th Anniversary Joint Meeting of APA and 
Japan Pancreas Society,2019,(Maui),[ 示説 ]

012　Satoi S, Yamamoto T, Uchida K, Fujii T, Kin T, Asano T, 
Hanada K, Itoi T, Murakami Y, Igarashi H, Eguchi H, 
Kuroki T, Shimizu Y, Tani M, Tanno S, Tsuji Y, Hirooka 
Y, Masamune A, Mizumoto K, Shimokawa T, Yamaue 
H, Okazaki K：Optimal Treatment for Octogenarians 
With Resectable and Borderline Resectable Pancreatic 
Ductal Adenocarcinoma．2019 年米国膵臓学会（APA)・
日 本 膵 臓 学 会（JPS) 合 同 会 議 The 50th Anniversa-
ry Joint Meeting of APA and Japan Pancreas Soci-
ety,2019,(Maui),[ 示説 ]

013　Senda Y, Shimizu Y, Natsume S, Okuno M, Hara K, Sano 
T：Randomized clinical trial of duct-to-mucosa versus 
invagination pancreaticojejunostomy after pancreatoduo-
denectomy．2019 年米国膵臓学会（APA)・日本膵臓学会
（JPS) 合同会議 The 50th Anniversary Joint Meeting of 
APA and Japan Pancreas Society,2019,(Maui),[ 示説 ]

014　大城泰平：第 297 回東海外科学会 ,2019,( 長久手 ),[ 座長 ] 
015　檜垣栄治 , 安部哲也 , 細井敬泰 , 奥野正隆 , 大城泰平 , 夏

目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 千田嘉毅 , 小森
康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博：胃管血流不良を認めた胸部
食道癌に対し山岸式胃管再建術を施行した 1 例 . 第 297
回東海外科学会 ,2019,( 長久手 ),[ 一般演題 ] 

016　末永泰人 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 小森康司 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 ,　夏目誠治 , 大城泰平 , 檜
垣栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 大内　晶 , 安　炳九 , 林　
大介 ,　内野大倫 , 國友愛奈 , 沖　哲 , 高野　仁 , 前田真
吾 , 出井秀幸 , 沼田佳久 , 清水泰博：胃内分泌細胞癌の 2
例 . 第 297 回東海外科学会 ,2019,( 長久手 ),[ 一般演題 ] 

017　國友愛奈 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
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水泰博：当院における難治性直腸膣瘻の系統的治療戦略 . 
第 29 回骨盤外科機能温存研究会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

039　安部哲也：第 73 回日本食道学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 座
長 ]

040　安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安　炳九：胸部食道癌根
治切除例における術後感染性合併症予後への影響 . 第 73
回日本食道学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 示説 ]

041　安　炳九 , 安部哲也 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 細井敬泰：食
道癌根治術後再発症例における予後についての検討 . 第
73 回日本食道学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 示説 ]

042　檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安部哲也：食道癌根治術の術後合
併症を術前の血液生化学検査から予測できるか .　 第 73
回日本食道学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 示説 ]

043　細井敬泰 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 室　圭 , 門脇重憲 , 丹羽
康正 , 田近正洋 , 田中　努 , 清水泰博：術前 DCF 療法に
よる口腔粘膜炎に対する GFO 療法の有用性 .　第 73 回
日本食道学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 示説 ]

044　檜 垣 栄 治：日本消化器病学会東海支部第 130 回例
会 ,2019,( 浜松 ),[ 座長 ]

045　末永泰人 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安部哲也 , 奥野正隆 , 大
城泰平 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 千田
嘉毅 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 原　和生 , 清水泰博：縦隔内
膵仮性嚢胞により食道狭窄、左主気管支瘻に至った一例 . 
日本消化器病学会東海支部第 130 回例会 ,2019,( 浜松 ),[ 一
般演題 ]

046　細井敬泰 , 安部哲也 , 檜垣栄治：circular stapler 径が食
道切除後の頸部吻合部狭窄に与える影響 .　第 62 回関西
胸部外科学会学術集会 ,2019,( 徳島 ),[ シンポジウム ]

047　三澤一成 , 林　雄一郎 , 森　健策 , 小田昌宏 , 伊藤友一 , 
伊藤誠二 , 清水泰博：消化管がん手術における画像処理
技術を用いた手術支援システムの開発と臨床応用 . 第 44
回日本外科系連合学会学術集会 ,2019,( 金沢 ),[ シンポジウ
ム ]

048　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 大内　晶 , 國友愛奈 , 清
水泰博 , 田近正洋 , 田中　努 , 平山　裕 , 大西祥代 , 細田
和貴 , 谷田部　恭：当院における直腸カルチノイドの検
討 . 第 91 回大腸癌研究会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

049　栗田裕介 , 原  和生 , 清水泰博：遠隔転移のない 2cm 以
下の散発性非機能性 PanNEN における切除例と経過観
察例の臨床経過 .　第 50 回日本膵臓学会大会 ,2019,( 東
京 ),[ ワークショップ ]

050　奥野のぞみ , 原　和生 , 清水泰博：膵癌術前症例におけ
る至適胆道ドレナージを考える .　第 50 回日本膵臓学会
大会 ,2019,( 東京 ),[ ワークショップ ]

051　桑原崇通 , 原　和生 , 清水泰博：IPMN 切除例における
膵外再発・残膵 high risk lesion 出現に関連する因子の検
討 .　第 50 回日本膵臓学会大会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

052　沼田佳久 , 細井敬泰 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 奥野正隆 , 清水泰博：挙上空腸盲端拡張
による通過障害に対してバイパス術が奏効した 1 例 .　第
52 回愛知臨床外科学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 一般演題 ]

外科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ パネル ]
029　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 林　大介 , 伊藤誠二 , 小

森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 大城
泰平：局所進行膵癌に対する動脈合併切除が予後に及ぼ
す影響　1次治療奏効例における比較 . 第 119 回日本外科
学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 一般演題 ] 

030　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 國友愛奈 , 沖　哲 , 高野　仁 , 
末永泰人 , 前田真吾 , 出井秀幸 , 沼田佳久 , 清水泰博：下
部進行直腸癌に対する側方郭清の適応と治療成績 . 第 119
回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ パネル ]

031　檜垣栄治 , 安部哲也 , 植村則久 , 細井敬泰 , 沖　哲 , 國友
愛奈 , 大城泰平 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 三澤一
成 , 千田嘉毅 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博：食道癌根
治切除後の早期肺炎を制御するための集学的戦略 . 第 119
回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 示説 ]

032　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 清水泰博：No-touch isolation technique による開
腹結腸右半切除 +D3 郭清 . 第 119 回日本外科学会定期学
術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 示説 ]

033　細井敬泰 , 安部哲也 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平：胸部食道癌におけるCollard 変法を用い
た頚部食道胃管吻合の成績 . 第 119 回日本外科学会定期
学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 一般演題 ] 

034　沖　哲 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部
哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠
治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：当院における大腸癌卵巣転移
症例の検討. 第119回日本外科学会定期学術集会,2019,(大
阪 ),[ 示説 ]

035　末永泰人 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石
槫　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中
千恵 , 小林大介 , 藤原道隆 , 小寺泰弘：Stage Ⅱ / Ⅲ胃癌
における周術期血清腫瘍マーカーの予後予測的意義 . 第
119 回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 示説 ]

036　國友愛奈 , 大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 大内　晶 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村
則久 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 沖　哲 , 高野　仁 , 
末永泰人 , 前田真吾 , 出井秀幸 , 沼田佳久 , 清水泰博：
大腸癌の大動脈周囲リンパ節転移に対する切除適応と予
後の検討 . 第 119 回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大
阪 ),[ 示説 ]

037　前田真吾 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村
則久 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 國友愛奈 , 沖　哲 , 
高野　仁 , 末永泰人 , 出井秀幸 , 沼田佳久 , 清水泰博：下
部進行直腸癌に対する側方リンパ節の郭清治療効果の検
討 . 第 119 回日本外科学会定期学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ 一
般演題 ]

038　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 國友愛奈 , 清
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森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 大城泰平：Con-
version surgery を念頭においた、Gem+nab-paclitaxel と
FOLRINOXの比較. 第74回日本消化器外科学会,2019,(東
京 ),[ 一般演題 ]

068　林　大介 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博： 80
歳以上の高齢者における膵癌切除の意義 .　第 74 回日本
消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

069　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：腹腔
鏡下手術による SMA に沿った根治的リンパ節郭清 .　第
74 回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

070　檜垣栄治 , 安部哲也 , 細井敬泰 , 木下敬史 , 三澤一成 , 千
田嘉毅 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博：食道癌術後早期
に経腸免疫栄養剤を投与することの意義 .　第 74 回日本
消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

071　奥野正隆 , 千田嘉毅 , 夏目誠治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 清水泰博：膵癌
手術における術中膵断端迅速病理診断の意義 .　第 74 回
日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

072　細井敬泰 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 清水泰博：当
科の食道癌手術における再建法の変遷と現在の取り組み
(Collard 変法を用いた頚部食道胃管吻合の成績）.　第 74
回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

073　高野　仁 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 林　大介 , 大
城泰平 , 木下敬史 , 小森康司 , 大内 晶 , 清水泰博：膵頭
十二指腸切除術後長期生存症例の検討 .　第 74 回日本消
化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

074　國友愛奈 , 大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 大内　晶 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 清水泰博： 大腸
癌の大動脈周囲リンパ節転移に対する切除適応と予後の
検討 .　第 74 回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演
題 ]

075　出井秀幸 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 林　大介 , 
伊藤誠二 , 小森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 清水泰博： 
Stage Ⅰ膵癌切除例の長期成績に関する検討 .　第 74 回
日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

076　沼田佳久 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 林　大介 , 伊
藤誠二 , 小森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 清水泰博：膵頭
十二指腸切除術後、膵空腸吻合部狭窄による術後残膵炎
症例の検討.　第74回日本消化器外科学会,2019,(東京),[示
説 ]

077　清水泰博：第19回臨床消化器病研究会 ,2019,( 東京 ),[ 座長 ]
078　千田嘉毅：胆嚢管癌術後に発症した膵内遺残胆管癌の 1

例 .　第 19回臨床消化器病研究会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]
079　三澤一成 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 國友愛奈 , 千田嘉毅 , 

安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博：腹腔内操作に適した
臓器牽引用 Short straight needle の考案・製品化 . 8th 
Reduced Port Surgery Forum 第 13 回単孔式内視鏡手術
研究会第 21 回 Needlescopic Surgery Meeting,2019, ( 東
京 ),[ 一般演題 ]

053　清水泰博：第74回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 座長 ]
054　後藤田直人 , 野村尚吾 , 土井愛美 , 唐澤克之 , 大木隆正 , 

清水泰博 , 稲葉吉隆 , 武田篤也 , 高木治行 , 穴井　洋：大
腸癌肝転移高齢患者に対する外科手術とラジオ波焼灼、
体幹部定位放射線治療法との治療成績の比較検討 . 第 74
回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

055　伊藤誠二：第74回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 座長 ]
056　中西香企 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石

槫　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 小寺泰弘： 胃癌
に対する S-1 術後補助化学療法の開始時期と予後に関す
る検討 .　第 74回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

057　澤木康一 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石
槫　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 松下英信 , 小寺泰弘：胃癌
術後初回再発形式による予後、臨床病理学的特徴の検討 .　
第 74 回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

058　佐藤　敏 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石
槫　清 , 村井俊文 , 石山聡治 , 松下英信 , 小寺泰弘：胃癌
血清腫瘍マーカーの再発予測至適カットオフ値の検討．
第 74 回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

059　小森康司：第74回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 座長 ]
060　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安

部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：側方
リンパ節郭清後の直腸癌局所再発に対する手術の要点 -
特に高度癒着に対して腸骨動脈合併切除について -. 第 74
回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

061　塩田規帆 , 佐藤美信 , 船橋公彦 , 小森康司 , 花井恒一 , 宇
山一朗：ストマ造設手技および関連合併症に関する検討
～複数施設での調査報告～ .　第 74 回日本消化器外科学
会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

062　安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安　炳九 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 . 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：高度
局所進行食道癌に対する導入 DCF 療法後手術療法の成
績.　第74回日本消化器外科学会,2019,(東京),[ワークショ
プ ]

063　千田嘉毅 , 夏目誠治 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 清水泰博： 膵頭
十二指腸切除術後膵液漏の high risk 症例に対する陥入法
（invagination technique) による膵腸吻合 .　第 74 回日本
消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 示説 ]

064　三澤一成 , 林雄一郎 , 小田昌宏 , 森　健策 , 伊藤友一 , 伊
藤誠二 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博：胃切
除術における LGEA から分岐する左大網枝の局所解剖 . 
第 74 回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

065　伊藤友一 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 大城泰平 , 夏目誠治 , 木
下敬史 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博：胃癌
腹膜播種に対する腹腔内化学療法の治療成績 .　第 74 回
日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

066　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：下部
進行直腸癌に対する側方リンパ節郭清 LD3 の成績 .　第
74 回日本消化器外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題 ]

067　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
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栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博：小腸間膜に認め
られた adenomatoid tumor の 1 例 . 第 298 回東海外科学
会 ,2019,( 岐阜 ),[ 一般演題］

095　末永泰人 , 千田嘉毅 , 夏目誠治 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 大城
泰平 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 大内　晶 , 國友愛奈 , 長尾拓
哉 , 沖　哲 , 高野　仁 , 前田真吾 , 出井秀幸 , 沼田佳久 , 
清水泰博：胆管原発が疑われた神経内分泌腫瘍の 1 例 . 
第 298 回東海外科学会 ,2019,( 岐阜 ),[ 一般演題］

096　長尾拓哉 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 清水泰博：反回神経合併切除を施行した胸部食
道癌の検討 . 第 298 回東海外科学会 ,2019,( 岐阜 ),[ 一般演
題］

097　伊藤誠二：第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福
岡 ),[ 座長］

098　澤木康一 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石
槫　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中
千恵 , 小林大介 , 小池聖彦 , 藤原道隆 , 小寺泰弘：胃癌治
癒切除後の初回再発形式による予後、臨床病理学的特徴
の検討 . 第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 示
説］

099　神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石槫　清 , 村
井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中千恵 , 小林
大介 , 藤原道隆 , 小寺泰弘：多施設共同データベースを
活用した胃癌根治切除術後合併症と長期予後の関連性の
検討 . 第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ ワー
クショップ］

100　中西香企 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石
槫　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中
千恵 , 小林大介 , 藤原道隆 , 小寺泰弘：胃癌のおける S-1
術後補助化学療法開始時期と予後との関係 ; 多施設統合
データベース . 第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福
岡 ),[ 一般演題］

101　小森康司：第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福
岡 ),[ 座長］

102　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 筑紫　聡 , 清水泰博：後腹膜
悪性腫瘍：巨大後腹膜ザルコーマ手術療法の要点 . 第 57
回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 一般演題］

103　三澤一成：第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福
岡 ),[ 座長］

104　木下敬史：腹腔鏡下結腸右半切除術～安全で確実な D3
郭清と吻合～ . 第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福
岡 ),[ 学術セミナー］

105　高野　仁 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 小森康司 , 木
下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤
友一 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 清水泰博：SOX+Bevacizum-
ab 療法で pCRを得た原発性小腸癌多発肝転移の 1例 . 第
57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 示説］

106　國友愛奈 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 小森康司 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 大城泰平 , 檜垣

080　清水泰博：第 46 回日本膵切研究会 ,2019,( 下呂 ),[ 座長］
081　清水泰博：第 71 回日本消化器画像診断研究会 ,2019,( 和

歌山 ),[ 座長］
082　羽場　真 , 水野伸匡 , 桑原崇通 , 奥野のぞみ , 孝田博輝 , 

宮野　亮 , 千田嘉毅 , 清水泰博 , 細田和貴 , 原　和生：膵
尾部腫瘍の手術前後で内視鏡像に変化をきたし、十二指
腸乳頭部癌と診断して外科的切除を実施した 1 例 . 第 71
回日本消化器画像診断研究会 ,2019,( 和歌山 ),[ 示説］

083　高野　仁 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 奥野のぞ
み , 桑原崇通 , 羽場　真 , 水野伸匡 , 原　和生 , 細田和
貴 , 清水泰博：興味深い画像所見を呈した膵頭部ＩＰＭ
Ｎ由来浸潤癌の１例 . 第 71 回日本消化器画像診断研究
会 ,2019,( 和歌山 ),[ 示説］

084　清水泰博：第 55 回日本胆道学会学術集会 ,2019,( 名古
屋 ),[ 司会］

085　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 奥野正隆：膵頭十二指
腸切除における非拡張胆管再建法の検討　連続吻合は
狭窄発生の危険因子か？ . 第 55 回日本胆道学会学術集
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 一般演題］

086　奥野正隆 , 千田嘉毅 , 夏目誠治 , 清水泰博：十二指腸乳頭
部癌切除例における予後因子の検討 . 第 55 回日本胆道学
会学術集会 ,2019, ( 名古屋 ),[ 一般演題］

087　小森康司：第 74 回日本大腸肛門病学会学術集会 ,2019,( 東
京 ),[ 座長］

088　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 安　炳九 , 林　大介 , 内野大
倫 , 國友愛奈 , 清水泰博：側方リンパ節郭清後の直腸癌
局所再発に対する手術の要点 - 特に仙骨合併切除骨盤内
臓器全摘術を中心にー . 第 74 回日本大腸肛門病学会学術
集会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題］

089　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 奥野
正隆 , 細井敬泰 , 大内　晶 , 國友愛奈 , 沖　哲 , 前田真
吾 , 沼田佳久 , 末永泰人 , 清水泰博：横行結腸癌に対す
る腹腔鏡下 D3 郭清 . 第 74 回日本大腸肛門病学会学術集
会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題］

090　大城泰平 , 木下敬史 , 大内　晶 , 國友愛奈 , 沖　哲 , 末永
泰人 , 前田真吾 , 沼田佳久 , 小森康司：TaTME副損傷回
避のための導入期の工夫 . 第 74 回日本大腸肛門病学会学
術集会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題］

091　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 國友愛奈：手
術先行の立場から、改めて側方郭清の可能性と限界を考
える . 第 74 回日本大腸肛門病学会学術集会 ,2019,( 東京 ),
［シンポジウム］

092　國友愛奈 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 大内　晶 , 清
水泰博：大腸癌腹膜播種再発に対する外科的切除の治療
成績 . 第 74 回日本大腸肛門病学会学術集会 ,2019,( 東京 ),
［示説］

093　大城泰平：第 298 回東海外科学会 ,2019,( 岐阜 ),[ 座長］
094　沖　哲 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安

部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
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部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 大城泰平 , 檜垣
栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博 : ４型胃癌に対する
脾摘及び脾門部リンパ節郭清の意義についての検討 . 第
81 回日本臨床外科学会総会 ,2019,( 高知 ),[ 一般演題］

118　出井秀幸 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 大城
泰平 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 清水泰博 : 大腸癌同時性両葉
多発肝転移に対する conversion surgery ～肝切除により
得られる Chemo-Vacation 期間～ . 第 81 回日本臨床外科
学会総会 ,2019,( 高知 ),[ 一般演題］

119　孝田博輝 , 清水泰博 , 水野伸匡 , 桑原崇通 , 奥野のぞみ , 
松本慎平 , 小畑雅寛 , 栗田裕介 , 原　和生 : 当院における
80 歳以上の膵癌患者の臨床背景と治療成績 . JDDW 2019 
KOBE 第 27 回日本消化器関連学会週間 ,2019,( 神戸 ),[ 示
説］

120　奥野のぞみ , 原　和生 , 清水泰博 : 膵癌術前例における至
適胆道ドレナージとは . JDDW 2019 KOBE 第 27 回日本
消化器関連学会週間 ,2019,( 神戸 ),[ 示説］

121　神田光郎 , 伊藤誠二 , 小寺泰弘 : 多施設共同データベー
スによる胃癌根治切除術後合併症と術後長期予後の関連
性の検討：合併症重症度と発生部位に着目して . JDDW 
2019 KOBE 第 27 回日本消化器関連学会週間 ,2019,( 神
戸 ),[ ワークショプ］

122　佐藤　敏 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石
榑　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中
千恵 , 小林大介 , 藤原道隆 , 小寺泰弘 : 再発予測のための
胃癌血清腫瘍マーカー至適カットオフ値の検討 . JDDW 
2019 KOBE 第 27 回日本消化器関連学会週間 ,2019,( 神
戸 ),[ 示説］

123　荘加道太 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能也 , 寺本　仁 , 石
榑　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中
千恵 , 小林大介 , 藤原道隆 , 小寺泰弘 : 多施設共同デー
タベースを活用した胃癌切除術後肺炎発生の予後因子の
検討 . JDDW 2019 KOBE 第 27 回日本消化器関連学会週
間 ,2019,( 神戸 ),[ 示説］

124　澤木康一 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能也 , 寺本　仁 , 石
榑　清 , 村井俊文 , 浅田崇洋 , 石山聡治 , 松下英信 , 田中
千恵 , 小林大介 , 服部憲史 , 高見秀樹 , 林　真路 , 山田　
豪 ,　中山五郎 , 小池聖彦 , 藤原道隆 , 小寺泰弘 : 胃癌治
癒切除後の初回再発形式による予後、臨床病理学的特徴
の検討 . JDDW 2019 KOBE 第 27 回日本消化器関連学会
週間 ,2019,( 神戸 ),[ 示説］

125　小森康司 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 奥野
正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博 : 切除困難な巨大難治癌の手術
手技 . JDDW 2019 KOBE 第 27 回日本消化器関連学会週
間 ,2019,( 神戸 ),[ 示説］

126　田口　歩 , Dayde Delphine, 平山　裕 , 田近正洋 , 小森
康司 , 清水泰博 , 丹羽康生 , 原　和生 , Ronald Depinho, 
Samir Hanash, Sunil Krishnan : マウスモデルを用い
た直腸癌術前化学放射線治療の効果予測血中バイオマー
カーの同定 . JDDW 2019 KOBE 第 27 回日本消化器関連

栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博：4型胃癌に対する
脾摘及び脾門部リンパ節郭清の意義に対する検討 . 第 57
回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 一般演題］

107　細井敬泰 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 長尾拓哉：食道切除後の
胃管再建における ICG 蛍光法による胃管血流評価の有用
性 . 第 72 回日本胸部外科学会定期学術集会 ,2019,( 京都 ),
［一般演題］

108　伊藤誠二：第 49 回胃外科・術後障害研究会 ,2019,( 鹿児
島 ),[ 座長］

109　神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 石榑　清 , 村
井俊文 , 田中千恵 , 小林大介 , 藤原道隆 , 小寺泰弘：多施
設共同データベース解析による定型的胃切術後肺炎予測
因子の検討 . 第 49 回胃外科・術後障害研究会 ,2019,( 鹿児
島 ),[ ワークショップ］

110　中西香企 , 神田光郎 , 伊藤誠二 , 望月能成 , 寺本　仁 , 清
水　大 , 田中千恵 , 小林大介 , 藤原道隆 , 小寺泰弘：幽門
側胃切除術後再建法としての B-1 法と R-Y 法の比較 - 術
後早期合併症の観点から -. 第 49 回胃外科・術後障害研究
会 ,2019,( 鹿児島 ),［シンポジウム］

111　小森康司 , 須田久雄 , 中井洋佑 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大
内　晶 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤
友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 奥野正隆 , 清水泰博：血管合
併切除を伴った巨大後腹膜腫瘍の手術の要点とトラブル
シューティング.　第81回日本臨床外科学会総会,2019,(高
知 ),[ 一般演題］

112　安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 長尾拓哉 , 小森康司 , 伊
藤誠二 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 奥野正隆 , 清水泰博：胸腔鏡下食道切除
術における反回神経麻痺軽減を目指した上縦隔郭清 . 第
81 回日本臨床外科学会総会 ,2019,( 高知 ),[ ワークショプ］

113　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 奥野
正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博：Outlet obstrucion を回避す
る一時的回腸人工肛門造設の手術手技 . 第 81 回日本臨床
外科学会総会 ,2019,( 高知 ),[ ワークショプ］

114　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 大城
泰平 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 : 細径胆管における連続縫合は
吻合部狭窄の危険因子である . 第 81 回日本臨床外科学会
総会 ,2019,( 高知 ),[ 一般演題］

115　檜垣栄治 , 安部哲也 , 細井敬泰 , 長尾拓哉 , 奥野正隆 , 大
城泰平 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 千田
嘉毅 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博 : 食道癌根治術直後
からの免疫栄養剤投与は早期の細菌性肺炎を減少させる . 
第 81 回日本臨床外科学会総会 ,2019,( 高知 ),[ ワークショ
プ］

116　沖　哲 , 木下敬史 , 大城泰平 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 安部
哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄
治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博 : 腹腔鏡下結腸切除に
おける安全な切離・吻合のための工夫 . 第 81 回日本臨床
外科学会総会 ,2019,( 高知 ),[ 一般演題］

117　國友愛奈 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 小森康司 , 安
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部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 大城泰平 , 檜垣
栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博 : 腹腔鏡下胃切除後
に遅発性動脈瘤を認めた 2 例 . 第 32 回日本内視鏡外科学
会 ,2019,（横浜）,［一般演題］

141　沼田佳久 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 奥野正隆 , 清水泰博：食道癌術後の胃管
癌に対し縦郭鏡補助下胃管全摘術を施行した 4 症例の検
討 . 第 32 回日本内視鏡外科学会 ,2019,( 横浜 ),[ 一般演題］

142　長尾拓哉 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏
目誠治 , 大城泰平 , 奥野正隆 , 清水泰博 , 黒田浩章 : 胸
部食道癌術後縫合不全に伴う膿胸に対して胸腔鏡下ド
レナージ術を施行した 1 例 . 第 32 回日本内視鏡外科学
会 ,2019,( 横浜 ),[ 一般演題］

143　大内　晶 , 小森康司 , 田近正洋 , 木下敬史 , 大城泰平 , 田
中　努 , 平山　裕 , 大西祥代 , 鳥山和浩 , 清水泰博 , 丹羽
康正：T1 大腸癌における腫瘍占居部位の臨床的意義 . 第
92 回大腸癌研究会 ,2019,( 広島 ),[ 示説］

整形外科部

001　FujiharaN, FujiharaY, Hamada S, YoshidaM, Tsukushi 
S：Factors that Influence Treatment Delay in a Patient 
with Soft Tissue Sarcoma .74TH ANNUAL MEETING 
OF THE ASSH2019, 2019,(LasVegas),[ ポスター ]

002　Hamada S, YoshidaM ,FujiharaN , Tsukushi S： The 
outcome of intramedullary nailing for metastatic bone 
tumors. ISOLS2019（International Society Of Limb 
Salvage）,2019,(Greece),[ 口演 ]

003　藤原那沙：上肢発生の軟部肉腫における治療開始ま
での期間に影響する因子 . 第 62 回日本手外科学術集
会 ,2019,( 札幌 ),[ 口演 ]

004　小池　宏 , 西田佳弘 , 高野　桂 , 下山芳江 , 濵田俊介 , 石
黒直樹：デスモイド型繊維腫症の病理診断におけるβ -
カテニン免疫染色の有用性の検討 . 第 132 回中部日本整
形外科災害外科学会学術集会 ,2019,( 三重 ),[ 口演 ]

005　濵田俊介：右肩軟部腫瘍の１例 . 第 90 回東海骨軟部腫瘍
研究会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

006　生田国大 , 西田佳弘 , 小澤英史 , 筑紫　聡 , 浦川　浩 , 新
井英介 , 大田剛広 , 酒井智久 , 石黒直樹：80 歳以上の高齢
者における軟部肉腫の手術治療成績 . 第 92 回日本整形外
科学会学術総会 ,2019( 横浜 ),[ 口演 ]

007　新井英介 , 西田佳弘 , 筑紫　聡 , 浦川　浩 , 生田国大 , 大
田剛大 , 酒井智久 , 石黒直樹：大腿骨骨肉腫腫瘍用人工膝
関節置換術後の患肢機能に関与する因子の検討 . 第 92 回
日本整形外科学会学術総会 ,2019,( 横浜 ),[ 口演 ]

008　藤原那沙 , 濵田俊介 , 吉田雅博 , 筑紫　聡：当院におけ
る骨粗鬆症診療の現状 . 第 92 回日本整形外科学会学術総
会 ,2019,( 横浜 ),[ ポスター ]

009　西田佳弘 , 濵田俊介 , 酒井智久 , 浦川　浩 , 新井英介 , 生

学会週間 ,2019,( 神戸 ),[ 示説］
127　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 奥野正隆 , 原　和生 , 桑

原崇通 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安部哲也 : 切除不能膵癌に
対する conversion surgery. JDDW 2019 KOBE 第 27 回
日本消化器関連学会週間 ,2019,( 神戸 ),[ 示説］

128　日比裕太 , 林  雄一郎 , 北坂孝幸 , 伊東隼人 , 小田昌宏 , 
三澤一成 , 森　健策 : グラフ畳み込みニューラルネット
ワークによる腹部動脈血管名自動命名におけるデータ
拡張による精度改善 . 第 28 回日本コンピュータ外科学
会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題］

129　小澤卓也 , 小田紘久 , 伊東隼人 , 北坂孝幸 , 林　雄一
郎 , 小田昌宏 , 三澤一成 , 竹下修由 , 伊藤雅昭 , 森　健
策 : 生成型学習による腹腔鏡ビデオ自動認識のための画
像生成システムの開発 . 第 28 回日本コンピュータ外科学
会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題］

130　盛満慎太郎 , 山本翔太 , 小澤卓也 , 北坂孝幸 , 林  雄一
郎 , 小田昌宏 , 伊藤雅昭 , 竹下修由 , 三澤一成 , 森　健策 : 
LSTM を用いた腹腔鏡動画像からの血管領域抽出 . 第 28
回日本コンピュータ外科学会 ,2019,( 東京 ),[ 一般演題］

131　小森康司 : 第32回日本内視鏡外科学会,2019,(横浜 ),[座長］
132　安部哲也 : 第32回日本内視鏡外科学会,2019,(横浜 ),[座長］
133　安部哲也 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 長尾拓哉 , 小森康司 , 伊

藤誠二 , 千田嘉毅 , 三澤一成 ,　伊藤友一 , 木下敬史 , 夏
目誠治 , 大城泰平 , 奥野正隆 , 清水泰博 : 腹臥位胸腔鏡
下食道切除術における微細解剖に基づく反回神経麻痺
軽減を目指した上縦隔郭清 . 第 32 回日本内視鏡外科学
会 ,2019,( 横浜 ),[ 一般演題］

134　三澤一成 : 第32回日本内視鏡外科学会,2019,(横浜 ),[座長］
135　三澤一成 , 國友愛奈 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安

部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 大城泰平 , 檜垣
栄治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博 : ちょっとしたア
イデアの製品化：鏡視下手術専用 Short straight needle
と鉗子ホルダー . 第 32 回日本内視鏡外科学会 ,2019,( 横
浜 ),[ 一般演題］

136　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 奥
野正隆 , 細井敬泰 , 清水泰博 : 右半結腸切除術における
確実な腹腔鏡下Ｄ 3 郭清 .　第 32 回日本内視鏡外科学
会 ,2019,( 横浜 ),[ 一般演題］

137　大城泰平 : 第32回日本内視鏡外科学会,2019,(横浜 ),[座長］
138　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千

田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 奥野
正隆 , 細井敬泰 , 大内　晶 , 國友愛奈 , 前田真吾 , 清水泰
博 : TaTME を安全に行うための 2 チーム手術 . 第 32 回
日本内視鏡外科学会 ,2019,( 横浜 ),[ 一般演題］

139　檜垣栄治 , 安部哲也 , 長尾拓哉 , 細井敬泰 , 奥野正隆 , 大
城泰平 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 千田
嘉毅 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博 : DCF 導入療法後
に胸腔鏡下食道切除術を施行した食道癌患者の術後短期
成績の検討 . 第 32 回日本内視鏡外科学会 ,2019,( 横浜 ),[ 一
般演題］

140　國友愛奈 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 小森康司 , 安
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022　小池　宏 , 濵田俊介 , 酒井智久 , 清水光樹 , 西田佳弘 , 厚
労科研研究班：デスモイド型線維腫症の発生部位は薬物
治療成績の予後規定因子となるか　システマティックレ
ビュー . 第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 ,2019,( 川越 ),[ ポスター ]

023　清水光樹 , 濵田俊介 , 酒井智久 , 小池　宏 , 西田佳弘 , 腹
腔外発生デスモイド型線維腫症診療ガイドライン策定委
員会：腹腔外発生デスモイド型線維腫症患者に低用量
MTX+VBL 抗がん剤治療は有用か　システマティック
レビュー . 第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 ,2019,( 川越 ),[ 口演 ]

024　酒井智久 , 濵田俊介 , 小池　宏 , 清水光樹 , 西田佳弘 , 腹
腔外発生デスモイド型線維腫症診療ガイドライン策定委
員会：デスモイド型線維腫症の診断にはβ -catenin 遺伝
子変異解析が有用か　システマティックレビュー . 第 52
回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会,2019,(川越 ),[口
演 ]

025　筑紫　聡：転移性骨腫瘍の初期診断 . 第 18 回鶴舞整形外
科症例検討会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

026　上見亮太 , 筑紫　聡 , 吉田雅博：尺骨遠位に発生した骨巨
細胞腫の１例 . 第 133 回中部日本整形外科災害外科学会
学術集会 ,2019,( 神戸 ),[ 口演 ]

027　筑紫　聡 , 吉田雅博 , 濵田俊介 , 藤原那沙：大腿骨近位
転移性骨腫瘍に対する腫瘍用人工骨頭置換術：意図的
en bloc 切除 . 第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福
岡 ),[ 口演 ]

028　吉田雅博 , 筑紫　聡 , 濵田俊介 , 藤原那沙 , 安藤正志：進
行性骨軟部肉腫におけるゲムシタビンとドセタキセル
の併用療法 . 第 57 回日本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福
岡 ),[ 口演 ] 

029　濵田俊介 , 藤原那沙 , 吉田雅博 , 筑紫　聡 : 転移性骨腫瘍
に対する髄内釘の治療成績～リーミング操作による播種
の影響～.第57回日本癌治療学会学術集会,2019,(福岡),[口
演 ]

030　藤原那沙 , 濵田俊介 , 吉田雅博 , 筑紫　聡：当院がん患者
における骨粗鬆症診療の現状 . 第 57 回日本癌治療学会学
術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 口演 ]

031　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千 嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤 友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄
治 , 奥野正隆 , 細井敬泰 , 筑紫　聡 , 清水泰博：後腹膜悪
性腫瘍 巨大後腹膜サルコーマ手術療法の要点 , 第 57 回日
本癌治療学会学術集会 ,2019,( 福岡 ),[ 口演 ]

032　筑紫　聡 , 吉田雅博 , 濵田俊介 , 藤原那沙 , 小森康司 , 安
藤正志：後腹膜脂肪肉腫における手術治療とその役割 . 第
３回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 ,2020,( 大
阪 ),[ 口演 ]

リハビリテーション部

001　吉田雅博 , 杉浦英志：悪性骨軟部腫瘍における切断肢の
治療成績 . 第３回日本リハビリテーション医学会秋季学

田国大 , 大田剛大 , 清水光樹 , 石黒直樹：骨・軟部肉腫領
域における precision medicine の試み . 第 92 回日本整形
外科学会学術総会 ,2019,( 横浜 ),[ 口演 ]

010　中山ロバート , 早川景子 , 小林英介 , 濵田俊介 , 川島寛之 , 
濱田健一郎 , 渡部逸央 , 麩谷博之 , 五嶋孝博 , 浅野尚文：
本邦における淡名細胞型軟部肉腫の治療成績 - 日本骨軟
部肉腫治療研究会（JMOG）多施設共同研究 -. 第 92 回日
本整形外科学会学術総会 ,2019,( 横浜 ),[ 口演 ]

011　濵田俊介：手掌部軟部腫瘍 . 第 11 回自由が丘整形医
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

012　藤原那沙：中指軟部腫瘍 . 第 11 回自由が丘整形医
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

013　筑紫　聡：肩甲部軟部腫瘍 . 第 11 回自由が丘整形医会 , 
2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

014　筑紫　聡：腫瘍用人工関節再建の手術戦略とリハビリ
テーション―知識と経験の共有―. 第 52 回日本整形外科
学会骨・軟部腫瘍学術集会 ,2019,( 川越 ),[ ランチョンセミ
ナー ]

015　筑紫　聡 , 吉田雅博 , 濵田俊介 , 藤原那沙 , 清水泰
博 , 小森康司 , 室　圭 , 安藤正志：後腹膜脂肪肉腫へ
の challenge　後腹膜脂肪肉腫における手術治療とそ
の役割 . 第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 ,2019,( 川越 ),[ 口演 ]

016　吉田雅博 , 藤原那沙 , 濵田俊介 , 筑紫　聡：悪性骨・軟部
腫瘍に対する切断肢の治療成績 . 第 52 回日本整形外科学
会骨・軟部腫瘍学術集会 ,2019,( 川越 ),[ 口演 ]

017　濵田俊介 , 藤原那沙 , 吉田雅博 , 筑紫　聡：AI 療法の化
学療法期間中における尿モニタリングは必要か . 第 52 回
日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 ,2019,( 川越 ),[ 口
演 ]

018　熊谷謙治 , 橋川　健 , 河野昌文 , 村田雅和 , 筑紫　聡 , 重
松和人 , 伊藤正博：稀な骨隆起病変の 4 症例 . 第 52 回日
本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 ,2019,( 川越 ),[ ポス
ター ]

019　小林　寛 , 岡　敬之 , 岩田慎太郎 , 若松　透 , 早川景子 , 
和佐潤志 , 角永茂樹 , 箱崎道之 , 柳川天志 , 筑紫　聡 , 米
本　司 , 田中　栄 , 上田孝文：日本人における軟部肉腫に
対するトラベクテジンの有効性と安全性 . 骨軟部肉腫治
療研究会 (JMOG) 多施設共同研究 . 第 52 回日本整形外科
学会骨・軟部腫瘍学術集会 ,2019,( 川越 ),[ 口演 ]

020　中村知樹 , 筑紫　聡 , 淺沼邦洋 , 片桐浩久 , 生田国大 , 永
野昭仁 , 小澤英史 , 山田　聡 , 紫藤洋二 , 石村大輔 , 山田
健志 , 河南勝久 , 須藤啓広 , 西田佳弘：エリブリンを用い
た進行期軟部肉腫の治療成績 . 東海骨軟部腫瘍コンソー
シアム共同研究 , 第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍
学術集会 ,2019,( 川越 ),[ 口演 ]

021　生田国大 , 大田剛広 , 筑紫　聡 , 小澤英史 , 中島浩敦 , 山
田健志 , 浦川　浩 , 新井英介 , 酒井 智久 , 石黒直樹 , 西田
佳弘：骨腫瘍切除後欠損部におけるβ -TCP 配向連通多
孔体の適用範囲 . 第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍
学術集会 ,2019,( 川越 ),[ ポスター ]
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る腹腔鏡下子宮全摘術 (TLH) の施行に関する検討 . 臨床
遺伝 2019inSapporo（第 43 回日本遺伝カウンセリング学
会・第 26 回日本遺伝子診療学会 合同学術集会）,2019,( 札
幌 ),[ 口演 ]

004　高磯伸枝 , 吉村章代 , 安立弥生 , 森　正彦 , 坪内寛文 , 岩
田広治 , 井本逸勢：BRCA1/2 陰性乳がん卵巣がん症例
に対して多遺伝子パネル検査を実施した 1 例 . 臨床遺伝
2019inSapporo（第 43 回日本遺伝カウンセリング学会・
第 26 回日本遺伝子診療学会 合同学術集会）,2019,( 札
幌 ),[ ポスター ]

005　坪内寛文 , 茂木一将 , 坂田　純 , 森　正彦：家族性大腸腺
腫症に対する予防的大腸切除後に子宮体部腫瘍を認めた
2例 . 日本人類遺伝学会第 64 回大会 ,2019,( 長崎 ),[ 口演 ]

脳神経外科部

001　灰本章一 , 西村由介 , 江口　馨 , 永島吉孝 , 粟屋堯之 , 
服部和良：がん脊椎転移に対する手術戦略 - 脊髄麻痺予
防の重要性 . 第 34 回日本脊髄外科学会 , 2019,( 札幌 ),[ 一
般演題 ]

002　灰本章一 , 西村由介 , 江口　馨 , 永島吉孝 , 粟屋堯之 , 服
部和良：ESCC scale3 を呈する脊椎転移の臨床的検討 . 
第 34 回日本脊髄外科学会 , 2019,( 札幌 ),[ 一般演題 ]

003　灰本章一 , 西村由介 , 江口　馨 , 永島吉孝 , 粟屋堯之：
脊椎転移に対する手術と体幹部定位放射線治療 (SBRT)
による複合治療 . 第 54 回日本脊髄障害医学会 , 2019,( 秋
田 ),[ 一般演題 ]

004　灰本章一 , 西村由介 , 江口　馨 , 永島吉孝 , 粟屋堯之：が
ん脊椎転移に対する術前 TAE の有用性 . 第 54 回日本脊
髄障害医学会 , 2019,( 秋田 ),[ ポスター ]

005　灰本章一 , 西村由介 , 江口　馨 , 永島吉孝 , 粟屋堯之 , 服
部和良：がん脊椎転移診療体制構築による脊髄麻痺予防 . 
日本脳神経外科学会第 78 回学術総会 , 2019,( 大坂 ),[ 一般
演題 ]

006　灰本章一 , 西村由介 , 江口　馨 , 永島吉孝 , 粟屋堯之 , 服
部和良：当院における脊椎転移の手術戦略と中期成績 . 
第 62 回中部脊髄外科ワークショップ , 2019,( 名古屋 ),[ 一
般演題 ]

007　灰本章一：脊椎転移に対する治療戦略 - 診療体制構築か
ら最新治療まで . 第 80 回八事整形会 , 2019,( 名古屋 ),[ そ
の他 ]

放射線診断　ＩＶＲ部　

001　Chatani S, Murata S, Kato S, Hasegawa T, Sato Y, 
Dejima I, Takahashi M, Tsukamoto H, Kato M, Yamaura 
H, Onaya H, Yamamoto K, Yatabe Y, Inaba Y :　The 
utility of image-guided core needle biopsy in suspected 
malignant lymphoma comparison with surgical excision 
biopsy. Cardiovascular and Interventional Radiological 

術集会 , 2019,( 静岡 ),[ 口演 ] 
002　吉田雅博 , 杉浦英志：転移性脊椎腫瘍における手術後の

歩行能力に影響する因子についての検討 . 第３回日本リ
ハビリテーション医学会秋季学術集会 , 2019,( 静岡 ),[ 口
演 ] 

003　中嶋誠也 , 山﨑康司 , 清水泰博 , 吉田雅博：当院におけ
る胃がん患者の周術期呼吸リハビリテーション導入の
効果 . 第 3 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集
会 ,2019,( 静岡 ),[ ポスター ] 

004　髙津　淳 , 細井敬泰 , 檜垣栄治 , 山本正彦 , 吉田雅博 , 安
部哲也：食道癌根治術後における嚥下リハビリテーショ
ン～言語聴覚士の役割についての検討～ . 第 73 回日本食
道学会 ,2019,( 福岡 ),[ ワークショップ ]

005　吉田雅博：転移性骨腫瘍に対するリハビリテーション . 第
10回愛知がんリハビリテーション研修会 ,2019,( 豊明 ),[ 講
演 ] 

泌尿器科部

001　曽我倫久人 , 古澤　淳 , 小倉友二 :　2018 年度、愛知県が
んセンター中央病院の手術統計 第 64 回三重泌尿器科医
会 , 2019,( 津 ),[ 口演 ]

002　曽我倫久人 , 古澤　淳 , 小倉友二 , 古平　毅 , 景山拓海 : 
新規公式 GP score は、限局性前立腺癌に対する放射線治
療後の生化学的再発を予測する有意な因子である , 第 107
回日本泌尿器科総会 , 2019,( 名古屋 ),[ ポスター ]

003　曽我倫久人 , 古澤　淳 , 小倉友二 : ICG 近赤外蛍光補助下
腎部分切除術での、腫瘍部位と正常部位の蛍光量比較 , 蛍
光ガイド手術研究会 , 第 2回学術集会 , 2019,(京都 ), [口演 ]

004　曽我倫久人 , 古澤　淳 , 小倉友二 : ダヴィンチ Xi による
ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除と、ミニマム創手術
との比較 , 第 65 回三重泌尿器科医会 , 2019,( 津 ),[ 口演 ]

005　Ishihara M, Kageyama S, Miyahara Y, Ishikawa T, Ueda 
S, Soga N, Ikeda H, Shiku H：MAGE-A4, NY-ESO-1 and 
SAGE expression on tumor samples assessed by RT-
PCR, 第 78 回日本癌学会学術総 , 2019,( 京都 ),[ 口演 ]

婦人科部　

001　坪内寛文 , 坂田　純 , 森　正彦 , 水野美香：婦人科悪性
腫瘍手術後におけるアセトアミノフェン静注剤定期投与
の鎮痛効果の検討 . 第 71 回日本産科婦人科学会学術講演
会 ,2019,( 名古屋 ),[ ポスター ]

002　坪内寛文 , 片岡愛弓 , 坂田　純 , 森　正彦 , 高磯伸枝 , 井
本逸勢 , 水野美香：当院における遺伝性乳癌卵巣癌症候
群に対する腹腔鏡下リスク下減卵管卵巣摘出の取り組
み .第 25回日本家族性腫瘍学会学術集会 , 2019,( 東京 ),[ 口
演 ]

003　坪内寛文 , 茂木一将 , 坂田　純 , 森　正彦 , 高磯伸枝 , 井
本逸勢：リスク低減卵管卵巣摘出術 (RRSO) 症例に対す
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( 福岡 ), [ 教育講演 ]
013　長谷川貴章，高木治行，児玉大志，山中隆嗣，中塚豊真，

佐藤洋造，高尾仁二，片山芳彦，深井一郎，加藤俊夫，
徳井俊也，馬場康貴，郷原英夫，稲葉吉隆，山門享一郎：
切除可能な大腸がん肺転移に対する経皮的ラジオ波凝固
療法 /他施設共同第 2相前向き臨床試験（MLCSG-0802）．
第 48 回日本ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

014　村田慎一：各論、ICV ステントについて．第 48 回日本
ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 教育講演 ] 

015　稲葉吉隆：緩和 IVR 医が今なすべきこと．第 48 回日本
ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 座長 ] 

016　古谷勇一郎，服部寿史，浅井　翼，岩政裕昭，安部忠臣，
松島　秀，稲葉吉隆：血管撮影装置での撮影時付加フィ
ルタ変更による被ばく線量低減と画質の検討．第 48 回日
本ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

017　浅井　翼，松島　秀，服部寿史，古谷勇一郎，村田慎一，
稲葉吉隆：AUC を用いた parametric imaging の有用性．
第 48 回日本ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

018　稲葉吉隆，村田慎一，佐藤洋造，加藤弥菜，山浦秀和，
長谷川貴章，茶谷祥平，塚本裕一，女屋博昭：胃手術既
往患者への経皮的胃腸瘻造設．第 66 回中部 IVR 研究会 , 
2019, ( 金沢 ), [ 口演 ]

019　村田慎一，稲葉吉隆，佐藤洋造，茶谷祥平，塚本裕一，
長谷川貴章，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭：感染で
CVポートを抜去した症例の検討．第 66 回中部 IVR 研究
会 , 2019, ( 金沢 ), [ 口演 ] 

020　茶谷祥平，村田慎一，佐藤洋造，長谷川貴章，塚本裕一，
加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：同時性多発
肝転移合併大腸癌術後に bridging therapy として肝動注
療法を施行した 2例．第 66回中部 IVR研究会 , 2019, ( 金
沢 ), [ 口演 ]

021　長谷川貴章，佐藤洋造，山浦秀和，村田慎一，茶谷祥平，
加藤弥菜，女屋博昭，稲葉吉隆：1cm 未満の小結節に対
する肺RFAの治療成績．第 66 回中部 IVR研究会 , 2019, 
( 金沢 ), [ 口演 ]

022　佐藤洋造：血管損傷に対するステントグラフト．第 66 回
中部 IVR研究会 , 2019, ( 金沢 ), [ 座長 ]

023　佐藤洋造：ドレナージ、私はこれで抜いている．第 5 回
日本穿刺ドレナージ研究会 , 2019, ( 大阪 ), [ 講演 ]

024　佐藤洋造：穿ドレ/RFA/その他．第5回日本穿刺ドレナー
ジ研究会 2019, ( 大阪 ), [ 座長 ]

025　茶谷祥平，長谷川貴章，黒田浩章，高橋大雄，古谷勇一
郎，岩政裕昭，佐藤洋造，浅井　翼，服部寿史，村田慎一，
山浦秀和，松島　秀，屋代英樹，稲葉吉隆：術前肺マー
キングに用いる液体材料の比較実験．第 5 回日本穿刺ド
レナージ研究会 , 2019, ( 大阪 ), [ 口演 ]

026　Sato Y, Murata S, Hasegawa T, Kondo S, Onaya H, 
Yamaura H, Kato M, Chatani S, Tsukamoto H, Inaba Y : 
Retrograde lybphatic duct embolization of the cisterna 
chyli;unsuccessful treatment for refractory chylothorax 
and chylous ascites due to ovarian cancer . 第 5 回日本
穿刺ドレナージ研究会 2019, ( 大阪 ), [ 口演 ]

Society of Europe 2019, (Barcelona ,Spain), [Poster 
presentation ]

002　Chatani S, Sato Y, Haimoto S, Murata S, Hasegawa 
T, Dejima I, Takahashi M, Tsukamoto H, Kato M, 
Yamaura H, Onaya H, Hattori K, Inaba Y : Preoperative 
transcatheter arterial embolization for metastatic spinal 
cord compression. Cardiovascular and Interventional 
Radiological Society of Europe 2019, (Barcelona ,Spain), 
[Poster presentation ]

003　Sato Y, Inaba Y, Murata S, Hasegawa T, Chatani S, 
Shimizu Y, Hara K : Percutaneous drainage for afferent 
limb syndrome via the blind end of the jejunal limb after 
biliary reconstruction. The 13th Meeting of the Society of 
Gastrointestinal Intervention SGI 2019, (Incheon South 
Korea),　[Oral presentation ]

004　Hasegawa T, Takaki H, Kodama H, Yamanaka T, 
Nakatsuka A, Takao M, Sato Y, Fukai I, Tokui T, Gobara 
H, Baba Y, Inaba Y, Yamakado K : Radiofrequency 
Ablation for Resectable Colorectal Lung Metastases;A 
Prospective Multicenter Phase 2 Study(MLCSG-0802). 
Radiological Society of North America 105th Scientific 
Assembly RSNA 2019, (Chicago, USA), [Oral presentation 
]

005　茶谷祥平，佐藤洋造，村田慎一，出嶋育朗，高橋大雄，
塚本裕一，長谷川貴章，加藤弥菜，山浦秀和 , 女屋博昭，
稲葉吉隆：尿管動脈瘻に対してカバーステントを留置し
た3例．第48回日本ＩＶＲ学会 , 2019, (福岡 ), [ポスター ]

006　茶谷祥平，佐藤洋造，灰本章一，長谷川貴章，出嶋育朗，
高橋大雄，塚本裕一，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，
服部和良，稲葉吉隆：転移性脊椎腫瘍に対する徐圧術術
前TAEの検討．第48回日本ＩＶＲ学会, 2019, (福岡), [口
演 ]

007　佐藤洋造：緩和医療における非血管系 IVR/ 現状と今後
の展望．第 48 回日本ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

008　村田慎一，佐藤洋造，長谷川貴章，高橋大雄，茶谷祥平，
出嶋育朗，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，古田裕美，
清水淳市，谷田部　恭：肺癌遺伝子診断における画像下
生検の有用性．第48回日本ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口
演 ]

009　長谷川貴章，佐藤洋造，高橋大雄，茶谷祥平，黒田浩章，
古谷勇一郎，岩政裕昭，浅井　翼，服部寿史，村田慎一，
山浦秀和，松島　秀，屋代英樹，稲葉吉隆：術前肺マー
キングに用いる液体材料の比較実験．第 48 回日本ＩＶＲ
学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

010　佐藤洋造，村田慎一，長谷川貴章，出嶋育朗，高橋大雄，
茶谷祥平，塚本裕一，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，
稲葉吉隆：切除不能肝細胞癌に対するシスプラチン含浸
ヘパスフィアを用いた DEB-TACE の検討．第 48 回日本
ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

011　佐藤洋造：新たな展開を迎える TACE と当院における治
療戦略．第 48 回日本ＩＶＲ学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

012　佐藤洋造：ビーズTACE．第 48回日本ＩＶＲ学会 , 2019, 
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感染症学会 , 2019, ( 岐阜 ), [ 口演 ]
043　茶谷祥平，山浦秀和，塚本裕一，長谷川貴章，村田慎一，

加藤弥菜，佐藤洋造，女屋博昭，稲葉吉隆，藤原那沙，
筑紫　聡，玉木恒男：四肢に発生した腱に接する腫瘤の
MRI による鑑別　GCT-TS を中心に . 日本医学放射線学
会第 167 回中部地方会 , 2020, ( 名古屋 ), [ 口演 ]

044　稲葉吉隆：放射線科領域講習会（診断）. 日本医学放射線
学会第 167 回中部地方会，2020, ( 名古屋 ), [ 座長 ]

045　女屋博昭：骨盤リンパ節転移の画像診断　再考．日本医
学放射線学会第167回中部地方会 , 2020, ( 名古屋 ), [ 講演 ]

放射線治療部　

001　Koide Y, Kitagawa T, Aoyama T, Shimizu H, Tanaka H, 
Tachibana H, Kodaira T：A simple and low-cost method 
of deep inspiration breath-hold irradiation for breast 
cancer. 38th Annual meeting of the European Society 
for Radiation Oncology,2019,(milan),[ ポスター ] 

002　Koide Y, Tomita N, Tanaka H, Tachibana H, Kodaira T：
Retrospective analysis of hypofractionated stereotactic 
radiotherapy for tumors larger than 2 cm. 38th 
Annual meeting of the European Society for Radiation 
Oncology,2019,(milan),[ ポスター ]

003　S h i m i z u  H ,  S a s a k i  K ,  Ta n a k a  H ,  A o y a m a  T, 
Tachibana H, Koide Y, Kodaira T：Dosimetric effect 
of calculation grid size on epidural space in spine 
stereotactic body radiotherapy using volumetric 
modulated arc therapy. 61th Annual meeting of the 
American Society for Therapeutic Radiation and 
Oncology2015,2019,(chicago),[ ポスター ]

004　Ito M, Kodaira T, Koide Y, Okuda T, Mizumatsu S, Oshima 
Y, Takeuchi A, Mori T, Abe S, Asai A, Suzuki K：Role of 
high-dose salvage radiotherapy for oligometastases of 
localized abdominal/pelvic lymph nodes. 61th Annual 
meeting of the American Society for Therapeutic 
Radiation and Oncology2015,2019,(chicago),[ ポスター ]

005　Shimizu H, Sasaki K, Aoyama T, Kitagawa T, Fukuma H, 
Tachibana H, Kodaira T：Evaluation of the rotational 
accuracy of twist-correction system for radiotherapy of 
head and neck cancer patients. The 7th Japan-Taiwan 
Radiation Oncology Symposium,2019,(tokyo),[ 口頭 ]

006　Aoyama T, Uto K, Ebara M, Shimizu H, Kitagawa T, 
Kodaira T：Development of a sheet with low melting 
temperature for patient specific immobilization systems 
in radiation therapy. 19th Asia-Oceania Congress of 
Medical Physics,2019, (perth),[ ポスター ] 

007　古平　毅：シンポジウム放射線治療の抵抗拡大に向けた
新たな展開 . 第 78 回日本医学放射線学会 ,2019,( 横浜 ),[ 口
演 ]

008　古平　毅：遠隔転移を有する頭頸部腫瘍の局所 ( 準 ) 根治
的放射線治療.第78回日本医学放射線学会,2019,(横浜),[口

027　村田慎一，橋本直弥，佐藤洋造，長谷川貴章，加藤弥菜，
稲葉吉隆：レンバチニブ導入における薬剤師介入による
有害事象マネジメントの意義．第 20 回日本肝がん分子標
的治療研究会 , 2019, ( 長崎 ), [ ポスター ]

028　稲葉吉隆：新時代における肝細胞癌治療．第 55 回日本肝
癌研究会 , 2019, ( 東京 ), [ 座長 ]

029　佐藤洋造，村田慎一，長谷川貴章，古田裕美，清水淳
市，女屋博昭，山浦秀和，加藤弥菜，茶谷祥平，谷田部　
恭， 稲 葉 吉 隆：The utility of image guided biopsy for 
mutational analysis in lung cancer．第 17 回日本臨床腫
瘍学会 , 2019, ( 京都 ), [ 口演 ]

030　稲葉吉隆：肝細胞癌の薬物療法の使い分け．第 17 回日本
臨床腫瘍学会 , 2019, ( 京都 ), [ 座長 ]

031　長谷川貴章：切除可能な大腸癌肺転移に対する経皮的ラ
ジオ波凝固療法・多施設共同第 2 相前向き臨床試験の結
果報告．第 28 回三重肺癌研究会 , 2019, ( 三重 ), [ 口演 ]

032　長谷川貴章：腎・副腎に対するＲＦＡ．第 20 回 RFA・
凍結療法研究会 , 2019, ( 大阪 ), [ 口演 ]

033　長谷川貴章，佐藤洋造，山浦秀和，村田慎一，茶谷祥平，
塚本裕一，加藤弥菜，女屋博昭，稲葉吉隆：1cm 未満の
小結節に対する肺 RFA の治療成績．第 20 回 RFA・凍
結療法研究会 , 2019, ( 大阪 ), [ 口演 ]

034　長谷川貴章，高木治行，児玉大志，山中隆嗣，中塚豊
真，佐藤洋造，高尾仁二，馬場康貴，郷原英夫，稲葉吉
隆，山門享一郎：切除可能な大腸がん肺転移に対する経
皮的ラジオ波凝固術・多施設共同第 2 相前向き臨床試験
（MLCSG-0802）．第20回RFA・凍結療法研究会 , 2019, ( 大
阪 ), [ 口演 ]

035　佐藤洋造，高橋大雄，稲葉吉隆，村田慎一，長谷川貴章，
茶谷祥平，原　和生，奥野のぞみ：陽子線治療後の門脈
胆管瘻に対してステントグラフト留置で治療した 1 例．
第 16 回日本粒子線治療臨床研究会 , 2019, ( 奈良 ), [ 口演 ]

036　Murata S, Sato Y, Hasegawa T, Furuta H, Shimizu J, 
Onaya H, Yamaura H, Kato M, Dejima I, Takahashi M, 
Chatani S, Tsukamoto H, Inaba Y : The utility of image 
guided repeat biopsy for mutational analysis in lung 
cancer . 第 57 回日本癌治療学会 , 2019, ( 福岡 ), [ 口演 ]

037　稲葉吉隆，新槇　剛，曽根美雪：緩和 IVR におけるエ
ビデンスの構築．第 55 回日本医学放射線学会秋季大会 , 
2019, ( 名古屋 ), [ シンポジウム ]

038　稲葉吉隆：肝腫瘍に対する IVR．第 55 回日本医学放射
線学会秋季大会 , 2019, ( 名古屋 ), [ 講演 ]

039　稲葉吉隆：有痛性骨転移の緩和医療．第 9 回緩和 IVR 研
究会 , 2019, ( 東京 ), [ 座長 ]

040　稲葉吉隆，村田慎一，佐藤洋造，加藤弥菜，山浦秀和，
長谷川貴章，茶谷祥平，塚本裕一，女屋博昭：胃手術既
往患者への経皮的胃腸瘻造設．第 9 回緩和 IVR 研究会 , 
2019, ( 東京 ), [ 口演 ]

041　佐藤洋造：IVR-CT を用いた緩和 IVR．第 9 回緩和 IVR
研究会 , 2019, ( 東京 ), [ 口演 ]

042　佐藤洋造，稲葉吉隆，村田慎一，長谷川貴章，清水泰博：
画像ガイド下ドレナージの基本と応用．第 32 回日本外科
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027　古平　毅：教育講演　医療の質　治療 . 第 32 回日本放射
線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

028　川村麻里子 , 小出雄太郎 , 村井太郎 , 石原俊一 , 高瀬裕樹 , 
村尾豪之 , 岡崎　大 , 山口尊弘 , 内山　薫 , 伊藤善之 , 古
平　毅 , 芝本雄太 , 長縄慎二：子宮頸部小細胞癌の治療法
とその予後に関する実態調査：多施設による遡及的調査 . 
第 32 回日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

029　伊藤　誠 , 小出雄太郎 , 古平　毅 , 奥田隆仁 , 水松真一
郎 , 浅井あゆみ , 阿部壮一郎 , 森　俊恵 , 竹内亜里紗 , 大
島幸彦 , 鈴木耕次郎：小数個腹骨盤部リンパ節再発癌に
対する高線量救済照射の意義 . 第 32 回日本放射線腫瘍学
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

030　田中　寛 , 中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 若林紘平 , 宮
内理世 , 阿部壮一郎 , 小出雄太郎 , 立花弘之 , 古平　毅 : 
当院における緩和放射線治療後のフォロー率の後方　視
解析 . 第 32 回日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

031　小出雄太郎 , 阿部壮一郎 , 若林紘平 , 宮内理世 , 青山並季 , 
西村聖子 , 中島貴子 , 田中　寛 , 立花弘之 , 古平　毅 : 骨
転移を除く有痛性腫瘍に対する緩和照射の検討 . 第 32 回
日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

032　宮内理世 , 田中　寛 , 中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 阿
部壮一郎 , 若林紘平 , 小出雄太郎 , 青山貴洋 , 清水秀年 , 
立花弘之 , 古平　毅 : 当院における腫瘍による脊髄圧迫
症の治療成績 . 第 32 回日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古
屋 ),[ 口演 ]

033　阿部壮一郎 , 田中　寛 , 中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 
若林紘平 , 宮内理世 , 小出雄太郎 , 立花弘之 , 古平　毅 : 
有痛性転移性骨腫瘍に対する当院での緩和照射の検討 . 
第 32 回日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

034　若林紘平 , 田中　寛 , 中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 阿
部壮一郎 , 宮内理世 , 小出雄太郎 , 立花弘之 , 古平　毅 : 
定位放射線治療を行った転移性脳腫瘍患者の後方視解析 . 
第 32 回日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

035　中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 阿部壮一郎 , 宮内理世 , 
若林紘平 , 小出雄太郎 , 立花弘之 , 古平　毅 : 愛知県がん
センターにおける緩和放射線治療を受ける患者背景の検
討 . 第 32 回日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

036　古平　毅：領域講習会 ( 治療 ). 日本医学放射線学会第 166
回中部地方会 ,2020,( 名古屋 ),[ 座長 ]

037　立花弘之：セッション 9　骨・その他 . 日本医学放射線学
会第 166 回中部地方会 ,2020,( 名古屋 ),[ 座長 ]

038　伊井憲子 , 不破信和 , 野村美和子 , 立花弘之 , 石垣共基 , 
爾見雅人 , 玉木茂久：放射線治療後に頚動脈狭窄が見ら
れた上咽頭癌とリンパ腫の 2 例 . 日本医学放射線学会第
166 回中部地方会 ,2020,( 名古屋 ),[ 口演 ]

039　小出雄太郎 , 若林紘平 , 阿部壮一郎 , 宮内理世 , 田中　寛 , 
立花弘之 , 古平　毅 , 花井信広 , 古川大記 , 高瀬裕樹 , 香
西由加 , 伊藤　誠：AI を用いた頭頸部癌予後解析に関す
る研究. 日本医学放射線学会第166回中部地方会,2020,(名
古屋 ),[ 口演 ]

040　若林紘平 , 小出雄太郎 , 中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 
宮内理世 , 阿部壮一郎 , 田中 寛 , 立花弘之 , 古平　毅 : 骨

演 ]
009　古平　毅 : 医療の質　治療 . 第 78 回日本医学放射線学

会 ,2019,( 横浜 ), [ 教育講演 ]
010　清水秀年： 放射線治療（治療計画 3）. 第 75 回日本放射

線技術学会総会学術大会 ,2019,( 横浜 ),[ 座長 ]
011　青山貴洋 , 清水秀年 , 佐々木浩二 , 安藤未央 , 磯村泰己 , 

古平　毅 : 画時の頭部のセットアップ角度と治療直前の
頸椎の捻れの関係 . 第 75 回日本放射線技術学会総会学術
大会 ,2019,( 横浜 ),[ 口述 ]

012　古平　毅：シンポジウム　放射線治療はどう進んでいる
か　照射法の進歩 . 第 43 回日本頭頸部癌学会 ,2019,( 金
沢 ),[ 口演 ]

013　小出雄太郎 , 北川智基 , 阿部壮一郎 , 若林紘平 , 宮内理世 , 
田中　寛 , 立花弘之 , 古平　毅 : 低コストで簡便な左乳癌
深呼吸期息止め照射法 . 日本医学放射線学会 166 回中部
地方会 ,2019,( 金沢 ),[ 口演 ]

014　古平　毅：頭頸部癌における免疫療法の展望 . 第 16 回日
本臨床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[ 口演 ]

015　 Takeshi Kodaira：Radiation therapy with immune 
checkpoint inhibitor, future perspective. 第 16 回日本臨
床腫瘍学会 ,2019,( 京都 ),[ 口演 ]

016　古平　毅：口腔咽頭癌に対するがん薬物療法の現在と今
後の展望 . 第 32 回日本口腔・咽頭科学会総会 ,2019,( 大
分 ),[ 口演 ]

017　古平　毅：集学的治療の中のがん薬物療法の位置づけ：
放射線療法との併用療法第 32 回日本口腔・咽頭科学会総
会 ,2019,( 大分 ),[ 口演 ]

018　古平　毅：医療の質　治療 . 第 55 回日本医学放射線学会
秋期臨床大会 ,2019,( 名古屋 ),[ 教育講演 ]

019　清水秀年：放射線治療（Tomotherapy・ゲル線量計）. 
第 47回日本放射線技術学会秋季学術大会 ,2019,( 大阪 ),[座
長 ]

020　北川智基：シンポジウム　今一度考えよう高精度照射の
事前検証　―個別化と最適化と簡略化―. 第 47 回日本放
射線技術学会秋季学術大会 ,2019,( 大阪 ),[ 口演 ]

021　 古 平　 毅： が ん 放 射 線 治 療 の 最 前 線　Frontier 
of radiation therapy for head and neck cancer.　
Modification of space, time and molecular status to 
increase efficacy of radiation therapy. 第 57 回癌治療学
会 ,2019,( 福岡 ),[ 口演 ]

022　古平　毅：Gold medal 受賞記念講演 . 第 32 回日本放射
線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

023　古平　毅：梅垣賞・阿部賞授与式受賞講演 , 優秀教育講
演賞 ,highly cited award 優秀査読賞授与式 .　第 32 回日
本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

024　古平　毅：海外名誉会員会員証授与式・記念講演 . 第 32
回日本放射線腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

025　古平　毅：一般講演　頭頸部癌 . 第 32 回日本放射線腫瘍
学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 座長 ]

026　古平　毅：市民公開講座　切らずに治る放射線治療　命
と機能を守る頭頸部癌の放射線治療 . 第 32 回日本放射線
腫瘍学会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]
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精神腫瘍科部

001　小森康永：シシリー・ソンダースの考える「“寄りそ
う”ということ」, ホスピスのこころ研究所主催講演
会 ,2019,( 札幌市 ),[ 講演 ]

002　小森康永：がんとこころのあいだで：精神腫瘍学でやれ
ること, エスエル医療グループ勉強会,2019,(名古屋市),[講
演 ]

003　小森康永 , 安達映子：ナラティブ・メディスン , 立正大
学 ,2019,( 東京 ),[ ワークショップ ]

004　小森康永：がん患者についてのあるべき理解 , 愛知県学
校保健会県立学校知多支部総会 ,2019,( 東海市 ),[ 講演 ]

005　後藤雅博 , 小森康永 , 安達映子：心理教育 , 日本家族研究・
家族療法学会 ,2019,( 札幌市 ),[ ワークショップ ]

006　小森康永 , 安達映子 , 団　士郎 , 阿部幸弘：医学教育と患
者ケアにマンガを使おう！：グラフィック・メディスン
のすすめ , 日本家族研究・家族療法学会 ,2019,( 札幌市 ),[ 大
会シンポジウム ]

007　小森康永 , 国重浩一 , 矢原隆行 , 安達映子：ナラティヴ・
セラピーの「今」を語う , 日本家族研究・家族療法学会 , 
2019,( 札幌市 ),[ 自主企画シンポジウム ]

008　小森康永：緩和医療におけるコミュニケーション , 第９
回南区がん緩和医療研究会 , 2019,( 札幌市 ),[ 講演 ]

009　小森康永：シシリー・ソンダースの考える「人間力」, ホ
スピスのこころ研究所主催講演会 , 2019,( 札幌市 ),[ 講演 ]

010　小森康永：シシリー・ソンダースから見た「ことば」, ホ
スピスのこころ研究所主催講演会 , 2020,( 札幌市 ),[ 講演 ]

看護部

001　岩井美世子 , 青山寿昭 , 藤下　礼 , 花井信広：手術を受け
る頭頸部癌患者を対象とした障害受容カンファレンスに
よる看護記録の変化 . 第４３回日本頭頸部癌学会学術集
会 , 2019,( 石川 ),[ 口演 ]

002　漢人美都子 , 戸松真里子 , 井芹あゆみ , 山田健司 , 伊藤　
環：食道がん手術を受ける患者の外来術前訪問の実態調
査 . 第３３回日本手術看護学会年次大会 , 2019,( 岡山 ),[ 口
演 ]

003　河合亮介 , 濱本　実 , 三浦敦子 , 山口真由美 , 枡田ゆかり , 
岩田麻衣子 , 神戸美樹 , 池松裕子：本邦 ICU における身
体抑制実態に関連する因子 多施設前向き観察研究 . 日本
集中治療医学会学術集会 , 2020,( 愛知 ),[ 口演 ]

004　岩田麻衣子 , 河合亮介 , 濱本実也 , 三浦敦子 , 山口真由美 , 
枡田ゆかり , 神戸美樹 , 池松裕子：ICU における身体抑
制の実施状況 多施設前向き研究 . 日本集中治療医学会学
術集会 , 2020,( 愛知 ),[ 口演 ]

005　中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 古平　毅 , 立花弘之 , 田
中　寛 , 小出雄太郎：愛知県がんセンターにおける緩和
照射を受ける患者背景の検討 . 第 57 回日本癌治療学会学
術集会 , 2019,( 福岡 ),[ 口演 ]

006　中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 古平　毅 , 立花弘之 , 田

転移の疼痛緩和照射における radiomics の初期経験 . 日
本医学放射線学会第 166 回中部地方会 ,2020,( 名古屋 ),[ 口
演 ]

041　宮内理世 , 田中　寛 , 中島貴子 , 西村聖子 , 青山並季 , 阿
部壮一郎 , 若林紘平 , 小出雄太郎 , 立花弘之 , 清水秀年 , 
青山貴洋 , 古平　毅 : 当院における腫瘍による脊髄圧迫
症の治療成績 . 日本医学放射線学会第 166 回中部地方
会 ,2020,( 名古屋 ),[ 口演 ]

042　古平　毅：Pacific レジメンにおける肺臓炎症例共有 . 
Pneumonitis Management Academy in Nagoya ,2019,( 名
古屋 ),[ 講演 ]

043　古平　毅：非小細胞肺癌における放射線治療の現状～ III
期治療を中心に～ . 八事 Lung Cancer Seminar,2019,( 名
古屋 ),[ 講演 ]

044　古平　毅：高精度放射線治療の現状と免疫療法併用への
期待 . 市民公開講座 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

045　古平　毅：集学的治療における放射線治療の現状と今後
の展望 . 第 35 回奈良県頭頸部腫瘍研究会 ,2019,( 奈良 ),[ 講
演 ]

046　古平　毅：根治的放射線治療のポイント～肺臓炎を
回避する工夫～ . Takayama Lung Cancer Workshop 
,2019,( 高山 ),[ 講演 ]

047　立花弘之： 名城大学薬学部大学院 ,2019, ( 名古屋 ),[ 講義 ]
048　古平　毅：高精度放射線治療の新しい展開 . 札幌医科大

学腫瘍診療センター講演会 ,2019,( 札幌 ),[ 講演 ]
049　古平　毅：非小細胞肺癌の放射線治療の現状～ III 期治

療を中心に～ . Lung Cancer Symposium in MIKAWA 
,2019,( 三河 ),[ 講演 ]

050　立花弘之：手術指導（動注カテーテル留置術）. 帝京大学
医学部附属病院 ,2019, ( 東京 ),[ 指導 ]

051　立花弘之：愛知県立大学看護学部 ,2019, ( 名古屋 ),[ 講義 ]
052　古平　毅：IMRT の現状と展望 . 西三河がんフォーラ

ム ,2019,( 安城 ),[ 講演 ]
053　清水秀年 :：IDMP2019　愛知イベント . 名古屋大学医学

部附属病院 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]
054　古平　毅：Ⅲ期非小細胞肺癌における CRT の実際　～

放射線科、呼吸器内科連携も含めて～ . 東尾張肺癌講演
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

055　青山貴洋：熱可塑性形状記憶素材を用いた放射線治療用
ボーラスの密着度と線量計算精度の検証 . 独立行政法人
日本学術振興会科学研究費助成事業 ,2019,(名古屋),[講演 ]

056　青山貴洋：日本放射線技術学会中部支部会技術奨励賞（放
射線治療）. 2019,( 名古屋 ),[ 講演 ]

緩和ケア部

001　下山理史：がん治療とコミュニケーションスキル　こと
ばの大切さを再認識する . 第 57 回日本癌治療学会学術集
会 , 2019,( 福岡 ),[ 会長企画シンポジウム 4]
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021　宮谷美智子：がん看護Ⅰ～がん化学療法を受ける患者の
ライフスタイルを支援する看護～ . 愛知県看護協会研修
会 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

022　宮谷美智子：がん治療の実際を知ろう！～第 1 回　大腸
がん～映像で学ぶ大腸がん化学療法の実際 . 愛知キャン
サーネットワークセミナー , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

023　宮谷美智子：頭頸部癌治療における副作用マネジメン
ト . 滋賀頭頸部治療セミナー , 2019,( 滋賀 ),[ 講師 ]

024　宮谷美智子：がん化学放射線療法を受ける患者に対す
る看護～化学療法の視点から～ . 日総研出版セミナー , 
2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

025　向井未年子：一般演題 口演 03「緩和ケアにおける地域
連携 / 集中治療での緩和ケア」. 第 24 回日本緩和医療学
会学術大会 , 2019,( 神奈川 ),[ 座長 ]

026　向井未年子：シンポジウムⅡ「患者の『生きる』を
支える」. 第 2 回緩和医療学会東海北陸支部学術大会 , 
2019,( 三重 ),[ 座長 ]

027　向井未年子：緩和ケアチーム研修（都道府県指導者養成
研修 ). 国立がんセンター , 2019,( 東京 ),[ 講師 ]

028　向井未年子：がん看護論「オンコロジック・エマージェ
ンシー」. 名古屋市立大学大学院 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

029　向井未年子：一般演題 口演「第 12 群 症状マネジメント
2」.第34回日本がん看護学会学術集会, 2020,(東京 ),[座長 ]

030　高畑知帆子：消化器がんにおけるパラダイムシフト　生
活の視点での患者サポート～スキンケアに焦点を当て
て～ . 第 33 回日本がん看護学会学術集会教育セミナー , 
2019,( 福岡 ),[ 講師］

031　高畑知帆子：大腸がんにおける経口分子標的治療薬の副
作用マネジメント . 抗癌剤のマネジメントを考える会 . 
2019,( 愛知 ),[ 講師］

032　高木礼子：一般演題　看護・チーム医療 . 第 16 回日本乳
癌学会中部地方会 , 2019,( 愛知 ),[ 座長 ]

033　佐々木照美：コロプラストスキルアップセミナー愛知 , 
2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

034　佐々木照美：がん治療の実際を知ろう！第１回大腸がん、
目で見るストマの実際 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

035　笹川良子：化学療法における CV ポートの管理と看護の
ポイント、第 32 回北日本インターベンショナルラジオロ
ジー研究会、コメディカルセミナー , 2019,( 新潟 ),[ 講師 ]

036　笹川良子：CVポート①　一般演題６、第 44 回リザーバー
研究会 , 2019,( 京都 ),[ 座長 ]

037　山口真由美：クリティカルケアにおける看護の専門性 . 愛
知県立大学 , 2019,( 愛知 ),[ 講師］

038　山田健司：手術室における看護について .　愛知県立大学 , 
2019,( 愛知 ),[ 講師］

039　山田健司：看護実践研修「手術が患者さんへ与える影
響」. 愛知県がんセンター , 2019,( 愛知 ),[ 講師］

040　柴田亜弥子：家族と健康 . 愛知県立大学大学院　家族支
援CNSコース , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

041　柴田亜弥子：がん患者と家族支援 .名古屋助産師会研修会 , 
2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

042　柴田亜弥子：最新医療と看護 . 愛知県立大学看護学部 , 

中　寛 , 小出雄太郎 , 若林紘平 , 宮内理世 , 阿部壮一郎：
愛知県がんセンターにおける緩和照射を受ける患者背景
の検討 . 日本放射線腫瘍学会第 32 回学術大会 , 2019,( 愛
知 ),[ 口演 ]

講演・講義講師 , 学会座長 , シンポジスト

001　亀島里美：保健医療福祉政策論・保健医療福祉政策演習.愛
知県看護協会　認定看護管理者教育課程　サードレベル , 
2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

002　亀島里美：管理者のための倫理 . 名古屋市看護管理研修
会 なごやナースキャリアサポートセンター , 2019,( 愛
知 ),[ 講義講師 ]

003　亀島里美：「自己の看護観を広げる」シンポジウム . 県立
愛知看護専門学校 , 2019,( 愛知 ),[ シンポジスト ]

004　亀島里美：経営的視点に立った看護管理 . 県立病院看護
職員研修　看護管理 ( 応用 ), 2019,( 愛知 ),[ 講義講師 ]

005　亀島里美：第 50 回日本看護学会 - 看護管理 - 学術集会 . 
日本看護協会 , 2019,( 愛知 ),[ 座長 ]

006　井上さよ子：看護倫理 . 愛知県心身障害者コロニー中央
病院 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

007　井上さよ子：コンサルテーション論 . 日本赤十字豊田看
護大学 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

008　永 田 智 子：退院支援 . 愛知県がんセンター、2019・
2020,( 愛知 ),[ 講師 ]

009　永田智子：がん看護ジェネラリストナース育成研修 . 愛
知県がんセンター , 2019,( 愛知 ),[ ファシリテーター ]

010　永田智子：がん性疼痛緩和における非薬物的アプロー
チ . 愛知県立大学看護実践センター認定看護師教育過程
「がん性疼痛看護」, 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

011　永田智子：ELNEC-J 研修会 . 豊田地域医療センター , 
2019,( 愛知 ),[ 講師・ファシリテーター ]

012　岩井美世子：在宅医療病態論 . 愛知県看護協会訪問看護
認定看護師教育課程 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

013　岩井美世子：がん看護 . 愛知県看護協会訪問看護職員養
成講習会 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

014　岩井美世子：成人看護学概論 . 蒲郡市立ソフィア看護専
門学校 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

015　岩井美世子：特別講義「がん看護（専門看護師）の役
割」. 愛知医科大学看護学部 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

016　岩井美世子：頭頸部がん看護セミナー「意思決定支援の
ポイント」. メディカ出版 , 2019,( 東京・大阪 ),[ 講師 ]

017　岩井美世子：就労支援ニーズの把握について～院内シス
テム構築に向けての取組 . 愛知県がん診療連携拠点病院
相談支援センター相談員研修会 , 2020,( 愛知 ),[ 講師 ]

018　久保　知：頭頸部がん看護セミナー . メディカ出版セミ
ナー , 2019,( 東京、神戸 ),[ 講師 ]

019　久保　知：放射線療法を受ける頭頸部癌がん患者の治療
完遂に向けた看護支援 , 日総研出版セミナー , 2019,( 名古
屋､ 東京 ),[ 講師 ]

020　久保　知：がん放射線療法の治療計画管理における看
護 . 東京医療保健大学放射線看護研修センター , 2019,( 東
京 ),[ 講師 ]
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の運用方法 現状報告 . 令和元年愛知県地域連携パスコー
ディネーター研修会 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

064　福嶋敬子：鎖骨下 CV ポートの管理について . 第 44 回リ
ザーバー研究会 , 2019,( 京都 ),[ 講師 ]

065　保坂彰子：最新医療と看護～内視鏡治療を受ける患者の
看護～ . 愛知県立大学 , 2019,( 愛知県 ),[ 講師 ]

薬剤部

001　Shimomura K, Yamaguchi T, Oya Y : Association between 
early immune related adverse events and clinical 
outcomes in NSCLC treated with pembrolizumab. 第 17
回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2019,(Kyoto),[Poster]

002　橋本直弥：当院における麻薬携帯輸出入許可申請時の工
夫と実際 . 医薬品使用の国際化～知らないでは済まされ
ない～医療用麻薬の持出渡航や規制医薬品にどう向き合
うか～ . 第 29 回日本医療薬学会年会 ,2019,( 福岡 ),[ シン
ポジウム］　

003　前田章光，下村一景，稲熊一英，梶田正樹：愛知県がん
センターにおけるバンコマイシン「MEEK」TDM 解析
ソフトによる血中濃度予測値と実測値との比較 . 第 40 回
日本臨床薬理学会学術総会 ,2019,( 東京 ),[ ポスター ]

004　市橋哲平 , 前田章光 , 橋本直弥 , 池山雄介 , 水野知奈美 , 
山崎　研 , 内川詩野 , 深谷幸代 , 岩田広治 , 梶田正樹：愛
知県がんセンターにおけるアベマシクリブの有害事象発
現状況と対策 . 第 52 回東海薬剤師会学術大会 ,2019,( 三
重 ),[ ポスター ]

005　立松三千子 , 萩原純孝 , 田端厚之 , 服部正也 , 小谷はるる , 
水野靖也 , 澤木正孝 , 石黒淳子 , 吉村章代 , 片岡愛弓 , 肱
岡　範 , 清水淳市 , 岩田広治：エベロリムス服用患者にお
けるステロイド含有含嗽薬使用時の口腔内微生物叢の変
動についての検討 . 第４回日本がんサポーティブケア学
会学術集会 ,2019,( 青森 ),[ ポスター ]

006　立松三千子：薬剤師がつなぐチーム医療の輪～医看薬薬
連携による外来がん患者サポート～ . 金鯱地域がん薬薬
連携セミナー ,2019,( 名古屋 ),[ 講演］

007　立松三千子：抗がん薬の副作用対策入門～ CTCAE を
使ってみませんか～ . 第 45 回名古屋市薬剤師会研修
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 講演］

2019,( 愛知 ),[ 講師］
043　柴田亜弥子：がんゲノム医療における チームアプロー

チについて . がんジェネラリスト研修がん化学療法看護 , 
2019,( 愛知 ),[ 講師］

044　新田都子：がん看護学総論 . 愛知県立大学守山キャン
パス 認定看護師教育課程「がん性疼痛看護」分野 , 
2019,( 愛知 ),[ 講師〕

045　西尾里美：がん看護 - がん患者を生活者として支える看
護師の役割 -　愛知県総合看護専門学校 , 2019, ,( 愛知 ),[ 講
師 ]

046　西尾里美：コンサルテーション論 . 愛知県立大学大学院
看護学研究科 , 2020,( 愛知 ),[ 講師］

047　青山寿昭：頭頸部がん看護セミナー . メディカ出版セミ
ナー , 2019,( 東京・大阪 ),[ 講師 ]

048　青山寿昭：第３１回日本嚥下障害臨床研究会学術集会 ( 第
４群 ). 日本嚥下障害臨床研究会 , 2019,( 浜松 ),[ 座長 ]

049　青山寿昭：第２５回摂食嚥下リハビリテーション学会学
術集会 ( ポスター ). 日本嚥下障害臨床研究会 , 2019,( 新
潟 ),[ 座長 ]

050　青山寿昭：摂食嚥下の基礎 . 名古屋市介護施設看護職員
研修会 , 2020,( 愛知 ),[ 講師 ]

051　中島貴子：がん基礎研修 - がん放射線療法看護 -. 小牧市
民病院 , 2019,( 愛知 ),[ 講師］

052　中島貴子：がん性疼痛に対する放射線療法と看護 - 治療
を受ける患者への看護 -. 愛知県立大学　認定看護師教育
課程「がん性疼痛分野」, 2019,( 愛知 ),[ 講師］

053　田崎智子：特別企画：乳がん患者さんが、自分らしく、
より長く生きるために～今、私たちができること～、第
16 回日本乳がん中部地方会パネルディスカッション , 
2019,( 愛知 ),[ パネリスト ]

054　千種智之 , 河村大一：感染対策 . 新人看護職員合同研修 ,
愛知県看護研修センター , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

055　千種智之 , 河村大一：看護職カムバック研修感染対策 . 愛
知県ナースセンター , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

056　藤下　礼：頭頸部がん看護セミナー　終末期の看護 . メ
ディカ出版セミナー , 2019,( 東京､ 大阪 ),[ 講師］

057　藤下　礼：緩和ケアについて . 名古屋医専疼痛専攻 , 
2019,( 愛知 ),[ 講師］

058　八重樫裕：摂食嚥下障害看護における看護の専門性と
NSTチームでの役割 . 愛知県立大学 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

059　八重樫裕：模擬カンファレンス：事例に基づいて「がん
リハビリテーションの問題点のカンファレンス」. がん
リハビリテーション研修会 , 2019,( 愛知 ),[ ファシリテー
ター ]

060　美濃屋亜矢子：成人看護学方法論Ⅴ「緩和ケア」. 県立愛
知看護専門学校 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

061　美濃屋亜矢子：小中学校におけるがん教育の進め方 . 常
滑市教育委員会研修会 , 2019,( 愛知 ),[ 講師 ]

062　福嶋敬子：中部 IVR 地方会での取り組み～日本の真ん中
で出来ること～ . 第 48 回 IVR 学会総会 , イブニングセミ
ナー , 2019,( 福岡 ),[ シンポジスト ]

063　福嶋敬子：地域連携クリニカルパス愛知県がんセンター
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がん患者生存率の地域比較-Funnel Plot 法を用いた評価-. 
第 78 回日本公衆衛生学会総会 ,2019,( 高知 ),[ ポスター ]

011　小栁友里子 , 伊藤秀美 , 松尾恵太郎 , 菅原由美 , 日高章寿 , 
澤田典絵 , 和田恵子 , 永田知里 , 玉腰暁子 , 林櫻松 , 竹内
太郎 , 喜多村祐里 , 歌田真衣 , 定金敦子 , 溝上哲也 , 内藤
真理子, 田中恵太郎, 島津太一, 津金昌一郎, 井上真奈美：
喫煙と膵がん罹患：日本の大規模コホート研究を統合し
たプール解析. 第30回　日本疫学会学術総会,2020,(京都), 
[ 口演 ]

012　碓井喜明 , 小栁友理子 , 尾瀬　功 , 春日井由美子 , 伊藤秀
美，松尾恵太郎：Helicobacter pylori (H. pylori) 感染と胃
がんの予後の関連について . 第 30 回　日本疫学会学術総
会 ,2020,( 京都 ), [ 口演 ]

がん予防研究分野

001　Matsuo K：Cancer Risk Est imat ion based on 
environmental and genetic information. 第 78 回日本癌学
会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ シンポジウム ]

002　Elshair Moaz E, Ugai T, Oze I, Kasugai Y, Koyanagi Y, 
Hara K, Ito H, Matsuo K：Impact of Socioeconomic 
Status and Sibling Number on Prevalence of H. Pylori 
Infection: a Cross-Sectional Study. 第 78 回日本癌学会学
術総会 ,2019,( 京都 ),[ 口演 ]

003　Matsuo K：Perspective of Cancer Epidemiology/
Prevention Reserch. 第78回日本癌学会学術総会,2019,(京
都 ),[ パネルディスカッション ]

004　松尾恵太郎：ゲノムコンソーシアム：Breast Cancer 
Association Consortium を例に . 第 42 回がん疫学分子疫
学研究会総会 ,2019,( 東京 ),[ シンポジウム ]

005　尾瀬　功 , 長松康子 , 青江啓介 , 加藤勝也 , 堀田勝幸 , 中
川淳子 , 原　桂子 , 岸本卓也 , 藤本伸一：悪性胸膜中皮
腫患者の QOL 調査結果 . 日本石綿・中皮腫学会学術集
会 ,2019,( 名古屋 ),[ 口演 ]

006　川勝雪乃 , 小栁友理子 , 尾瀬　功 , 春日井由美子 , 山
口　類 , 伊藤秀美 , 松尾恵太郎：頭頸部・消化器がんに
おける社会経済的地位の影響 . 第 30 回日本疫学会学術総
会 ,2019，( 京都 ),[ 口演 ]

007　鈴木太朗，中村保幸，松尾恵太郎，尾瀬　功，土居幸雄，
松井建志，門田　文，三浦克之，J-MICC Study Group：
魚摂取量に関連する遺伝子多型について：J-MICC　
Study. 第 30 回日本疫学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ 口演 ]

008　尾瀬　功，Hadrien  Charvat, 松尾恵太郎，伊藤秀美，
玉腰暁子，永田千里，和田恵子，菅原由美，澤田典絵，
山地太樹，田中恵太郎，島津太一，溝上哲也，津金昌一郎，
井上真奈美：食道がんリスクに対する喫煙・飲酒とその
交互作用　8 コホート研究のプール解析 . 第 30 回日本疫
学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ ポスター ]

がん情報・対策研究分野

001　Koyanagi Y, Ito H, Kasugai Y, Ugai T, Oze I, Matsuo K：ALDH2 
polymorphism and risk of colorectal cancer:a mediation 
analysis. 4TH INTERNATIONAL CONFERENCE ON 
ALCOHOL AND CANCER,2019,(Nerport),[ 口演 ]

002　Usui Y, Ito H, Koyanagi Y, Matsuda T, Katanoda K, 
Matsuo K : The impact of novel agents on multiple 
myeloma: trend of incidence and mortality in Japan. 
NAACCR/IACR Combined Annual Conference 
2019,2019,(Vancouver) [ 口演 ]

003　Ito Y, Balgi P, Saran U,Rout S, Ito H, Kanoh A, Yuasa 
M, Katayama K, Katanoda K, Matsuda T, Saruki N 
:CHALLENGE IN TRANSLATING INFORMATION 
ABOUT CANCER SURVIVAL TO GENERAL 
PEOPLE: SHARING MESSAGES FOR CANCER 
SURVIVORS USING STATISTICS OF CONDITIONAL 
SURVIVAL. NAACCR/IACR Combined Annual 
Conference 2019,2019,(Vancouver) [ ポスター ]

004　Ito H : Trends in incidence and mortality, and risk 
factors of colorectal cancer in Japan. 第 78 回日本癌学会
学術総会 ,2019,( 京都 ), [ 口演 ]

005　Koyanagi Y, Kasugai Y, Ugai S, Usui Y , Iwase M , 
Ugai T, Oze I, Ito H, Matsuo K：Differential impact 
of acetaldehyde among upper aerodigestive tractand 
gastric cancer risk: mediation analysis. 第 78 回日本癌学
会学術総会 ,2019,( 京都 ), [ ポスター ]

006　Usui Y, Oze I, Koyanagi Y, Ugai T, Maeda Y, Ito H, 
Matsuo K : The association between prostate stem cell 
antigen (PSCA) polymorphisms and duodenal/gastric 
ulcer risk: J-MICC Study. 第 78 回日本癌学会学術総
会 ,2019,( 京都 ), [ ポスター ]

007　Abe S, Saito E, Sawada N, Tsugane S, Ito H, Lin Y, 
Tamakoshi A, Kitamura Y, Nagata C, Shimazu S, 
Matsuo K, Tanaka K, Inoue M : Coffee consumption and 
mortality: a pooled analysis of eight population-based 
cohort studies (Japan Cohort Consortium). 第 78 回日本
癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ), [ 口演 ]

008　Usui Y, Ito H, Koyanagi Y, Matsuda T, Katanoda K, 
Maeda Y, Matsuo K : The impact of novel agents on 
multiple myeloma: trend of incidence and mortality in 
Japan. 第44回日本骨髄腫学会学術集会,2019,(名古屋), [ポ
スター ]

009　Usui Y, Ito H, Koyanagi Y, Matsuda T, Katanoda K, 
Maeda, Y, Keitaro Matsuo：Mortality of non-Hodgkin 
lymphoma in rituximab era: A population-based analysis 
in the US and Japan. 第 81 回 日 本 血 液 学 会 学 術 集
会 ,2019,( 東京 ), [ 口演 ]

010　山口通代, 小柳友理子, 松尾恵太郎, 吉川大祐, 伊藤秀美：

3.　学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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回日本遺伝カウンセリング学会学術集会 , 2019,( 札幌 ),[ ポ
スター ]

011　河本知大 , 藤田悠司 , 庄田勝俊 , 丹下正一郎 , 増田清士 , 
市川大輔 , 大辻英吾 , 井本逸勢：新規胃癌促進遺伝子
CLDN6 の同定と機能解析 . 第 78 回日本癌学会学術総会 , 
2019,( 京都 ),[ ポスター ] 

012　坪内寛文 , 茂木一将 , 坂田　純 , 森　正彦 , 高磯伸枝 , 井
本逸勢：家族性大腸腺腫症に対する予防的大腸切除後に
子宮体部腫瘍を認めた 2 例 . 日本人類遺伝学会第 64 回大
会 , 2019,( 長崎 ),[ 口演 ]

013　高磯伸枝 , 吉村章代 , 井本逸勢：問診票による初診時全
症例の遺伝性腫瘍症候群におけるスクリーニングの試み . 
日本人類遺伝学会第 64 回大会 , 2019,( 長崎 ),[ 口演 ] 

014　片岡愛弓 , 吉村章代 , 遠藤由香 , 堀澤七恵 , 杉野香世子 , 
坪内寛文 , 安立弥生 , 高磯伸枝 , 井本逸勢 , 岩田広治：当
院にて BRACAnalysis を実施した転移性乳癌 55 例にお
ける提案から受検までの期間の検討 . 日本人類遺伝学会
第 64 回大会 , 2019,( 長崎 ),[ ポスター ]

015　権藤なおみ , 遠藤由香 , 尾崎友理 , 堀澤七恵 , 杉野香世子 , 
片岡愛弓 , 安立弥生 , 吉村章代 , 高磯伸枝 , 岩田広治 , 井
本逸勢：多科参加型タスクフォースの試みにより早期大
腸癌が発見できたり・フラウメニ症候群の 1 例 . 日本人
類遺伝学会第 64 回大会 , 2019,( 長崎 ),[ ポスター ]

016　吉村章代 , 権藤なおみ , 安立弥生 , 片岡愛弓 , 杉野香世子 , 
堀澤七恵 , 尾崎友理 , 遠藤由香 , 奥村誠子 , 高磯伸枝 , 井
本逸勢 , 岩田広治：BRCA1/2 遺伝子胚細胞変異を有する
乳がん患者に対する対側リスク低減乳房切除術の検討 . 
日本人類遺伝学会第 64 回大会 , 2019,( 長崎 ),[ ポスター ]

017　中野誠一 , 島田亜紀 , 近藤英司 , 福田潤弥 , 坂本　幸 , 宇
高二良 , 宮本容子 , 岡田朝美 , 小谷裕美子 , 井本逸勢 , 香
美祥二 , 武田憲昭：POLD1 遺伝子変異検出により診断さ
れた東アジア初の下顎低形成 - プロゲリア様症状 - リポジ
ストロフィー (MDPL) 症候群 . 日本人類遺伝学会第 64 回
大会 , 2019,( 長崎 ),[ ポスター ]

がん病態生理学分野

001　青木正博，曽我朋義，武藤　誠，新間秀一，藤下晃
章：ヒスタミンは mTOR 阻害薬抵抗性大腸がんの浸潤
に関与する . 第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集
会 ,2019,( 大阪 ),[ ワークショップ ]

002　入江　慶，前田章光，安藤　仁，長谷川彩子，門脇重憲，
室　圭，田近正洋，青木正博，稲熊一英，梶田正樹，藤
村昭夫，福島昭二：レゴラフェニブの血中濃度と有害事
象および ABCG2、OATP1B1 遺伝子多型との関連 . 第
17回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2019,(京都 ),[ポスター ]

003　青木正博：がんシグナル経路を基盤とした大腸がんの発
がん研究 . 第 78 回日本癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ シ
ンポジウム ]

004　佐久間圭一朗，青木正博：HNRNPLL に制御される
選択的スプライシングは大腸がん細胞の EMT に伴い

009　岩瀬まどか，尾瀬　功，小栁友理子，春日井由美子，碓
井喜明，伊藤秀美，松尾恵太郎：日本人女性における初
経年齢の長期推移 . 第 30 回日本疫学会学術総会 ,2019,( 京
都 ),[ ポスター ]

分子遺伝学分野　

001　Imoto I, Kohmoto T, Masuda K, Shoda K, Otsuji E ：
Identification of CLDN6 as a novel tumor-promoting 
gene in gastric cancer. Annual meeting of American 
Society of Human Genetics 2019, 2019,(Houston),[ ポ ス
ター ]

002　井本逸勢：ゲノム解析に基づいた個別化医療 . 第 71 回日
本産科婦人科学会学術講演会 , 2019,( 名古屋 ),[ 招待公演 ]

003　井本逸勢：がんのクリニカルシーケンスから次世代
の治療戦略へ . 第 25 回日本家族性腫瘍学会学術集会 , 
2019,( 東京 ),[ シンポジウム ]

004　坪内寛文 , 片岡愛弓 , 坂田　純 , 森　正彦 , 高磯伸枝 , 井
本逸勢 , 水野美香：当院における遺伝性乳癌卵巣癌症候
群に対する腹腔鏡下リスク低減卵管卵巣摘出術の取り組
み . 第 25回日本家族性腫瘍学会学術集会 , 2019,(東京 ),[口
演 ]

005　高磯伸枝 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 田中　努 , 平
山　裕 , 大西祥代 , 大内　晶 , 田近正洋 , 清水泰博 , 井本
逸勢：当院の大腸がんユニバーサルスクリーニングの取
り組み . 第 25 回日本家族性腫瘍学会学術集会 , 2019,( 東
京 ),[ ポスター ]

006　高磯伸枝 , 吉村章代 , 澤木正孝 , 服部正也 , 権藤なおみ , 
小谷はるる , 安立弥生 , 岩田広治 , 井本逸勢：遺伝性乳が
ん卵巣がん症候群の乳がん患者に対するリスク低減乳房
切除術後の心理・QOL 調査 ( 第二報 ). 第 27 回日本乳癌
学会学術総会 , 2019,( 埼玉 ),[ 口演 ]

007　坪内寛文 , 茂木一将 , 坂田　純 , 森　正彦 , 高磯伸枝 , 井
本逸勢：リスク低減卵管卵巣摘出術 (RRSO) 症例に対す
る腹腔鏡下子宮全摘術 (TLH) の施工に関する検討 . 第 26
回日本遺伝子診療学会大会・第 43 回日本遺伝カウンセリ
ング学会学術集会 , 2019,( 札幌 ),[ 口演 ]

008　高磯伸枝 , 吉村章代 , 安立弥生 , 森　正彦 , 坪内寛文 , 岩
田広治 , 井本逸勢：BRCA1/2 陰性乳がん卵巣がん症例に
対して多遺伝子パネル検査を実施した 1 例 . 第 26 回日本
遺伝子診療学会大会・第 43 回日本遺伝カウンセリング学
会学術集会 , 2019,( 札幌 ),[ ポスター ]

009　高磯伸枝 , 吉村章代 , 澤木正孝 , 権藤なおみ , 小谷はるる , 
安立弥生 , 岩田広治 , 井本逸勢：HBOC 診療における確
定診断後の検診体制の構築 ― 未発症変異保有者の予防・
早期発見早期治療に向けて ―. 第 16 回日本乳癌学会中部
地方会 , 2019,( 名古屋 ),[ ポスター ]

010　宮本容子 , 瓦井俊孝 , 森　達夫 , 郷司　彩 , 森本雅美 , 阿
部彰子 , 吉田友紀子 , 三原佳美 , 井本逸勢：IRUD により
PTEN 過誤腫症候群と診断された先天性疾患の児の遺伝
カウンセリング . 第 26 回日本遺伝子診療学会大会・第 43
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010　鈴木浩也 , 山岸良多 , 向井智美 , 田部陽子 , 三井田孝 , 村
上浩士 , 関戸好孝 , 村上 ( 渡並 ) 優子：LATS2 変異を有
した悪性腫瘍における合成致死を基盤とした細胞死誘
導機構の検討 . 第 42 回日本分子生物学会年会 ,2019,( 福
岡 ),[ ポスター ]

011　関戸好孝：悪性中皮腫における基礎研究の進歩 . 第 60 回
日本肺癌学会学術集会 ,2019,( 大阪 ),[ ワークショップ ]

システム解析学分野

001　ZhangYZ, Imoto, S, Miyano S. Yamaguchi R : Intra-
bin structural variant segmentation for whole-
genome sequenc ing data  us ing U-net .  ISMB/
ECCB,2019,(Basel),[ ポスター ]

002　ZhangYZ, Arda Akdemir, Georg Tremmel, Imoto, 
S, Miyano S. Yamaguchi R : Nanopore base-calling 
from a perspective of instance segmentation. ISMB/
ECCB,2019,(Basel),[ ポスター ]

003　Hasegawa T, Yamaguchi R, Kakuta M, Miyano S, Nakaji 
S, Imoto, S : Prediction of blood test values under 
different lifestyle scenarios using time-series electronic 
health record. IBSB,2019,( 京都 ),[ 口頭 ]

004　Moriyama T, Imoto S, Miyano S, Yamaguchi R : 
Accurate and Flexible Bayesian Mutation Cal l 
from Multi-regional Tumor Samples. International 
Symposium on Mathematical and Computational 
Oncology,2019,(Reno),[ 口頭 ]

005　Zhang YZ, Akdemir A, Tremmel G, Imoto S, Miyano S, 
Shibuya T, Yamaguchi R : Nanopore basecalling from a 
perspective of instance segmentation, Joint International 
GIW & ABACBS-2019 Conference,2019,(Sydney),[ 口頭 ]

006　Yamaguchi R : Dynamic Modeling of Gene Regulatory 
Systems and Knowledge Extraction Through Prediction, 
Workshop on Practices in Bioinformatics and Systems 
Biology,2019,(Mexico City),[ 招待講演 ]

007　田中正視，加藤久美子，石田幸子，小田巻俊孝，密山恵梨，
清水金忠，山口　類，植松　智，井元清哉，宮野　悟 : 
ゲノムワイド関連解析を用いた日本人腸内細菌叢の宿主
遺伝要因の探索. 第23回腸内細菌学会,2019,(東京) ,[口頭]

008　山口　類 , 鍬塚八千代 , 笠島理加 , 井元清哉 , 熱田由子 , 
高橋　聡 : 機械学習モデルを用いた移植成績の解析結果
に基づいた臍帯血選択基準設定へのアプローチ (2), 日本
造血幹細胞移植班会議 ,2019,( 愛知 ),[ 口頭 ]

009　村岡大輔 , 瀬尾尚宏 , 原田直純 , 林　妙 , 藤井啓介 , 上村
光弘 , 井元清哉 , 山口　類 , 宮野　悟 , 八木田秀雄 , 秋吉
一成 , 池田裕明 , 珠玖　洋 : 抗原デリバリーシステムを
用いた腫瘍局所マクロファージの抗原提示能誘発による
免疫療法抵抗性腫瘍の克服 , 第 78 回日本癌学会学術総
会 ,2019,( 京都 ),[ 口頭 ]

010　平田　真 , 浅野尚文 , 片山琴絵 , 中川英刀 , 川井　章 , 山
口　類 , 市川　仁 , 松田浩一 , 骨軟部腫瘍ゲノムコンソー

CTNND1 の核移行を引き起こす . 第 78 回日本癌学会学
術総会 ,2019,( 京都 ),[ 口演 ]

005　藤下晃章，三城恵美，小島　康，曽我朋義，武藤　誠，
青木正博：cis-Apc/Smad4 マウスの MEK 阻害薬抵抗性
腸管腺がんにおける Inpp5f タンパクの発現低下 . 第 78
回日本癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ ポスター ]

006　梶野リエ，藤下晃章，武藤　誠，青木正博：MyD88 に
よる Apc 変異腸上皮細胞の合成致死メカニズムの解明 . 
第 78 回日本癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ 口演 ]

007　小島　康，藤下晃章，三城恵美，武藤　誠，青木正博：
腸管腫瘍形成における Dio2(2 型脱ヨード酵素）の生物
学的役割 . 第 78 回日本癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ ポ
スター ]

008　青木正博，曽我朋義，武藤　誠，新間秀一，藤下晃章：
浸潤性大腸がんの mTOR 阻害薬抵抗性におけるヒスタ
ミンの役割 . 第 42 回日本分子生物学会年会 ,2019,( 福
岡 ),[ ポスター ]

分子腫瘍学分野

001　Sekido Y：Targeting NF2 in Mesothelioma. 2019 World 
Conference on Lung Cancer,2019,(Barcelona),[ シンポジ
ウム ]

002　関戸好孝：悪性中皮腫細胞株の樹立：遺伝子異常の本態
解析から臨床応用を目指して . 日本組織培養学会第 92 回
大会 ,2019,( 東京 ),[ シンポジウム ]

003　佐藤龍洋 , 関戸好孝：中皮腫における mTOR ｼｸﾞﾅﾙ伝達
経路の活性化と新規治療標的因子の探索 . 第 1 回日本石
綿・中皮腫学会学術集会 ,2019,( 愛知 ),[ ワークショップ ]

004　伊藤　剛 , 松原大祐 , 田中一大 , 坪井裕見 , 高井大哉 , 深
山正久 , 関戸好孝 , 仁木利郎 , 村上善則：細胞接着分子
CADM １は肺腺がんにおいて MST-LATS ｷﾅｰｾﾞ群と相
互作用し Hippo 経路を制御する . 第 78 回日本癌学会学術
総会 ,2019,( 京都 ),[ 口演 ]

005　佐藤光夫 , 後藤大輝 , 木村麻里 , 中嶋萌夏 , 小池眞由 , 川
合花穂 , 上床菜月 , 宮沢亜矢子 , 田中一大 , 長谷哲成 , 米
田一樹 , 関戸好孝 , 長谷川好規：UHRF1 は KRAS 変異肺
癌に対する治療標的としての可能性を持つ . 第 78 回日本
癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ ポスター ]

006　向井智美 , 佐藤龍洋 , 三城（佐藤）恵美 , 青木正博 , 藪田
紀一 , 関戸好孝：O-GlcNAc 修飾は悪性中皮腫の腫瘍進展
を促進する . 第 78 回日本癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ ポ
スター ]

007　関戸好孝：悪性中皮腫の遺伝子変異 . 藤田学園医学会第
51 回総会 ,2019,( 愛知 ),[ シンポジウム ]

008　佐藤龍洋 , 向井智美 , 関戸好孝：SmgGDS による Rheb-
mTORC1 シグナル伝達制御と悪性中皮種がん化への関
与. 第42回日本分子生物学会年会,2019,(福岡 ),[ポスター]

009　Nguyen T, Mine Y, Sekido Y, Fujii M：The activity of 
CTGF in cytoplasm in cancer cells. 第 42 回日本分子生
物学会年会 ,2019,( 福岡 ),[ ポスター ]
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006　山内友恵 , 小根山千歳：Src がん化初期シグナルを制御す
るmicroRNAの役割．第11回日本RNAi研究会 ,2019,( 広
島 ),[ ポスター ]

007　疋田智也 , 小根山千歳：Sensitive and rapid technique 
for exosome quantification by labeling exosome markers 
with luciferase．第 78 回日本癌学会学術総会 ,2019,( 京
都 ),[ ポスター ]

008　疋田智也 , 小根山千歳：エクソソーム定量解析法の開発
と応用．第 6 回日本細胞外小胞学会 ,2019,( 東京 ),[ 口頭＆
ポスター ]

腫瘍免疫応答研究分野

001　Kagoya Y：Genetic manipulation of antitumor T 
cells to elicit durable clinical response in adoptive 
immunotherapy. SITC World Immunotherapy Council’s 
3rd Young Investigator Symposium，2019,(Maryland),[ 口
演 ]

002　籠谷勇紀：遺伝子改変による養子免疫療法の改良 . 愛
媛大学プロテオサイエンスセンターセミナー ,2019,( 愛
媛 ),[ 講演 ]

003　籠谷勇紀：遺伝子改変による T 細胞機能の修飾と養子
免疫療法への応用 . JST-CRDS 「デザイン細胞」ワーク
ショップ ,2019,( 東京 ),[ 口演 ]

004　籠谷勇紀：T 細胞デザインによるがんに対する養子免
疫療法の改良 . 第 2 回若手医師血液疾患懇話会 ,2019,( 東
京 ),[ 講演 ]

005　籠谷勇紀：ヒト医療におけるがん免疫療法 - 遺伝子改変
による持続的治療効果を有する抗腫瘍 T 細胞の開発 . 日
本獣医再生医療学会 ,2020,( 神奈川 ),[ 特別講演 ]

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

001　Matsushita H：Reduced neoantigen expression revealed 
by longitudinal multiomics as a possible immune evasion 
mechanism in glioma.　第 23 回日本がん免疫学会総会 , 
2019,( 高知 ),[ シンポジウム ]

002　松下博和：癌抗原と免疫療法 .　第 78 回日本癌学会学術
総会 , 2019,( 京都 ),[ がん研究入門コース ]

003　松下博和：がん微小環境の評価と免疫療法の適応症例
の選択 . 第 32 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会 , 
2019,( 岡山 ),[ シンポジウム ]

004　高橋祐介 , 岡村文子 , 大矢由子 , 黒田浩章 , 松下博和：ペ
プチドワクチン療法の標的ネオアンチゲンの探索 . 第 60
回日本肺癌学会学術集会 , 2019,(大阪 ),[ワークショップ ]

005　赤塚美樹 , 勝山直哉 , 白石圭子 , 楫屋良子 , 岡村文子：不
適合 HLA-DP 抗原を標的とした同種移植後細胞免疫療
法の検討 . 第 11 回日本血液疾患免疫療法学会学術集会 , 
2019,( 東京 ),[ ポスター ]

シアム : 脱分化型脂肪肉腫の網羅的ゲノム解析 , 第 78 回
日本癌学会学術総会 ,2019,( 京都 ),[ 口頭 ]

011　山口貴世志 , 笠島理加 , 清水英悟 , 高根希世子 , 池上恒
雄 , 山口　類 , 井元清哉 , 宮野　悟 , 古川洋一 : ロング
リードシーケンスによるリンチ症候群患者のミスマッチ
修復遺伝子の構造異常の解析 , 第 78 回日本癌学会学術総
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